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田園調布学園大学
1　卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］

2　教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］

3　入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］

1　卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］

　人間福祉学部では、一人ひとりの尊厳を尊重し、人々が抱える様々な生活課題の中で社会的支援が必要な課題を対象と

して、その課題解決に向け高い専門性を身につけ、誰にとっても生きやすい社会の幸福を追求する福祉マインドを身につ

けた専門職の養成を目的としている。

　そのため、以下に掲げる課程修了時の資質・能力を身につけ、学科専攻ごとの要件単位を修得した者について卒業を認

定し、学位（学士「社会福祉学」）を授与する。

社
会
福
祉
学
科　

社
会
福
祉
専
攻

番
号 課程修了時の資質・能力 学修成果（資質・能力の説明）

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢 

人間として、また建学の精神「捨我精進」を基調とする福祉、心理、教育の専門家とし
て必要な教養を備え、広い視野で物事を捉えて主体的に学ぶことができる。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力 

個人と社会をめぐるさまざまな分野の知識や技能を習得し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人々との協働の中での意思疎通に積極的に活用することができる。

3 生活問題の解決に向けた相
談援助を実践する能力

支援を必要としている人の話に耳をかたむけ、その人が抱えている生活問題を発見し、
問題解決のプロセスにおいて必要に応じた社会資源の活用について判断し、助言するこ
とができる。

4 個人の尊厳を重視し支援す
る能力

高い倫理感を持ち、一人ひとりの権利を擁護することの大切さについて理解し、利用者
の自己決定に基づく自立支援のあり方を探究し、実行に移すことができる。 

5 共感性をもってコミュニ
ケーションできる能力

コミュニケーションスキルを身につけ、多様な価値観を受容して利用者に対する共感的
な理解を持ち、その心情に寄り添った支援を行うことができる。

6 社会福祉の知識、技能を
チームの中で活用する能力

個人や地域社会の課題解決に向けた包括的・継続的マネジメントを行っていくために必
要な知識、技能を習得し、福祉運営に携わる様々な団体等との連携、多職種協働の中で
それらを活用することができる。

7 主体性を持って多様な人々
と学び働く能力

主体性を持って多様な人々と協力して学び働く能力を身につけ、高い専門性を有する専
門職として、効果的かつ効率的な福祉運営に貢献することができる。 

8 個人の能力を高め社会を開
発する能力

実践の中から社会資源の創造や社会変革の視点をもって思考し、個人や家族の主体性を
重視し、個人が持つ能力を高め、新しい社会の開発に向け主体的に取り組むことができ
る。

人間福祉学部



4

社
会
福
祉
学
科　

介
護
福
祉
専
攻

番
号 課程修了時の資質・能力 学修成果（資質・能力の説明）

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神「捨我精進」を基調とする福祉、心理、教育の専門家とし
て必要な教養を備え、広い視野で物事を捉えて主体的に学ぶことができる。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力

個人と社会をめぐるさまざまな分野の知識や技能を習得し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人々との協働の中での意思疎通に積極的に活用することができる。

3 生活問題の解決に向けた相
談援助を実践する能力

支援を必要としている人の話に耳をかたむけ、その人が抱えている生活問題を発見し、
問題解決のプロセスにおいて必要に応じた社会資源の活用について判断し、助言するこ
とができる。

4 個人の尊厳を重視し支援す
る能力

高い倫理感を持ち、一人ひとりの権利を擁護することの大切さについて理解し、利用者
の自己決定に基づく自立支援のあり方を探究し、実行に移すことができる。

5 共感性をもってコミュニ
ケーションできる能力

コミュニケーションスキルを身につけ、多様な価値観を受容して利用者に対する共感的
な理解を持ち、その心情に寄り添った支援を行うことができる。

6 社会福祉の知識、技能を
チームの中で活用する能力

個人や地域社会の課題解決に向けた包括的・継続的マネジメントを行っていくために必
要な知識、技能を習得し、福祉運営に携わる様々な団体等との連携、多職種協働の中で
それらを活用することができる。

7 介護の知識、技術をさまざ
まな場面で活用する能力

介護サービスを提供する対象、場によらず、あらゆる介護場面に汎用できる基礎的な介
護の知識、技術を身につけ、具体的な事例について介護過程を展開することができる。

8 利用者の状況に応じた介護
サービスを提供する能力

利用者の状態を的確に把握し、多職種協働やケアマネジメント等の制度の仕組みを踏ま
え、自立支援に資するサービスを総合的、計画的に提供できる能力を身につけ、実践す
ることができる。

心
理
福
祉
学
科

番
号 課程修了時の資質・能力 学修成果（資質・能力の説明）

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的 
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神「捨我精進」を基調とする福祉、心理、教育の専門家とし
て必要な教養を備え、広い視野で物事を捉えて主体的に学ぶことができる。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力

個人と社会をめぐるさまざまな分野の知識や技能を習得し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人々との協働の中での意思疎通に積極的に活用することができる。

3 生活問題の解決に向けた相
談援助を実践する能力

支援を必要としている人の話に耳をかたむけ、その人が抱えている生活問題を発見し、
問題解決のプロセスにおいて必要に応じた社会資源の活用について判断し、助言するこ
とができる。

4 心理学の知識・技術を活用
する能力

心理学の基礎知識とカウンセリングのスキルを基盤とした支援技術を習得し、心と行動
の関係について説明することができるとともに的確な支援を行うことができる。

5 状況に応じた心理アセスメ
ントを行う能力

心理学アプローチの知識や研究に基づく心理アセスメントの技術を習得し、対象や状況
に応じて、問題解決に向けた有効な方法を判断し、的確なアセスメントを行うことがで
きる。

6
連携・協働によって心理的
援助における問題に対応す
る能力

多職種との連携・協働によって心理的援助を行う際に、社会福祉学、心理学の専門知識
や技術を活かし、組織のチームや地域の関係機関の中での役割を理解し、問題に対応す
ることができる。

7
特別支援教育や心理的支援
の諸問題に関係諸機関と連
携して取り組める能力

家庭に関わるさまざまな福祉問題や子どもの個性や発達課題に応じた支援に、社会福祉
や心理に関係する地域の諸機関と連携、調整を行い、主体的に取り組むことができる。

8
社会福祉と心理の専門的見
地に基づき包括的な支援を
行う能力

社会福祉における相談援助の実践に必要な心理学理論に基づき、共感的理解と援助者と
被援助者の関係性を考慮した上で、生活上の多様な問題に対し、包括的な支援を行うこ
とができる。
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2　教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］

　人間福祉学部における教育課程は、大きく教養（基礎）科目と専門科目に区分し、それぞれを構成する授業科目は、学

位授与の方針に基づく課程修了時の資質・能力の獲得を担保するため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。

また、履修系統図（カリキュラム・マップやカリキュラム・ツリー）を用い、相互に有機的な関連性、履修の順序性を持

たせることで、教育課程全体として体系的な編成を確保し、以下に示す学修方法、学修過程及び学修成果の評価方法によ

り実施する。

【学修内容】

　教養（基礎）科目と専門科目は相互に連関し、両者を統合して段階的に学んでいくことにより、市民性の涵養とともに

専門的な知識、技能を備えた職業人としての資質、能力を身につけることになる。それぞれの学修内容は次のとおりとする。

　教養（基礎）科目では、社会福祉学や心理学、教育学を学ぶ者として必要とされる汎用的な知識、技能並びに社会の公

共的課題に対して立場や背景の異なる他者と連帯しつつ取り組む姿勢と行動力を身につける。

　専門科目では、教養教育を通して培われた様々な視点から物事を思考する能力を発展させ、専門的な知識、技能を基盤

として総合的に判断する能力を身につけ、共生社会の構築を担う専門職としての実践力を習得する。

【学修方法】

　教養（基礎）科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラスサイズにより、講義、

演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグルー

プワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション、課題発見・解決型学習及びディスカッション等を取り入れた授業を

実施し、実践を通じて知識や技能の活用を図るとともに、主体性、協働する姿勢、表現力を身につける。

【学修過程】

〈 1、2 年次〉

教養基礎科目及び専門基礎科目を中心に履修し、特に教養基礎科目においては、初年次教育として配置する授業科目を

履修し、高等学校から大学への円滑な移行を図り、主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めるためのスキルを習得

する。また、地域貢献活動等を取り入れた授業科目では、実践学習を通じて福祉マインドを身につける。

〈 2、3 年次〉

社会福祉士をはじめ各種資格取得に必要な授業科目を中心に履修し、様々な福祉の専門領域の知識を蓄え、相談援助を

行う専門的な技術を習得する。また、学科専攻ごとの専門分野の授業科目、実習科目を履修することにより知識と技術

の融合を図り、課題発見・解決能力を身につける。

〈 3、4 年次〉

学科専攻ごとの専門分野の発展科目やキャリア関連科目を履修し、卒業後の進路を意識した専門性を高めるとともに、

職業を通じて社会とどのようにかかわっていくのか、明確な課題意識と具体的な目標を持ち、それを実現するための能

力（実践力）を習得する。

【学修成果の評価の在り方】

〇教養科目群及び専門科目群を構成する各授業科目の学修成果の評価は、当該授業科目のねらい、到達目標に対し、各科目

の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を測って行う。

〇各学年における学修成果の評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザーが GPA や修得単位数等の

状況に応じた指導、助言を行う。

〇学修目標に対する学修成果の到達度は、学修目標に関与する各授業科目の評価を総合し、それぞれの学修目標（基準）に

対する到達度合を尺度で示す評価基準表（ルーブリック）を活用して確認し、学生自らによる不断の振り返りと課題への

取り組みを行う。

3　入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］

　人間福祉学部における入学者の受入れに際しては、社会福祉学や心理学、教育学への関心、問題意識を持ち、さまざま

な生きづらさ、生活の困難を抱える人たちの自立支援について考え、行動することができる学生、専門職として必要な社

会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士等の国家資格の取得に向けた学習意欲があり、それに向かって努力できる学生を

求めている。

　そのため、入学者選抜では、以下に示すとおり本学部の学生として必要な資質・能力及び学力並びに学修姿勢を入学前

に身につけているか、入学後に身につけられるかという観点により、それらの資質・能力や学力等の水準を判定するため

の選考を実施する。
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【入学前に求める基本的な資質・能力】

① 入学前の学校生活内外におけるグループ活動（クラブ活動、生徒会活動、地域におけるサークル活動、ボランティア活

動等）や就業体験活動等を通じて、自主性、協調性、柔軟性、判断力、コミュニケーション能力、気配り及び社会性等

が身についていること。

② 入学前の学習活動の中で得られた知識や技能を活用し、課題や問題に対し自身の考えを説明したり、文章にまとめたり

することができること。

③ 社会生活や家庭生活の中で、社会福祉について関心を持った事や課題となっている事に対し、その背景や展望について

思考することができること。

【入学前に求める基礎的な学力】

① 高等学校の各教科において、学習や技能の基礎が達成できていること。

② 得意な教科があり、福祉に関する社会の仕組みや制度について基礎的な理解があることが望ましい。

③ 理解力、着想力、思考力及び語彙力等、基本的な文章表現上の諸能力があり、簡潔な文書が作成できること。

【入学後に求める学修姿勢・能力】

① 教育課程を通じて社会福祉の専門職としての知識、技能を身につけ、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士等の国

家資格の取得をめざす意思が明確で、卒業後、専門的な知識や技能及び各種資格を活かし、社会福祉の分野で社会に貢

献しようとする意欲。

② 実習科目やグループワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション等、実践的な科目の履修を通じて、学士課程とし

て求められる思考力、知識や技能を活用した課題解決能力、判断力、表現力を身につけ、自ら主体的に学ぶ姿勢をもっ

て学業を継続する力。

③ ボランティア活動や社会福祉に関係する社会貢献活動に積極的に参加し、多様な人々と協力して働く能力。

【入学者選抜及び評価の方法】

　入学者選抜及び評価の方法は入試区分ごとに次のように実施し、志願者の入学目的と人間福祉学部における学位授与の

方針との整合性、本学部の学生としての適格性について総合的に評価して合否を決定する。

① 推薦入試

〈選考方法〉

面接、書類選考

〈評価の視点〉

面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

書類選考では、高等学校の調査書による評定平均値を点数化し、入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

面接と書類選考による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、書類選考 50 点とする。

② 一般入試

〈選考方法〉

筆記試験（国語総合 ( 古文・漢文を除く )、英語Ⅰ・Ⅱ）

〈評価の視点〉

入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

各試験教科の点数を合計し、学力水準の達成度合を評価する。評価の配点は、国語総合 100 点、英語Ⅰ・Ⅱ 100 点とする。

なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認するが合否判定には利用しない。

③ AO 入学制度

〈選考方法〉

入学希望理由書及び課題（ともに事前提出）、面接、書類審査

〈評価の視点〉

面接は入学希望理由書及び課題に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求

める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

課題では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力

について審査する。
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〈評価方法及び評価の比重〉

課題と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、入学希望理由書及び課題の記載内容及びそれに基づ

く面接を重視し、評価の配点は、課題 80 点、面接 100 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況

について確認する。

④ 大学入試センター試験利用入試

〈選考方法〉

大学入試センター試験の受験科目のうち 2 科目を利用する。

「国語」は現代文のみ、英語はリスニングを含まず 100 点に換算する。

「公民」と「地理・歴史」は 1 教科として扱う。「理科」①グループを選択した場合は、選択解答した 2 科目を 1 科

目として扱う。

〈評価の視点〉

入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法〉

受験科目のうち高得点科目の教科 2 科目の合計点により、学力水準の達成度合を評価する。

⑤ 活動報告入試

〈選考方法〉

福祉実践経験・ボランティア活動・課外活動、総合的な学習の時間における学修成果等に関する活動報告書及び活動

証明書、面接

〈評価の視点〉

面接は、活動報告書及び活動証明書に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後

に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

活動報告書では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性並びに理解力、

着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

活動報告書及び活動証明書と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、活動報告書及び活動証明書の

記載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の比重は、面接 80 点、活動報告書 70 点とする。なお、高等学校の調

査書により入学前の修学状況について確認する。

⑥ 社会人入試

〈選考方法〉

面接、小論文（60 分 800 字以内）、書類審査

〈評価の視点〉

面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

小論文では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能

力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

面接、小論文及び書類審査による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、小論文 100 点とする。なお、

最終卒業学校の調査書や成績証明書等により、入学前に求める基礎的な学力について確認する。
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1　卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］

　子ども未来学部では、社会の未来としてかけがえのない子どもたちが、現在をよりよく生き、未来を幸せに生きていく

力を育むために、家庭や地域社会、他領域の専門家、行政と連携、協力して「子どもの最善の利益」を守り、子どもと社

会の未来について深く思考しながら行動できる専門性の高い保育者の養成を目的としている。

　そのため、以下に掲げる課程修了時の資質・能力を獲得し、要件単位を修得した者について卒業を認定し、学位（学士「保

育学」）を授与する。

子
ど
も
未
来
学
科

番
号 課程修了時の資質・能力 学修成果（資質・能力の説明）

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神「捨我精進」を基調とする保育の専門家として必要な教養
を備え、広い視野で物事を捉えて主体的に学ぶことができる。

2 汎用的な知識・技能を獲得
し活用する能力

子どもの育ちや子育て家庭及びそれらを取り巻く環境等に関する知識や技能を獲得し、
子どもや保護者とのコミュニケーションや、保育者間の、あるいは保育の場と関係機関
との協働において積極的に活用することができる。

3 子ども一人ひとりの発達に即
して適切な援助を行う能力

子ども一人ひとりの人権を尊重しつつ、子どもの発達についての基本的な知識を持ち、
発達の過程や発達の課題に応じてどのような援助や支援が必要であるかを考え、個々の
子どもや家族の育ちに求められる適切な援助や支援のあり方について判断し、実践する
ことができる。

4 具体的な援助や支援の内容
を計画し、実践できる能力

子どもの実態及びその背景にある家族や社会の状況に即した援助・支援のあり方に関す
る知識を踏まえ、具体的な指導計画や指導案を立案するために必要な技能や表現方法を
身につけ、実践することができる。

5
経験や実践を反省的に振り
返り課題を発見し、対応す
る能力

自らの保育実践を絶えず反省的に振り返り、子どもや家族への援助や支援に関する課題
を発見し、それらに対応する新たな保育内容を計画し、実践することができる。

6 実践から生まれた気づきや課
題を共有し、分析する能力

保育実践を通して生まれるさまざまな気づきや課題を保護者や保育者等と共有していく
ための表現力を身につけ、対話を通して解決へ向けた分析を行うことができる。

7
社会の動向を捉えながら、
課題に対応するための方法
を構想する能力

子どもや保育をめぐる制度や社会的問題等を踏まえ、現代の保育の課題について深い関
心を持ち、それらの課題に対して主体的に考え、意見を持つことができる。

8
さまざまな社会資源との連
携や協力のあり方を構築す
る能力

子どもや子育て家庭を取り巻く地域社会や行政、他領域の専門家と連携、協力していく
必要性を認識し、その協働の具体的方法について考え、主体的に取り組むことができる。

2　教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］

　子ども未来学部における教育課程は、大きく教養（基礎）科目と専門科目に区分する。それぞれを構成する授業科目は、

課程修了時の資質・能力の獲得を担保するため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。また、相互に有機

的な関連性、履修の順序性をもたせることで、教育課程全体として体系的な編成を確保し、以下に示す学修方法、学修過

程及び学修成果の評価方法により実施する。

　また、以上の教育課程において、学びの主体である学生自身が、以下の三つの学びを柱として、各科目内、あるいは科

目間においてそれらの学びを相互に関連させながら、着実に自己の学びを積み重ねていく「循環する学びのプロセス」の

獲得を目指すものとする。

 ・知識と教養及び人間の探究にかかわる「子どもへの学び」

 ・保育者としての専門性にかかわる実践的な経験を基にした「子どもからの学び」

 ・仲間とともに対話、思考し、協働する「なかまとの学び」

【学修内容】

　教養（基礎）科目と専門科目は相互に連関し、両者を統合して段階的に学んでいくことにより、人間への探究とともに

専門的な知識、技能を備えた職業人としての資質、能力を身につけることになる。それぞれの学修内容は次のとおりとする。

　教養（基礎）科目では、保育学を学ぶ者として必要とされる汎用的な知識、技能並びに子どもや保育・子育てをめぐる

社会の動向に対応して、多様な背景をもつ他者と協働しつつ取り組む姿勢と行動力を身につける。

子ども未来学部
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　専門科目では、教養教育を通して培われた様々な視点から物事を思考する能力を発展させ、専門的な知識、技能を基盤

として総合的に判断する能力を身につけ、子どもと社会の未来について深く思考しながら行動できる専門職としての実践

力を習得する。

【学修方法】

　教養（基礎）科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラスサイズにより、講義、

演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグルー

プワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション、課題発見・解決型学習及びディスカッション等を取り入れた授業を

実施する。

　特に、実践的な演習授業、学外研修、二つの併設園を含む学外施設における実習、地域連携による協働プログラムへの

参加等、体験を通じた学びとその振り返りを重視する。

　以上の学修方法を通じて、知識や技能の活用を図るとともに、主体性、協働する姿勢、表現力を身につける。

【学修過程】

〈 1 年次〉

教養基礎科目及び専門基礎科目を中心に履修し、現代社会や人間に関する幅広い教養と専門分野における原理や基本的

知識を身につける。また、保育実践経験等を取り入れた必修の専門基幹科目を履修し、専門分野につながる基本的知識・

技能と保育マインドを身につける。特に、少人数制の初年次教育である「基礎演習」を通して、高等学校から大学への

円滑な移行を図り、主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めるためのスキルとそれ以後の能動的な学修態度の基礎

を築く。

〈 2、3 年次〉

保育士資格・幼稚園教諭一種免許状取得に必要な必修の専門基幹科目を中心として、選択の専門基幹科目並びに専門発

展科目を履修することにより、すべての子どもや家族、それらを取り巻く社会への理解に関する知識と、保育技術や保

育を計画し、実践するための様々な専門的知識・技能を習得する。また、実習科目を履修することにより、知識と技術

の融合を図り、課題を発見し、課題解決のための改善方策を思考する力を身につける。加えて、3 年次必修科目である「キャ

リア講座」を履修することにより、卒業後の進路を意識する。

〈 4 年次〉

2 年次以降の実習教育の集大成として、保育の実践と理念をつなぐ専門発展科目の必修科目である「保育・教職実践演習（幼

稚園）」や、選択科目である「子育て支援実習」「保育インターンシップ」等を履修し、卒業後の進路を意識した専門性

を高めるとともに、多様化する保育ニーズに対応できる能力やそれを活用するための実践力を身につける。

【学修成果の評価の在り方】

〇教養科目群及び専門科目群を構成する各授業科目の科目担当者による学修成果の評価は、当該授業科目のねらい、到達

目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を測って行う。

〇各学年における学修成果の評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザーが GPA や修得単位数等

の状況に応じた指導、助言を行う。

〇学修目標に対する学修成果の到達度は、学修目標に関与する各授業科目の評価を総合し、それぞれの学修目標（基準）

に対する到達度合を尺度で示す評価基準表（ルーブリック）並びに学修ポートフォリオ（『履修ファイル』）を活用して

確認し、学生自らによる不断の振り返りと課題への取り組みを行う。

3　入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］

　子ども未来学部では、建学の精神「捨我精進」に沿って、地域社会・国際社会の保育者として貢献できる人材の育成を

目標としている。したがって、社会全体を見通し、その中にあって保育・子育て支援に有用な人材として成長することが

できる学生を求めている。

　そのため、入学者選抜では、以下に示すとおり、本学部の学生として必要な資質・能力及び学力並びに学修姿勢を入学

前に身につけているか、入学後に身につけられるかという観点により、それらの資質・能力や学力等の水準を判定するた

めの選考を実施する。

【入学前に求める基本的な資質・能力】

　子ども未来学部では、子どもと保育に対する興味・関心・問題意識を持ち、子どもや保育に関わる将来への志望意思

を明確に持っている以下のような学生を求める。
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① 子どもに関する社会の出来事や社会的問題に対して強い関心をもち、さまざまな情報を知識として身につけ、その背景

や要因について思考することができること。

② 自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけていること。

③ 学業や課外活動等を通じて、さまざまな価値観をもつ人々が共存していることを理解し、柔軟な思考ができること。

④ 学業や課外活動等を通じて、人間関係において自己を十分に表現する力や、他者とのコミュニケーションを良好に図れ

る力を身につけていること。

【入学前に求める基礎的な学力及び経験】

① 高等学校の各教科において、学習や技能の基礎が達成できていること。

② 得意な教科があり、子どもを取り巻く現代社会の仕組みや制度についての基礎知識をもっていることが望ましい。

③ 理解力、着想力、思考力及び語彙力等、基本的な文章表現上の諸能力があり、経験したことやそこから感じたこと、考

えたことを読み手に伝わるように記述できること。

④ 保育現場への参加体験があることが望ましい。

【入学後に求める学修姿勢・能力】

① 教育課程を通じて保育の専門職として保育に関する知識や技能を身につけ、保育士資格、幼稚園教諭一種免許状の取得

をめざす意思が明確で、卒業後その専門的な知識や技能、資格・免許を活かし、子どもと保育に関わる分野で社会に貢

献しようとする意欲。

② 実習科目やグループワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション等、実践的な科目の履修を通じて、学士課程とし

て求められる思考力、知識や技能を活用した課題解決能力、判断力、表現力を身につけ、自ら主体的に学ぶ姿勢をもっ

て学業を継続する力。

③ 保育ボランティア活動や地域の子育て支援実践活動等に積極的に参加し、多様な人々と協力して働く能力。

【入学者選抜及び評価の方法】

　入学者選抜及び評価の方法は入試区分ごとに次のように実施し、志願者の入学目的と子ども未来学部における学位授与

の方針との整合性、本学部の学生としての適格性について総合的に評価して合否を決定する。

① 推薦入試

〈選考方法〉

面接、書類選考

〈評価の視点〉

面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

書類選考では、高等学校の調査書による評定平均値を点数化し、入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

面接と書類選考による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、書類選考 50 点とする。

② 一般入試

〈選考方法〉

筆記試験（国語総合（古文・漢文を除く）、英語Ⅰ・Ⅱ）

〈評価の視点〉

入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

各試験教科の点数を合計し、学力水準の達成度合を評価する。評価の配点は、国語総合 100 点、英語Ⅰ・Ⅱ 100 点とする。

なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認するが合否判定には利用しない。

③ AO 入学制度

〈選考方法〉

入学希望理由書及び課題（ともに事前提出）、面接、書類審査

〈評価の視点〉

面接は入学希望理由書及び課題に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求

める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

課題では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力

について審査する。
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〈評価方法及び評価の比重〉

課題と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、入学希望理由書及び課題の記載内容及びそれに基づ

く面接を重視し、評価の配点は、面接 80 点、課題 70 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況に

ついて確認する。

④ 大学入試センター試験利用入試

〈選考方法〉

大学入試センター試験の受験科目のうち 2 科目を利用する。

「国語」は現代文のみ、「英語」はリスニングを含まず 100 点に換算する。「公民」と「地理・歴史」は 1 教科として扱う。

「理科」①グループを選択した場合は、選択回答した 2 科目を 1 科目として扱う。

〈評価の視点〉

入学前に求める基礎的な学力について審査する。

〈評価方法〉

受験科目のうち高得点科目の教科 2 教科の合計点により、学力水準の達成度合を評価する。

⑤ 活動報告入試

〈選考方法〉

保育実践経験・ボランティア活動・課外活動、総合的な学習の時間における学修成果等に関する活動報告書及び活動

証明書、面接

〈評価の視点〉

面接は、活動報告書及び活動証明書に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後

に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

活動報告書では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性並びに理解力、

着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

活動報告書及び活動証明書と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、活動報告書及び活動証明書の

記載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の比重は、面接 80 点、活動報告書 70 点とする。なお、高等学校の調

査書により入学前の修学状況について確認する。

⑥ 社会人入試

〈選考方法〉

面接、小論文（60 分 800 字以内）、書類審査

〈評価の視点〉

面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。

小論文では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、基本的な文章表現

上の諸能力について審査する。

〈評価方法及び評価の比重〉

面接、小論文及び書類審査による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、小論文 100 点とする。なお、

最終卒業学校の調査書や成績証明書等により、入学前に求める基礎的な学力について確認する。
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　ルーブリックとは、学修成果の度合いを示す数値的な尺度［レベル］と、それぞれの尺度を満たした場合の認識や行為の特

徴を示した記述［基準］からなる評価指標のことを言います。

　本学では、この評価指標を全学生が自ら学年ごとに学修成果を振り返って確認することができる点検・評価表として、2017

年度から次頁以降に示すように、学科専攻ごとのルーブリックを導入しています。

　各学科専攻におけるルーブリックでは、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、課程修了時（卒業時）

までに身につけておくことが求められる８項目の資質・能力について、それぞれの学修成果の具体的な内容を説明しています。

そして、この学修成果の度合を示す４段階のレベルごとに資質・能力の特徴（何ができるようになっているか）が示されてい

ますので、学生はこのルーブリックを用い、各年次において学修成果がどの程度達成できているかを自身で確認することがで

きます。

　ルーブリックを活用して、各年次においてそれまでの自分の学修状況を振り返り、自身の学修成果の段階がどこにあるか

チェックし、「何ができて何ができていないか」を確認してください。また、アドバイザーはオフィスアワー等を通じて、学生

がチェックしたルーブリックとそれまでの成績評価を基に、今後の学修計画等についての相談に応じます。各学生とも、課程

修了時の資質・能力の獲得に向け、各自の学修を深めるツールとしてルーブリックを活用してください。

 「ルーブリック」について
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人間福祉学部 社会福祉学科 社会福祉専攻 ルーブリック

番
号

課程修了時の
資質・能力

学修成果
（資質・能力の説明）

レベル４
十分身についているレベル

レベル３
ある程度身についているレベル

レベル２
やや努力を要するレベル

レベル１
相当の努力を要するレベル

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
福祉、心理、教育の専門
家として必要な教養を備え、
広い視野で物事を捉えて主
体的に学ぶことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を十分に身につけ、広い視
野で物事を捉え、社会との
関わりについて主体的に学
ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を身につけ、社会との関わ
りについてある程度主体的
に学ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
の習得は十分とは言えない
が、社会との関わりについ
て考えることができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
が不十分であり、社会との
関わりについて考えることが
できない。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を習得
し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人 と々の協働の
中での意思疎通に積極的
に活用することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を十
分に習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で積極的に活
用することができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能をある
程度習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得は十分とは言えないが、
それらを多様な人 と々のコ
ミュニケーションや協働の中
で用いる努力ができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得が不十分であり、多様な
人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できない。

3 生活問題の解決に向けた
相談援助を実践する能力

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において必要に応じた社会
資源の活用について判断
し、助言することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において適切な社会資源を
活用し、相談援助を実践す
ることができる。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
おいて社会資源の利用に
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけられず、
問題解決のプロセスについ
て考察することができない。

4 個人の尊厳を重視し支援す
る能力

高い倫理感を持ち、一人ひ
とりの権利を擁護することの
大切さについて理解し、利
用者の自己決定に基づく自
立支援のあり方を探究し、
実行に移すことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

高い倫理感を持ち、権利
擁護の重要性を十分に理
解し、個人の人権と自己決
定に基づく自立支援のあり
方を探求し、実行すること
ができる。

倫理感を持ち、権利擁護
の重要性をある程度理解
し、個人の人権と自己決定
に基づく自立支援の計画を
立案することができる。

倫理感や権利擁護の重要
性の理解は十分とは言えな
いが、個人の人権と自己決
定に基づく自立支援のあり
方について考察することが
できる。

倫理感や権利擁護の重要
性の理解が不足し、個人
の人権と自己決定に基づく
自立支援のあり方について
考察することができない。

5 共感性をもってコミュニケー
ションできる能力

コミュニケーションスキルを身
につけ、多様な価値観を受
容して利用者に対する共感
的な理解を持ち、その心情
に寄り添った支援を行うこと
ができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルを身につけ、その心情に
寄り添った支援を行うことが
できる。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルをある程度身につけ、そ
の心情に寄り添うことができ
る。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルの習得は十分とは言えな
いが、その心情について考
えることができる。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルが不足し、他者の心情
について考えることができな
い。

6 社会福祉の知識、技能を
チームの中で活用する能力

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行っていくた
めに必要な知識、技能を
習得し、福祉運営に携わる
様 な々団体等との連携、多
職種協働の中でそれらを活
用することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
十分な知識、技能を習得し、
福祉運営に携わる様 な々団
体等との連携、多職種協
働の中でそれらを活用する
ことができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能を習得し、福
祉運営に携わる様 な々団体
等との連携、多職種協働
の中で、それらをある程度
活用することができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能の習得は十分
とは言えないが、福祉運営
に携わる団体等との連携、
多職種協働の重要性を理
解することができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能が不足し、福
祉運営に携わる団体等との
連携、多職種協働の重要
性を理解することができな
い。

7 主体性を持って多様な人々
と学び働く能力

主体性を持って多様な人々
と協力して学び働く能力を
身につけ、高い専門性を有
する専門職として、効果的
かつ効率的な福祉運営に
貢献することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

主体性を持って多様な人々
と協力して学び働く十分な
能力を身につけ、高い専
門性を有する専門職として、
効果的かつ効率的な福祉
運営に貢献することができ
る。

主体性を持って多様な人々
と協力して学び働く能力を
ある程度身につけ、専門職
として、福祉運営に従事す
ることができる。

主体性を持って多様な人々
と協力して学び働く能力は
十分とは言えないが、専門
職として、福祉運営を考え
ることができる。

主体性を持って多様な人々
と協力して学び働く能力が
不足し、専門職として、効
果的かつ効率的な福祉運
営について考えることができ
ない。

8 個人の能力を高め社会を
開発する能力

実践の中から社会資源の
創造や社会変革の視点を
もって思考し、個人や家族
の主体性を重視し、個人
が持つ能力を高め、新しい
社会の開発に向け主体的
に取り組むことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

高度な専門性に基づく社会
資源の創造や社会変革の
視点をもって思考し、個人
や家族の主体性を重視し、
個人が持つ能力を高め、新
しい社会の開発に向け主
体的かつ実践的に取り組む
ことができる。

社会資源の創造や社会変
革の視点をもって思考し、
個人や家族の主体性を重
視し、個人が持つ能力を高
め、新しい社会の開発に向
け、ある程度主体的に取り
組むことができる。

社会資源の創造や社会変
革の視点をもって思考し、
個人や家族の主体性を尊
重し、個人が持つ能力を高
め、新しい社会を開発する
ことの必要性について考え
ることができる。

社会資源の創造や社会変
革の視点をもって思考するこ
とができず、個人が持つ能
力を高め、新しい社会を開
発することの必要性につい
て考えることができない。

チェック年月日

年　　　　月　　　　日

学科専攻 学籍番号 氏　　名

・ ルーブリックは、課程修了時（卒業時）までに身につけておくことが求められる８項目の資質・能力がどの程度達成できているかを自身で確認するためのものです。
・ 学期末や学年末にこのルーブリックで学修状況を振り返り、学修成果の段階がどこにあるかチェックし、「何ができて何ができていないか」を確認してください。
・ チェックしたルーブリックとそれまでの成績評価を基に、今後の学修計画等についてアドバイザーに相談するなど活用してください。
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人間福祉学部 社会福祉学科 介護福祉専攻 ルーブリック

番
号

課程修了時の
資質・能力

学修成果
（資質・能力の説明）

レベル４
十分身についているレベル

レベル３
ある程度身についているレベル

レベル２
やや努力を要するレベル

レベル１
相当の努力を要するレベル

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
福祉、心理、教育の専門
家として必要な教養を備え、
広い視野で物事を捉えて主
体的に学ぶことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を十分に身につけ、広い視
野で物事を捉え、社会との
関わりについて主体的に学
ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を身につけ、社会との関わ
りについてある程度主体的
に学ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
の習得は十分とは言えない
が、社会との関わりについ
て考えることができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
が不十分であり、社会との
関わりについて考えることが
できない。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を習得
し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人 と々の協働の
中での意思疎通に積極的
に活用することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を十
分に習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で積極的に活
用することができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能をある
程度習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得は十分とは言えないが、
それらを多様な人 と々のコ
ミュニケーションや協働の中
で用いる努力ができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得が不十分であり、多様な
人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できない。

3 生活問題の解決に向けた
相談援助を実践する能力

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において必要に応じた社会
資源の活用について判断
し、助言することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において適切な社会資源を
活用し、相談援助を実践す
ることができる。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
おいて社会資源の利用に
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけられず、
問題解決のプロセスについ
て考察することができない。

4 個人の尊厳を重視し支援す
る能力

高い倫理感を持ち、一人ひ
とりの権利を擁護することの
大切さについて理解し、利
用者の自己決定に基づく自
立支援のあり方を探究し、
実行に移すことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

高い倫理感を持ち、権利
擁護の重要性を十分に理
解し、個人の人権と自己決
定に基づく自立支援のあり
方を探求し、実行すること
ができる。

倫理感を持ち、権利擁護
の重要性をある程度理解
し、個人の人権と自己決定
に基づく自立支援の計画を
立案することができる。

倫理感や権利擁護の重要
性の理解は十分とは言えな
いが、個人の人権と自己決
定に基づく自立支援のあり
方について考察することが
できる。

倫理感や権利擁護の重要
性の理解が不足し、個人
の人権と自己決定に基づく
自立支援のあり方について
考察することができない。

5 共感性をもってコミュニケー
ションできる能力

コミュニケーションスキルを身
につけ、多様な価値観を受
容して利用者に対する共感
的な理解を持ち、その心情
に寄り添った支援を行うこと
ができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルを身につけ、その心情に
寄り添った支援を行うことが
できる。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルをある程度身につけ、そ
の心情に寄り添うことができ
る。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルの習得は十分とは言えな
いが、その心情について考
えることができる。

多様な価値観を受容し、他
者に対する共感的な理解を
持ったコミュニケーションスキ
ルが不足し、他者の心情
について考えることができな
い。

6 社会福祉の知識、技能を
チームの中で活用する能力

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行っていくた
めに必要な知識、技能を
習得し、福祉運営に携わる
様 な々団体等との連携、多
職種協働の中でそれらを活
用することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
十分な知識、技能を習得し、
福祉運営に携わる様 な々団
体等との連携、多職種協
働の中でそれらを活用する
ことができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能を習得し、福
祉運営に携わる様 な々団体
等との連携、多職種協働
の中で、それらをある程度
活用することができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能の習得は十分
とは言えないが、福祉運営
に携わる団体等との連携、
多職種協働の重要性を理
解することができる。

個人や地域社会の課題解
決に向けた包括的・継続
的マネジメントを行うための
知識、技能が不足し、福
祉運営に携わる団体等との
連携、多職種協働の重要
性を理解することができな
い。

7 介護の知識、技術をさまざ
まな場面で活用する能力

介護サービスを提供する対
象、場によらず、あらゆる
介護場面に汎用できる基礎
的な介護の知識、技術を
身につけ、具体的な事例に
ついて介護過程を展開する
ことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

介護福祉に関わる基本的
な知識と技術を十分に身に
つけ、介護を必要とする人
の個別性を理解し、専門職
として人間生活全体を視野
に入れた総合的な支援を考
え実践することができる。

介護福祉に関わる基本的
な知識と技術をある程度身
につけ、介護を必要とする
人の個別性を理解し、専
門職として人間生活全体を
視野に入れた総合的な支
援を考えることができる。

介護福祉に関わる基本的
な知識と技術の習得は十分
とは言えないが、介護を必
要とする人の個別性を考慮
し、専門職として人間生活
全体を視野に入れた支援を
考えることができる。

介護福祉に関わる基本的
な知識と技術の習得が不
十分であり、専門職として
人間生活全体を視野に入
れた支援を考えることができ
ない。

8 利用者の状況に応じた介
護サービスを提供する能力

利用者の状態を的確に把
握し、多職種協働やケアマ
ネジメント等の制度の仕組
みを踏まえ、自立支援に資
するサービスを総合的、計
画的に提供できる能力を身
につけ、実践することができ
る。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

利用者の状況を多面的に
観察し、気づきにより収集し
た情報の分析から根拠ある
推論を導き出し、利用者の
もつ自己資源（残存能力）
と社会サービスを総合的、
計画的に活用できる十分な
能力を身につけ、主体的に
実践することができる。

利用者の状況を観察し、気
づきにより収集した情報の
整理から課題を発見し、利
用者のもつ自己資源（残存
能力）と社会サービスを総
合的、計画的に活用できる
能力を身につけ、実践する
ことができる。

利用者の状況を観察し、
気づきにより収集した情報を
十分とは言えないが整理し、
利用者のもつ自己資源（残
存能力）と社会サービスを
利用した計画を考えること
ができる。

利用者の状況を観察し、気
づきにより収集した情報を整
理する力が不十分であり、
支援計画を考えることができ
ない。

チェック年月日

年　　　　月　　　　日

学科専攻 学籍番号 氏　　名

・ ルーブリックは、課程修了時（卒業時）までに身につけておくことが求められる８項目の資質・能力がどの程度達成できているかを自身で確認するためのものです。
・ 学期末や学年末にこのルーブリックで学修状況を振り返り、学修成果の段階がどこにあるかチェックし、「何ができて何ができていないか」を確認してください。
・ チェックしたルーブリックとそれまでの成績評価を基に、今後の学修計画等についてアドバイザーに相談するなど活用してください。
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人間福祉学部 心理福祉学科 ルーブリック

番
号

課程修了時の
資質・能力

学修成果
（資質・能力の説明）

レベル４
十分身についているレベル

レベル３
ある程度身についているレベル

レベル２
やや努力を要するレベル

レベル１
相当の努力を要するレベル

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
福祉、心理、教育の専門
家として必要な教養を備え、
広い視野で物事を捉えて主
体的に学ぶことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を十分に身につけ、広い視
野で物事を捉え、社会との
関わりについて主体的に学
ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
を身につけ、社会との関わ
りについてある程度主体的
に学ぶことができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
の習得は十分とは言えない
が、社会との関わりについ
て考えることができる。

人間理解を基礎とした福祉
の専門家として必要な教養
が不十分であり、社会との
関わりについて考えることが
できない。

2 汎用的な知識・技能を習得
し活用する能力

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を習得
し、相手とのコミュニケーショ
ンや多様な人 と々の協働の
中での意思疎通に積極的
に活用することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能を十
分に習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で積極的に活
用することができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能をある
程度習得し、それらを多様
な人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得は十分とは言えないが、
それらを多様な人 と々のコ
ミュニケーションや協働の中
で用いる努力ができる。

個人と社会をめぐるさまざま
な分野の知識や技能の習
得が不十分であり、多様な
人 と々のコミュニケーション
や協働の中で用いることが
できない。

3 生活問題の解決に向けた
相談援助を実践する能力

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において必要に応じた社会
資源の活用について判断
し、助言することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を発
見し、問題解決のプロセス
において適切な社会資源を
活用し、相談援助を実践す
ることができる。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
おいて社会資源の利用に
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけ、その人
が抱えている生活問題を考
え、問題解決のプロセスに
ついて考察することができ
る。

支援を必要としている人の
話に耳をかたむけられず、
問題解決のプロセスについ
て考察することができない。

4 心理学の知識・技術を活
用する能力

心理学の基礎知識とカウン
セリングのスキルを基盤とし
た支援技術を習得し、心と
行動の関係について説明
することができるとともに的確
な支援を行うことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

心理学の基礎知識とカウン
セリングのスキルを基盤とし
た支援技術を身につけてお
り、心と行動の関係につい
て説明することができるとと
もに、的確な支援計画をつ
くることができる。

心理学の基礎知識とカウン
セリングのスキルを基盤とし
た支援技術の基本を身につ
けており、心と行動の関係
について説明することができ
る。

心理学の基礎知識とカウン
セリングのスキルを基盤とし
た支援技術の習得は十分
とは言えないが、心と行動
の関係について思考するこ
とができる。

心理学の基礎知識とカウン
セリングのスキルを基盤とし
た支援技術の習得が不十
分で、心と行動の関係に
ついて思考することができな
い。

5 状況に応じた心理アセスメン
トを行う能力

心理学アプローチの知識や
研究に基づく心理アセスメン
トの技術を習得し、対象や
状況に応じて、問題解決
に向けた有効な方法を判断
し、的確なアセスメントを行
うことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

心理学アプローチの知識や
心理アセスメントの技術を身
につけており、対象や状況
に応じて、問題解決に向け
た有効な方法を判断し、的
確なアセスメントを行うことが
できる。

心理学アプローチの知識や
心理アセスメントの技術の
基本を身につけており、対
象や状況に応じて、問題解
決に向けた有効な方法を判
断することができる。

心理学アプローチの知識や
心理アセスメントの技術の習
得は十分とは言えないが、
対象や状況に応じて、問題
解決に向けた有効な方法
について思考することができ
る。

心理学アプローチの知識や
心理アセスメントの技術の習
得が不十分で、対象や状
況に応じて、問題解決に向
けた有効な方法について思
考することができない。

6
連携・協働によって心理的
援助における問題に対応す
る能力

多職種との連携・協働に
よって心理的援助を行う際
に、社会福祉学、心理学
の専門知識や技術を活か
し、組織のチームや地域の
関係機関の中での役割を
理解し、問題に対応するこ
とができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

心理的援助を行う際に、社
会福祉学、心理学の専門
知識や技術を活かし、組織
のチームや地域の関係機
関の中での役割を理解し、
問題に対応することができ
る。

心理的援助を行う際に必要
な、社会福祉学、心理学
の専門知識や技術の基本
を身につけており、組織の
チームや地域の関係機関
の中での役割を理解してい
る。

社会福祉学、心理学の専
門知識や技術の習得は十
分とは言えないが、組織の
チームや地域の関係機関
の中での役割について思考
することができる。

社会福祉学、心理学の専
門知識や技術の習得が不
十分で、組織のチームや地
域の関係機関の中での役
割について思考することが
できない。

7
特別支援教育や心理的支
援の諸問題に関係諸機関
と連携して取り組める能力

家庭に関わるさまざまな福
祉問題や子どもの個性や発
達課題に応じた支援に、社
会福祉や心理に関係する
地域の諸機関と連携、調
整を行い、主体的に取り組
むことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

家庭に関わるさまざまな福
祉問題や子どもの個性や発
達課題に応じた支援を行う
際に、社会福祉や心理に
関係する地域の諸機関と連
携、調整を行い、主体的
に取り組むことができる。

家庭に関わるさまざまな福
祉問題や子どもの個性や発
達課題に応じた支援につい
て、社会福祉や心理に関
係する地域の諸機関との連
携、調整を含む指導計画
を作成することができる。

家庭に関わるさまざまな福
祉問題や子どもの個性や発
達課題に応じた支援につい
て、社会福祉や心理に関
係する地域の諸機関との連
携、調整の方法について
説明することができる。

家庭に関わるさまざまな福
祉問題や子どもの個性や発
達課題に応じた支援につい
ての理解が不十分で、地
域の関係諸機関との連携、
調整の方法について思考
することができない。

8
社会福祉と心理の専門的
見地に基づき包括的な支援
を行う能力

社会福祉における相談援
助の実践に必要な心理学
理論に基づき、共感的理
解と援助者と被援助者の関
係性を考慮した上で、生活
上の多様な問題に対し、包
括的な支援を行うことができ
る。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

社会福祉における相談援
助の実践に必要な心理学
理論に基づき、共感的理
解と援助者と被援助者の関
係性を考慮した上で、生活
上の多様な問題に対し、包
括的な支援を行うことができ
る。

社会福祉における相談援
助の実践に必要な心理学
理論をある程度習得し、共
感的理解と援助者と被援
助者の関係性を考慮した生
活上の問題に対する包括
的な支援のあり方について
説明することができる。

社会福祉における相談援
助の実践に必要な心理学
理論の習得は十分とは言え
ないが、共感的理解と援
助者と被援助者の関係性
を考慮した生活上の問題に
対する支援のあり方につい
て思考することができる。

社会福祉における相談援
助の実践に必要な心理学
理論の習得が不十分であ
り、共感的理解と援助者と
被援助者の関係性を考慮
した生活上の問題に対する
支援のあり方について思考
することができない。

チェック年月日

年　　　　月　　　　日

学科専攻 学籍番号 氏　　名

・ ルーブリックは、課程修了時（卒業時）までに身につけておくことが求められる８項目の資質・能力がどの程度達成できているかを自身で確認するためのものです。
・ 学期末や学年末にこのルーブリックで学修状況を振り返り、学修成果の段階がどこにあるかチェックし、「何ができて何ができていないか」を確認してください。
・ チェックしたルーブリックとそれまでの成績評価を基に、今後の学修計画等についてアドバイザーに相談するなど活用してください。
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子ども未来学部 子ども未来学科 ルーブリック
番
号

課程修了時の
資質・能力

学修成果
（資質・能力の説明）

レベル４
十分身についているレベル

レベル３
ある程度身についているレベル

レベル２
やや努力を要するレベル

レベル１
相当の努力を要するレベル

1
人間理解を基礎として社会
との関わりについて主体的
に学ぶ姿勢

人間として、また建学の精
神「捨我精進」を基調と
する保育の専門家として必
要な教養を備え、広い視野
で物事を捉えて主体的に学
ぶことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
保育の専門家として必要な
教養を十分に備え、広い視
野で物事を捉えて主体的に
学ぶことができる。

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
保育の専門家として必要な
教養をある程度身につけ、
主体的に学ぶことができる。

人間として、また建学の精
神「捨我精進」を基調と
する保育の専門家として必
要な教養がやや不十分であ
り、主体的に学ぶことが難
しい。

人間として、また建学の精神
「捨我精進」を基調とする
保育の専門家として必要な
教養が不十分である。

2 汎用的な知識・技能を獲得
し活用する能力

子どもの育ちや子育て家庭
及びそれらを取り巻く環境等
に関する知識や技能を獲得
し、子どもや保護者とのコ
ミュニケーションや、保育者
間の、あるいは保育の場と
関係機関との協働において
積極的に活用することがで
きる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

子どもの育ちや子育て家庭
及びそれらを取り巻く環境等
に関する知識や技能を十
分に獲得し、子どもや保護
者とのコミュニケーションや、
保育者間の、あるいは保育
の場と関係機関との協働に
おいて積極的に活用するこ
とができる。

子どもの育ちや子育て家庭
及びそれらを取り巻く環境等
に関する知識や技能をある
程度獲得し、子どもや保護
者とのコミュニケーションや、
保育者間の、あるいは保育
の場と関係機関との協働に
おいてある程度活用するこ
とができる。

子どもの育ちや子育て家庭
及びそれらを取り巻く環境
等に関する知識や技能の
獲得がやや不十分であるた
め、それらを活用することが
難しい。

子どもの育ちや子育て家庭
及びそれらを取り巻く環境等
に関する知識や技能の獲
得が不十分である。

3 子ども一人ひとりの発達に即
して適切な援助を行う能力

子ども一人ひとりの人権を尊
重しつつ、子どもの発達に
ついての基本的な知識を持
ち、発達の過程や発達の
課題に応じてどのような援助
や支援が必要であるかを考
え、個々の子どもや家族の
育ちに求められる適切な援
助や支援のあり方について
判断し、実践することができ
る。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

子ども一人ひとりの人権を尊
重しつつ、子どもの発達に
ついての基本的な知識を十
分に持ち、発達の過程や
発達の課題に応じてどのよ
うな援助や支援が必要であ
るかを考え、個々の子ども
や家族の育ちに求められる
適切な援助や支援のあり方
について判断し、実践する
ことができる。

子ども一人ひとりの人権を尊
重しつつ、子どもの発達に
ついての基本的な知識をあ
る程度持ち、発達の過程
や発達の課題に応じてどの
ような援助や支援が必要で
あるかを考えることができる。

子ども一人ひとりの人権や
発達についての基本的な
知識がやや不十分であるた
め、発達の過程や発達の
課題に応じた援助や支援に
ついて考えることが難しい。

子ども一人ひとりの人権や
発達についての基本的な知
識が不十分である。

4
具体的な援助や支援の内
容を計画し、実践できる能
力

子どもの実態及びその背景
にある家族や社会の状況に
即した援助・支援のあり方
に関する知識を踏まえ、具
体的な指導計画や指導案
を立案するために必要な技
能や表現方法を身につけ、
実践することができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

子どもの実態及びその背景
にある家族や社会の状況に
即した援助・支援のあり方
に関する知識を踏まえ、具
体的な指導計画や指導案
を立案するために必要な技
能や表現方法を十分に身
につけ、実践することができ
る。

子どもの実態及びその背景
にある家族や社会の状況に
即した援助・支援のあり方
に関する知識をある程度踏
まえ、具体的な指導計画
や指導案を立案するために
必要な技能や表現方法をひ
ととおり身につけている。

子どもの実態及びその背景
にある家族や社会の状況に
即した援助・支援のあり方
に関する知識がやや不十
分なため、具体的な指導
計画や指導案を立案するこ
とが難しい。

子どもの実態及びその背景
にある家族や社会の状況に
即した援助・支援のあり方
に関する知識が不十分であ
る。

5
経験や実践を反省的に振り
返り課題を発見し、対応す
る能力

自らの保育実践を絶えず反
省的に振り返り、子どもや
家族への援助や支援に関
する課題を発見し、それら
に対応する新たな保育内容
を計画し、実践することが
できる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

自らの保育実践を絶えず反
省的に振り返り、子どもや
家族への援助や支援に関
する課題を発見し、それら
に十分に対応する新たな保
育内容を計画し、実践する
ことができる。

自らの保育実践を反省的
に振り返り、子どもや家族
への援助や支援に関する
課題を発見することに努め、
それらにある程度対応する
新たな保育内容を計画する
ことができる。

自らの保育実践から子ども
や家族への援助や支援に
関する課題を発見する力が
やや不十分なため、それら
に対応する新たな保育内容
を計画することが難しい。

自らの保育実践から子ども
や家族への援助や支援に
関する課題を発見する力が
不十分である。

6
実践から生まれた気づきや
課題を共有し、分析する能
力

保育実践を通して生まれる
さまざまな気づきや課題を
保護者や保育者等と共有し
ていくための表現力を身に
つけ、対話を通して解決へ
向けた分析を行うことができ
る。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

保育実践を通して生まれる
さまざまな気づきや課題を保
護者や保育者等と共有して
いくための表現力を十分に
身につけ、対話を通して解
決へ向けた分析を行うこと
ができる。

保育実践を通して生まれる
さまざまな気づきや課題を保
護者や保育者等と共有して
いくための表現力をある程
度身につけ、対話を通した
解決方法について考えるこ
とができる。

保育実践を通して生まれる
気づきや課題を保護者や保
育者等と共有していくため
の表現力がやや不十分な
ため、対話を通した解決方
法について考えることが難し
い。

保育実践を通して生まれる
気づきや課題を保護者や保
育者等と共有していくため
の表現力が不十分である。

7
社会の動向を捉えながら、
課題に対応するための方法
を構想する能力

子どもや保育をめぐる制度
や社会的問題等を踏まえ、
現代の保育の課題につい
て深い関心を持ち、それら
の課題に対して主体的に考
え、意見を持つことができ
る。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

子どもや保育をめぐる制度
や社会的問題等を十分に
踏まえ、現代の保育の課題
について深い関心を持ち、
それらの課題に対して主体
的に考え、意見を持つこと
ができる。

子どもや保育をめぐる制度
や社会的問題等をある程
度踏まえ、現代の保育の課
題について関心を持ち、そ
れらの課題に対して主体的
に考えることができる。

子どもや保育をめぐる制度
や社会的問題等に関する
理解がやや不十分なため、
現代の保育の課題に対して
考えることが難しい。

子どもや保育をめぐる制度
や社会的問題等に関する
理解が不十分である。

8
さまざまな社会資源との連
携や協力のあり方を構築す
る能力

子どもや子育て家庭を取り
巻く地域社会や行政、他
領域の専門家と連携、協
力していく必要性を認識し、
その協働の具体的方法に
ついて考え、主体的に取り
組むことができる。

□チェック欄 □チェック欄 □チェック欄 □チェック欄

子どもや子育て家庭を取り
巻く地域社会や行政、他
領域の専門家と連携、協力
していく必要性を十分に認
識し、その協働の具体的
方法について考え、主体的
に取り組むことができる。

子どもや子育て家庭を取り
巻く地域社会や行政、他
領域の専門家と連携、協
力していく必要性をある程
度認識し、その協働の具
体的方法について考えるこ
とができる。

子どもや子育て家庭を取り
巻く地域社会や行政、他
領域の専門家と連携、協
力していく必要性への理解
がやや不十分なため、その
協働の方法について考える
ことが難しい。

子どもや子育て家庭を取り
巻く地域社会や行政、他
領域の専門家と連携、協
力していく必要性への理解
が不十分である。

チェック年月日

年　　　　月　　　　日

学科専攻 学籍番号 氏　　名

・ ルーブリックは、課程修了時（卒業時）までに身につけておくことが求められる８項目の資質・能力がどの程度達成できているかを自身で確認するためのものです。
・ 学期末や学年末にこのルーブリックで学修状況を振り返り、学修成果の段階がどこにあるかチェックし、「何ができて何ができていないか」を確認してください。
・ チェックしたルーブリックとそれまでの成績評価を基に、今後の学修計画等についてアドバイザーに相談するなど活用してください。
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⑴　社会福祉学科の概要

　社会福祉学科では、人の誕生から死まで、福祉や介護を必要とする方々の自立と自己実現をサポートし、また、人の幸

せを実現する社会づくりのために働く専門職を育成する。現代社会は個人の価値観が多様化し、社会環境も大きく変化し

ている。専門職として、個々の人々がおかれた状況について深く理解し、多様な福祉ニーズに柔軟に対応できる福祉の担

い手を育てることを目指している。

　将来において、福祉のみでなく保健・医療・教育などの多様な分野において対人援助からマネジメントまでの幅広い実

践を行うために、基礎教養を学び、豊かな人間性を養い、福祉の基本理念や制度・政策などに関する多様な知識と専門技

術を習得し、専門職としての総合的力量を養う。

　本学科は「社会福祉専攻」と「介護福祉専攻」の 2 専攻を置き、社会福祉専攻では全学生が社会福祉士の国家試験受験

資格取得を、希望者が精神保健福祉士の国家試験受験資格取得を目指す。介護福祉専攻（2018 年度入学者まで）では全学

生が社会福祉士の国家試験受験資格取得および介護福祉士の国家試験受験資格取得を目指す。また、両専攻ともピアヘル

パーの受験資格を取得することができる。

〈専攻説明〉

◎社会福祉専攻

　社会福祉士として専門性を習得した上で、学生一人ひとりが将来選択したい領域について学びを深め、その分野の専門

性を高めることを教育目標とする。そのために、以下の 3 コースが設定され、各コースには独自のカリキュラムが用意さ

れている。学生は 3 年生になる時点で、各コースを担当する教員のゼミナールを選択する。どのコースを選択しても、希

望する学生は精神保健福祉士の国家試験受験資格取得を目指すことができる。

児童・障害者・高齢者支援コース

　社会福祉士として、児童・障害者から高齢者まで、人の一生に関わる対人援助をしたいという志望者に向けたコース。

　児童・家庭福祉、スクールソーシャルワーク、障害者福祉、高齢者福祉、成年後見、心理学、メディア文化などの学びを深め、

支援者としての資質、実践力を高める。

　卒業後は、高い専門性を持った社会福祉士として、児童福祉施設、高齢者福祉施設、障害者福祉施設、福祉関連企業、

公的機関、学校などで働くことを目指す。

公務員・福祉マネジメントコース

　社会福祉士として、福祉行政に携わりたい、福祉施設におけるマネジメント（管理・運営）を学びたい、福祉関係の起業・

運営をしたい、企業の福祉分野で働きたいという志望者に向けたコース。

　公務員養成講座、地域福祉、福祉計画、災害福祉、福祉経営、福祉工学、福祉情報、福祉広報などの専門分野を学び、

公務員や福祉マネジメントに携わる人材としての資質を高める。

　卒業後は、高い専門性を持った社会福祉士として、国および地方の福祉行政や社会福祉協議会の福祉計画、福祉施設の

管理・運営などに携わることを目指す。また、企業の福祉部門における活躍や社会福祉法人ならびに NPO 法人の起業・運

営も期待されている。

医療・精神保健福祉コース

　社会福祉士資格をベースに、病院等で働く医療ソーシャルワーカーや精神保健福祉分野のソーシャルワーカーをはじめ、

「医療に強いソーシャルワーカー」を育成するコース。

　医療福祉論、グリーフワーク論などを基盤に、精神科リハビリテーション学、精神保健福祉援助技術演習など精神保健

福祉士国家試験受験資格取得のための専門分野を学ぶとともに、社会福祉と保健医療とのかかわりに関する学びを深め、

実践力を身につける。

　卒業後は医療ソーシャルワーカーとして、または、精神保健福祉士として、一般病院、精神科病院、リハビリテーショ

ン機関、精神保健福祉関係機関で働くことを目指す。また、公務員としての進路を目指すこともできる。

社会福祉学科　社会福祉専攻
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⑵　卒業に必要な単位数と授業科目	

科目区分 履修区分 単位数

教養基礎科目
必　修  	7	単位
選　択 	17	単位以上
小　計 	24	単位以上

専門基礎科目
必　修 	 2	単位
選　択 	16	単位以上
小　計 	18	単位以上

専門基幹科目
必　修 	56	単位
選　択 	 6	単位以上
小　計 	62	単位以上

専門発展科目
必　修 	 4	単位
選　択 	16	単位以上
小　計 	20	単位以上

合　　計 	124	単位以上
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社会福祉学科 社会福祉専攻 開設授業科目
（カリキュラム・マップ：卒業認定・学位授与方針に基づく「課程修了時の資質・能力」と各授業科目との関係を表す）

区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格※ 1 「課程修了時の資質・能力」
との関わり※ 2

備考
社
士
精
士
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

教
養
基
礎
科
目

人
文
科
学

宗教学 選択 1 後期 2 講義 ◎ ◎

必修
7 単位

選択
17 単位

以上

倫理学 選択 1 前期 2 講義 ◎ ◎
心理学　※ 3 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ● ◎ ◎ ○
美術概論 選択 1 後期 2 講義 ◎
日本文化体験 選択 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅰ 必修 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅱ 選択 2 前・後 1 演習 ◎

社
会
科
学

社会学　※ 3 選択 1 前期 2 講義 ● ● ● ● ◎ ○ ○
法学 選択 1 前期 2 講義 ○ ◎
政治学 選択 1 後期 2 講義 ◎
経済学 選択 1 前期 2 講義 ◎
世界史 選択 2 前期 2 講義 ◎

自
然
科
学

数学入門 選択 1 前期 2 講義 ◎
現代情報学　＊ 選択 1 後期 2 講義 ◎ ○ ○
コンピュータ・リテラシー 必修 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○ ○
環境科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生命科学 選択 1 後期 2 講義 ◎
生活科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生活福祉工学Ⅰ 選択 1 後期 2 講義 ○ ◎

外
国
語

英語コミュニケーション 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
実用英語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
中国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
韓国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○

ス
ポ
ー
ツ

球技スポーツ 選択 1 前期 1 実技 ◎ ○ ○
スポーツ・コミュニケーション 選択 1 前期 1 実技 ◎ ○ ○
アドベンチャー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎ ○
スキー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎
スノーボード・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎

基
礎

基礎演習　＊ 必修 1 前期 1 演習 ◎
公務員概論　＊ 選択 2 後期 2 講義 ◎ ◎ ○

教
育
交
流

社会福祉入門 選択 1 集中 1 演習 ◎ ○ （単位認定科目）

専
門
基
礎
科
目

福祉マインド実践講座 必修 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本国憲法 選択 1 後期 2 講義 ○ ◎

必修
2 単位

選択
16 単位

以上

人間と性　＊ 選択 2 後期 2 講義 ○ ◎ ○
生活福祉工学Ⅱ 選択 2 前期 1 演習 ○ ○ ◎
家族社会学 選択 2 後期 2 講義 ◎ ○ ○
民族と国家 選択 2 前期 2 講義 ◎ ◎
カウンセリング 選択 2 後期 2 講義 ● ○ ◎ ○ ○
発達心理学 選択 2 後期 2 講義 ● ● ◎
臨床心理学実習 選択 2 前期 2 講義 ● ○ ○ ◎
児童心理学 選択 1 後期 2 講義 ◎
教育心理学 選択 1 後期 2 講義 ● ◎
精神医学 選択 2 通年 4 講義 ● ○ ◎ ○
精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 選択 1 後期 2 講義 ● ○ ◎ ○ ○
精神保健福祉援助技術総論Ⅱ 選択 2 前期 2 講義 ● ○ ◎ ○ ○ ○
精神保健福祉論Ⅰ 選択 2 通年 4 講義 ● ○ ◎ ○ ◎ ○
精神保健学 選択 3 通年 4 講義 ● ● ○ ◎ ○ ◎
教育社会学 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
社会福祉情報論 選択 2 前期 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ○
簿記論 選択 1 後期 2 講義 ◎ ○ ○
会計学　＊ 選択 2 前期 2 講義 ◎ ○
介護福祉論 選択 3 前期 1 講義 ◎ ◎
介護技術 選択 3 後期 1 演習 ◎
情報システム論　＊ 選択 2 後期 2 講義 ◎ ○
海外研修（福祉） 選択 1 集中 2 演習 ◎ ○ ○ ○ 隔年開講（2022 年度開講）
社会福祉総合講座 選択 4 通年 4 講義 ○ ◎ ○ （単位認定科目）
福祉キャリア講座　＊ 選択 3 通年 2 演習 ○ ◎ ○ （単位認定科目）

※ 1	 「社士」：社会福祉士受験資格、「精士」：精神保健福祉士受験資格、「主事」：社会福祉主事任用資格、
	 「児童」：児童指導員任用資格、「ピア」：ピアヘルパー受験資格、「スク」：スクールソーシャルワーク教育課程修了者
※ 2	 ○：課程修了時の資質・能力の該当項目と関わる。
	 ◎：課程修了時の資質・能力の該当項目と大きく関わる。
※ 3	 社会福祉士（受験資格）指定科目「心理学」「社会学」「医学概論」のうち 1 科目以上を修得すること（精神保健福祉士受験資格を取得する場合も同様）。
＊　　開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
社
士
精
士
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
基
幹
科
目

高齢者福祉論Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎
高齢者福祉論Ⅱ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ◎ ○

必修
56 単位

選択
6 単位
以上

障害者福祉論 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎
障害者福祉論詳説 選択 2 前期 2 講義 ○ ◎
公的扶助論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ● ◎
公的扶助論詳説 選択 2 後期 2 講義 ○ ◎
医学概論　※ 3 選択 2 前期 2 講義 ● ● ◎
児童・家庭福祉論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎
児童・家庭福祉論詳説 選択 2 後期 2 講義 ● ◎ ◎
社会保障論Ⅰ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ◎
社会保障論Ⅱ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅰ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅱ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ● ◎
保健医療サービス論 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
地域福祉の理論と方法Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ● ◎ ◎ ○ ○
地域福祉の理論と方法Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ● ◎ ◎ ○ ○
福祉行財政と福祉計画 必修 3 後期 2 講義 ● ● ○ ◎ ◎ ○ ○
福祉サービスの組織と経営 必修 3 後期 2 講義 ● ○ ◎ ◎ ○ ○
社会調査法 必修 2 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○
権利擁護と成年後見制度　※ 4 必修 3 後期 2 講義 ● ● ○ ○ ◎ ○ ○
司法福祉論　※ 4 選択 3 前期 2 講義 ● ○ ○ ◎ ○
就労支援　※ 4 選択 3 前期 1 講義 ● ○ ◎ ◎ ○
ソーシャルワーク総論Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワーク総論Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○
ソーシャルワークⅠ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅡ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅢ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅣ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅰ 必修 2 通年 2 演習 ● 免除 ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● 免除 ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅲ 必修 4 前期 1 演習 ● 免除 ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 必修 2 後期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習 必修 3 集中 4 実習 ● 免除 ◎ ○ ○ ○

専
門
発
展
科
目

ゼミナールⅠ 必修 3 通年 2 演習 ○ ◎

必修
4 単位

選択
16 単位

以上

ゼミナールⅡ 必修 4 通年 2 演習 ○ ◎
卒業研究 選択 4 ― 4 ― ◎
国際関係論 選択 3 前期 2 講義 ○ ○ ◎
国際福祉論　＊ 選択 3 前期 2 講義 ○ ○ ◎
グリーフワーク論 選択 3 後期 2 講義 ◎
発達障害福祉論 選択 3 後期 2 講義 ◎
老年心理学 選択 3 前期 2 講義 ○ ◎ ○
老年社会学 選択 3 後期 2 講義 ◎
メディア文化論　＊ 選択 3 前期 2 講義 ◎
スクールソーシャルワーク論 選択 3 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○
スクールソーシャルワーク演習 選択 3 前期 1 演習 ● ○ ○ ○ ◎
スクールソーシャルワーク実習指導 選択 4 前期 1 演習 ● ○ ○ ○ ◎
スクールソーシャルワーク実習 選択 4 集中 2 実習 ● ○ ○ ○ ◎
福祉情報マネジメント論 選択 3 前期 2 講義 ◎ ○ ○
福祉データーベース 選択 3 通年 2 演習 ◎ ○
福祉情報技術 選択 3 前期 2 講義 ○ ◎
起業経営論 選択 3 後期 2 講義 ○ ◎
災害福祉論 選択 3 前期 2 講義 ◎ ○
公務員養成講座Ⅰ 選択 3 前期 2 講義 ○ ○ ◎
公務員養成講座Ⅱ 選択 3 後期 2 講義 ○ ○ ◎
精神科リハビリテーション学Ⅰ 選択 3 後期 2 講義 ● ○ ○ ◎ ○ ○
精神科リハビリテーション学Ⅱ 選択 4 前期 2 講義 ● ○ ○ ○ ○ ◎
精神保健福祉援助演習Ⅰ 選択 3 前期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○ ○ ○

※ 4　社会福祉士（受験資格）指定科目「権利擁護と成年後見制度」「司法福祉論」「就労支援」のうち 1 科目以上を修得すること。
＊	 開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
社
士
精
士
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
発
展
科
目

精神保健福祉援助演習Ⅱ 選択 3 後期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 選択 4 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉論Ⅱ 選択 3 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○ ○
精神保健福祉援助実習指導（事前） 選択 3 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉援助実習指導（事後） 選択 4 前期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉援助実習Ⅰ 選択 3 集中 2 実習 ● ◎ ○ ○ ○ ○
精神保健福祉援助実習Ⅱ 選択 3 集中 2 実習 ● ◎ ○ ○ ○ ○
医療福祉論 選択 3 後期 2 講義 ◎ ○ ○
医療ソーシャルワーク実習指導　＊ 選択 3 後期 1 演習 ◎ ○ ○ ○
医療ソーシャルワーク実習 選択 4 集中 1 実習 ◎ ○ ○ ○
ヘルスケアシステム論　＊ 選択 3 前期 2 講義 ◎ ○ ○
SST　＊ 選択 3 通年 4 講義 ◎ ○

＊	 開講せず



22



23

社
会
福
祉
学
科
 社
会
福
祉
専
攻
 カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
（
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～
20
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年
度
入
学
生
対
象
カ
リ
キ
ュ
ラ
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）（
授
業
科
目
間
の
つ
な
が
り
と
履
修
の
順
序
な
ど
を
示
し
た
図
表
）

課
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の

資
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能
力

N
O
.1

人
間
理
解
を
基
礎
と
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サ
ー
ビ
ス
論

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅳ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
Ⅱ

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅰ

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅱ

医療
ソー

シャ
ルワ

ーク
実習

指導
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
Ⅰ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

老
年
心
理
学

社
会
調
査
法

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅲ

高
齢
者
福
祉
論
Ⅰ

障
害
者
福
祉
論

児
童
・
家
庭
福
祉
論
 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
 

公
的
扶
助
論

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅱ

障
害
者
福
祉
論
詳
説

海
外
研
修
（
福
祉
）

人
間
と
性

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

司
法
福
祉
論

災
害
福
祉
論

国
際
福
祉
論

国
際
関
係
論

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

就
労
支
援

福
祉
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

発
達
障
害
福
祉
論

メ
デ
ィ
ア
文
化
論

スク
ール

ソー
シャ

ルワ
ーク

演習

老
年
社
会
学

精
神
保
健
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

卒
業
研
究

福
祉
情
報
技
術

社
会
福
祉
情
報
論

情
報
シ
ス
テ
ム
論

スク
ール
ソー
シャ
ルワ
ーク
実習
指導

精神
科リ

ハビ
リテ

ーシ
ョン

学Ⅰ
精神

科リ
ハビ

リテ
ーシ

ョン
学Ⅱ

スク
ール

ソー
シャ

ルワ
ーク

実習

会
計
学

起
業
経
営
論

生
活
福
祉
工
学
Ⅰ

公
的
扶
助
論

児
童
・
家
庭
福
祉
論
詳
説

児
童
・
家
庭
福
祉
論

公
的
扶
助
論
詳
説 公
務
員
概
論

公
務
員
養
成
講
座
Ⅰ

公
務
員
養
成
講
座
Ⅱ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論

医
療
福
祉
論

民
族
と
国
家

宗
教
学

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
論

精神
科リ

ハビ
リテ

ーシ
ョン

学Ⅰ

倫
理
学

宗
教
学

障
害
者
福
祉
論

授
業
科
目
名

１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

前
期

前
期

前
期

後
期

後
期

後
期

後
期

政
治
学

民
族
と
国
家

会
計
学

世
界
史

教
育
社
会
学

家
族
社
会
学

N
O
.7

主
体
性
を
持
っ
て
多

様
な
人
々
と
学
び
働

く
能
力

N
O
.8

個
人
の
能
力
を
高
め

社
会
を
開
発
す
る
能

力

日
本
語
表
現
法
Ⅱ

日
本
語
表
現
法
Ⅱ

発
達
心
理
学

介
護
福
祉
論

介
護
技
術

精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
各
論
Ⅰ

精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
総
論
Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
総
論
Ⅰ

精
神
保
健
福
祉
論
Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
Ⅰ

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
各
論
Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
指
導
（
事
前
）

精神
保健

福祉
援助

実習
指導

（事
後）

法
学

日
本
国
憲
法

生
活
福
祉
工
学
Ⅱ

臨
床
心
理
学
実
習

医
学
概
論
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⑴　社会福祉学科の概要

　社会福祉学科では、人の誕生から死まで、福祉や介護を必要とする方々の自立と自己実現をサポートし、また、人の幸

せを実現する社会づくりのために働く専門職を育成する。現代社会は個人の価値観が多様化し、社会環境も大きく変化し

ている。専門職として、個々の人々がおかれた状況について深く理解し、多様な福祉ニーズに柔軟に対応できる福祉の担

い手を育てることを目指している。

　将来において、福祉のみでなく保健・医療・教育などの多様な分野において対人援助からマネジメントまでの幅広い実

践を行うために、基礎教養を学び、豊かな人間性を養い、福祉の基本理念や制度・政策などに関する多様な知識と専門技

術を習得し、専門職としての総合的力量を養う。

　本学科は「社会福祉専攻」と「介護福祉専攻」の 2 専攻を置き、社会福祉専攻では全学生が社会福祉士の国家試験受験

資格取得を、希望者が精神保健福祉士の国家試験受験資格取得を目指す。介護福祉専攻（2018 年度入学者まで）では全学

生が社会福祉士の国家試験受験資格取得および介護福祉士の国家試験受験資格取得を目指す。また、両専攻ともピアヘル

パーの受験資格を取得することができる。

〈専攻説明〉

◎介護福祉専攻

　介護福祉専攻では、21 世紀の介護と福祉に必要な専門的知識と技術を総合的に修得し、さまざまな福祉分野で核となっ

て活躍できる人間性豊かで実践力のある人材を育成することを目的とする。

⑵　卒業に必要な単位数と授業科目	

科目区分 履修区分 単位数

教養基礎科目
必　修 	 9	単位
選　択 	 2	単位以上
小　計 	11	単位以上

専門基礎科目
必　修 	 4	単位
選　択 任意
小　計 	 4	単位以上

専門基幹科目
必　修 	60	単位
選　択 任意
小　計 	60	単位以上

専門発展科目
必　修 	68	単位
選　択 任意
小　計 	68	単位以上

合　　計 	143	単位以上

社会福祉学科　介護福祉専攻



26

社会福祉学科 介護福祉専攻 開設授業科目
（カリキュラム・マップ：卒業認定・学位授与方針に基づく「課程修了時の資質・能力」と各授業科目との関係を表す）

区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格※ 1 「課程修了時の資質・能力」
との関わり※ 2

備考
介
士
社
士
主
事
児
童
ピ
ア
ア
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

教
養
基
礎
科
目

人
文
科
学

倫理学 必修 1 前期 2 講義 ● ◎ ◎

必修
9 単位

選択
2 単位
以上

心理学　※ 3 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ● ◎ ◎ ○
美術概論 選択 1 後期 2 講義 ◎
日本文化体験 選択 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅰ 必修 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅱ 選択 2 前・後 1 演習 ◎

社
会
科
学

社会学　※ 3 選択 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎ ○ ○
法学 選択 1 前期 2 講義 ○ ◎
政治学 選択 1 後期 2 講義 ◎
経済学 選択 1 前期 2 講義 ◎
世界史 選択 2 前期 2 講義 ◎

自
然
科
学

数学入門 選択 1 前期 2 講義 ◎
現代情報学　＊ 選択 1 後期 2 講義 ◎ ○ ○
コンピュータ・リテラシー 必修 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○ ○
環境科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生命科学 選択 1 後期 2 講義 ◎
生活科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生活福祉工学Ⅰ 選択 1 後期 2 講義 ◎

外
国
語

英語コミュニケーション 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
実用英語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
中国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○
韓国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○

ス
ポ
ー
ツ

球技スポーツ 選択 1 前期 1 実技 ◎ ○
スポーツ・コミュニケーション 選択 1 前期 1 実技 ◎ ○
アドベンチャー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎
スキー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎
スノーボード・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ◎

基
礎

基礎演習　＊ 必修 1 前期 1 演習 ◎
公務員概論　＊ 選択 2 後期 2 講義 ◎ ◎

教
育
交
流

社会福祉入門 選択 1 集中 1 演習 ◎ ○ （単位認定科目）

専
門
基
礎
科
目

福祉マインド実践講座 必修 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

必修
4 単位

選択
（任意）

日本国憲法 選択 1 後期 2 講義 ○ ◎
人間と性　＊ 選択 2 後期 2 講義 ○ ◎
民族と国家 選択 2 前期 2 講義 ◎
カウンセリング 必修 2 前期 2 講義 ● ● ○ ◎ ○
発達心理学 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
臨床心理学実習 選択 2 前期 2 講義 ● ○ ○ ◎
海外研修（福祉） 選択 1 集中 2 演習 ◎ ○ 隔年開講（2022 年度開講）
社会福祉総合講座 選択 4 通年 4 講義 ○ ◎ ○ （単位認定科目）
福祉キャリア講座　＊ 選択 3 通年 2 演習 ○ ◎ ○ （単位認定科目）

専
門
基
幹
科
目

高齢者福祉論Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎

必修
60 単位

選択
（任意）

高齢者福祉論Ⅱ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ◎ ○
障害者福祉論Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎
障害者福祉論Ⅱ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ○ ◎
公的扶助論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎
公的扶助論詳説 選択 2 後期 2 講義 ○ ◎
医学概論　※ 3 必修 2 前期 2 講義 ● ● ◎
児童・家庭福祉論 必修 1 後期 2 講義 ● ◎
児童・家庭福祉論詳説 選択 2 後期 2 講義 ◎
社会保障論Ⅰ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ◎
社会保障論Ⅱ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅰ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅱ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎
保健医療サービス論 必修 2 後期 2 講義 ● ◎ ○

※ 1	 「介士」：介護福祉士受験資格、「社士」：社会福祉士受験資格、「主事」：社会福祉主事任用資格、
	 「児童」：児童指導員任用資格、「ピア」：ピアヘルパー受験資格、「アク」：アクティビティ・ワーカー
※ 2	 ○：課程修了時の資質・能力の該当項目と関わる。
	 ◎：課程修了時の資質・能力の該当項目と大きく関わる。
※ 3	 社会福祉士（受験資格）指定科目「心理学」「社会学」「医学概論」のうち 1 科目以上を修得すること。
＊　　開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
介
士
社
士
主
事
児
童
ピ
ア
ア
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
基
幹
科
目

地域福祉の理論と方法Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○

（前頁から
続く）

地域福祉の理論と方法Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○
福祉行財政と福祉計画 必修 3 後期 2 講義 ● ◎ ◎ ○
福祉サービスの組織と経営 必修 3 後期 2 講義 ● ○ ○ ◎ ○
社会調査法 必修 2 前期 2 講義 ● ◎ ○
権利擁護と成年後見制度　 ※ 4 必修 3 後期 2 講義 ● ● ○ ○ ◎ ○ ○
司法福祉論　※ 4 選択 3 前期 2 講義 ● ○ ○ ◎
就労支援　※ 4 選択 3 前期 1 講義 ● ○ ◎ ◎
ソーシャルワーク総論Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワーク総論Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○
ソーシャルワークⅠ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅡ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅢ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
ソーシャルワークⅣ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅰ 必修 2 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク演習Ⅲ 必修 4 前期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 必修 2 後期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○ ○
ソーシャルワーク実習 必修 3 集中 4 実習 ● ◎ ○ ○ ○

専
門
発
展
科
目

ゼミナールⅠ 必修 3 通年 2 演習 ○ ○ ○ ◎

必修
68 単位

選択
（任意）

ゼミナールⅡ 必修 4 通年 2 演習 ○ ○ ○ ◎
卒業研究 選択 4 ― 4 ― ○ ○ ○ ◎
介護福祉論Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ○ ○ ◎
介護福祉論Ⅱ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ○ ○ ◎ ○
暮らしと生活環境 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
コミュニケーション技術Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ○ ○
コミュニケーション技術Ⅱ 必修 1 後期 1 演習 ● ● ◎ ○ ○
生きがい活動論 必修 3 前期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
リハビリテーション論 必修 3 前期 2 講義 ● ◎ ○
ケアマネジメント論 必修 4 前期 2 講義 ● ○ ○ ○ ◎
生活支援技術Ⅰ　＊ 必修 1 後期 2 演習 ● ● ○ ○ ◎ ○
生活支援技術Ⅱ　＊ 必修 2 前期 2 演習 ● ● ○ ○ ◎ ○
生活支援技術Ⅲ　＊ 必修 1 後期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
生活支援技術Ⅳ　＊ 必修 2 前期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
生活支援技術Ⅴ 必修 2 通年 2 演習 ● ● ○ ◎ ○
生活支援技術Ⅵ 必修 3 通年 2 演習 ● ○ ◎ ○
医療的ケアⅠ 必修 2 通年 4 講義 ● ○ ◎ ○
医療的ケアⅡ 必修 3 前期 2 講義 ● ○ ◎ ○
介護過程Ⅰ　＊ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ○ ○ ○ ◎
介護過程Ⅱ 必修 2 後期 1 演習 ● ● ○ ○ ◎ ○
介護過程Ⅲ 必修 3 前期 1 演習 ● ● ○ ◎
介護過程Ⅳ 必修 3 後期 1 演習 ● ● ◎ ○
介護過程Ⅴ 必修 4 前期 1 演習 ● ● ◎ ○
生活福祉論 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ○
老年心理学 必修 3 前期 2 講義 ● ◎ ○
介護総合演習Ⅰ　＊ 必修 1 後期 1 演習 ● ● ○ ○ ◎
介護総合演習Ⅱ 必修 2 前期 1 演習 ● ● ○ ◎
介護総合演習Ⅲ 必修 2 後期 1 演習 ● ● ○ ◎
介護総合演習Ⅳ 必修 3 後期 1 演習 ● ● ○ ◎
精神保健 必修 2 前期 2 講義 ● ◎ ○

※ 4　社会福祉士（受験資格）指定科目「権利擁護と成年後見制度」「司法福祉論」「就労支援」のうち 1 科目以上を修得すること。
＊	 開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
介
士
社
士
主
事
児
童
ピ
ア
ア
ク 1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
発
展
科
目

認知症ケア論 必修 2 後期 2 講義 ● ○ ◎ ○

（前頁から
続く）

身体構造と機能Ⅰ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
身体構造と機能Ⅱ 必修 2 後期 2 講義 ● ◎ ○
身体構造と機能Ⅲ 必修 3 前期 2 講義 ● ◎ ○
介護実習Ⅰ− 1　＊ 必修 1 集中 1 実習 ● ● ○ ○ ○ ○ ◎
介護実習Ⅰ− 2 必修 2 集中 2 実習 ● ● ○ ○ ○ ○ ◎
介護実習Ⅱ− 1 必修 2 集中 3 実習 ● ● ○ ○ ○ ○ ◎
介護実習Ⅱ− 2 必修 3 集中 4 実習 ● ● ○ ○ ○ ○ ◎

＊	 開講せず
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課
程
修
了
時
の

資
質
・
能
力

N
O
.1

人
間
理
解
を
基
礎
と

し
て
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
主
体
的

に
学
ぶ
姿
勢

N
O
.2

汎
用
的
な
知
識
・
技

能
を
習
得
し
活
用
す

る
能
力

N
O
.3

生
活
問
題
の
解
決
に

向
け
た
相
談
援
助
を

実
践
す
る
能
力

N
O
.4

個
人
の
尊
厳
を
重
視

し
支
援
す
る
能
力

N
O
.5

共
感
性
を
も
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
能
力

N
O
.6

社
会
福
祉
の
知
識
、

技
能
を
チ
ー
ム
の
中

で
活
用
す
る
能
力

N
O
.8

利
用
者
の
状
況
に
応

じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
能
力

基
礎
演
習

日
本
文
化
体
験

日
本
語
表
現
法
Ⅰ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

福
祉
キ
ャ
リ
ア
講
座

社
会
福
祉
総
合
講
座

福
祉
マ
イ
ン
ド
実
践
講
座

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ

実
用
英
語

中
国
語

韓
国
語

美
術
概
論

経
済
学

政
治
学

数
学
入
門

環
境
科
学

生
活
科
学

現
代
情
報
学

球
技
ス
ポ
ー
ツ

スポ
ーツ

・コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ス
キ
ー
･ス
ポ
ー
ツ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学

公
務
員
概
論

社
会
学

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法
Ⅱ

地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法
Ⅰ

医
学
概
論

高
齢
者
福
祉
論
Ⅱ

社
会
保
障
論
Ⅰ

社
会
保
障
論
Ⅱ

社
会
福
祉
学
総
論
Ⅰ

社
会
福
祉
学
総
論
Ⅱ

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
論

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅳ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
Ⅱ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
Ⅰ

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

老
年
心
理
学

社
会
調
査
法

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅲ

生
命
科
学

高
齢
者
福
祉
論
Ⅰ

公
的
扶
助
論

障
害
者
福
祉
論
Ⅰ

児
童
・
家
庭
福
祉
論
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅱ

人
間
と
性

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

発
達
心
理
学

司
法
福
祉
論

就
労
支
援

公
的
扶
助
論

精
神
保
健

認
知
症
ケ
ア
論

海
外
研
修
（
福
祉
）

介
護
総
合
演
習
Ⅳ

公
的
扶
助
論
詳
説

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

人
間
と
性

児
童
・
家
庭
福
祉
論
詳
説

身
体
構
造
と
機
能
Ⅱ

身
体
構
造
と
機
能
Ⅲ

医
療
的
ケ
ア
Ⅱ

倫
理
学

授
業
科
目
名

１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

前
期

前
期

前
期

後
期

後
期

後
期

後
期

生
活
福
祉
工
学
Ⅰ

日
本
語
表
現
法
Ⅱ

民
族
と
国
家

世
界
史

日
本
語
表
現
法
Ⅱ

N
O
.7

介
護
の
知
識
、
技
術

を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
用
す
る
能
力

法
学

日
本
国
憲
法

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術Ⅰ

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術
Ⅱ

障
害
者
福
祉
論
Ⅰ

介
護
福
祉
論
Ⅰ

生
活
福
祉
論

障
害
者
福
祉
論
Ⅱ

暮
ら
し
と
生
活
環
境

生
活
支
援
技
術
Ⅰ

生
活
支
援
技
術
Ⅲ

身
体
構
造
と
機
能
Ⅰ

生
活
支
援
技
術
Ⅱ

生
活
支
援
技
術
Ⅳ

生
き
が
い
活
動
論

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

介
護
実
習
Ⅱ
－
２

生
活
支
援
技
術
Ⅴ

生
活
支
援
技
術
Ⅵ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

卒
業
研
究

介
護
過
程
Ⅲ

介
護
過
程
Ⅰ

介
護
総
合
演
習
Ⅰ

介
護
総
合
演
習
Ⅱ

介
護
実
習
Ⅰ
－
２

介
護
総
合
演
習
Ⅲ

介
護
実
習
Ⅱ
－
１

介
護
過
程
Ⅰ

介
護
過
程
Ⅱ

介
護
福
祉
論
Ⅰ

介
護
福
祉
論
Ⅱ

介
護
実
習
Ⅰ
－
１

介
護
過
程
Ⅳ

介
護
過
程
Ⅴ

介
護
過
程
Ⅲ

介
護
過
程
Ⅴ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

医
療
的
ケ
ア
Ⅰ

臨
床
心
理
学
実
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習

社
会
福
祉
学
科
 介
護
福
祉
専
攻
 カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
（
20
14
～
20
18
年
度
入
学
生
対
象
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）（
授
業
科
目
間
の
つ
な
が
り
と
履
修
の
順
序
な
ど
を
示
し
た
図
表
）
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⑴　心理福祉学科の概要

　地域社会、学校等における様々な福祉問題や支援のニーズに取り組んでいくためには、地域の福祉機関や関係者との連

携ができ、心理学的スキルを兼ね備えた社会福祉の専門職としての素養を持った人材が求められる。このことを踏まえ、

心理福祉学科では、地域における支援の体制を構築していくにあたり、その核となる「社会福祉の専門性」と「心理の専

門性」を身につけ、その強みを活かして幅広い福祉・教育分野に貢献できる人材を育成する。

　本学科のカリキュラムは以下に示す教育課程編成方針に基づき、福祉学と心理学に関する多様な科目配置になっている。

　⒈　社会福祉の理念を基盤とし、心理学の専門性を兼ね備えた人材の育成

　⒉　カウンセリングスキルの修得

　⒊　職場のよりよい人間関係の構築

　⒋　社会福祉学と心理学を活かした特別支援教育

　⒌　豊かな人間性の涵養

　⒍　福祉マインドに基づく人間福祉の総合化

　1・2 年次のカリキュラムには、学生全員が社会福祉と心理学の基礎知識を修得するための科目が配置されている。高齢

者や障害者のこころのケアはもとより、こころの支援を必要としているあらゆる人々の相談に対応するために、カウンセ

リングの理論や技術を修得する。3・4 年次には、1・2 年次の学びを活かして、福祉現場や教育現場での実践教育が実施さ

れる。また、心理学領域においてより高度な専門職の土台となる認定心理士の資格取得をめざした科目が配置されている。

教育領域では、中学（社会）、高校（公民・福祉）、特別支援学校の教員免許取得が可能な教職課程が設置され、心理と福

祉の専門性を身につけた教師の養成を目指す。

　4 年間の学びにおいて、福祉マインドに基づく福祉現場や教育現場での実践および大学における研究を通じて、人間福

祉全般に精通するための社会福祉の専門性と心理の専門性を身につける。

⑵　卒業に必要な単位数と授業科目	

科目区分 履修区分 単位数

教養基礎科目
必　修 	 7	単位
選　択 	16	単位以上
小　計 	23	単位以上

専門基礎科目
必　修 	 8	単位
選　択 	10	単位以上
小　計 	18	単位以上

専門基幹科目
必　修 	55	単位
選　択 任意
小　計 	55	単位以上

専門発展科目
必　修 	 2	単位
選　択 	18	単位以上
小　計 	20	単位以上

専門基幹科目
又は

専門発展科目

選　択 	 8	単位以上
小　計 	 8	単位以上

合　　計 	124	単位以上

心理福祉学科
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心理福祉学科 開設授業科目
（カリキュラム・マップ：卒業認定・学位授与方針に基づく「課程修了時の資質・能力」と各授業科目との関係を表す）

区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格※ 1 「課程修了時の資質・能力」
との関わり※ 2

備考
社
士
認
心
中
社
高
公
高
福
特
支
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク1 2 3 4 5 6 7 8

教
養
基
礎
科
目

人
文
科
学

宗教学 選択 1 後期 2 講義 ● ● ◎
倫理学 選択 1 前期 2 講義 ● ● ◎

必修
7 単位

選択
16 単位

以上

心理学　※ 3 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ○
美術概論 選択 1 後期 2 講義 ◎
日本文化体験 選択 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅰ 必修 1 通年 2 演習 ◎
日本語表現法Ⅱ 選択 2 前・後 1 演習 ◎

社
会
科
学

社会学　※ 3 選択 1 前期 2 講義 ● ● ● ● ● ◎ ○
法学 選択 1 前期 2 講義 ● ● ○
政治学 選択 1 後期 2 講義 ● ● ◎
経済学 選択 1 前期 2 講義 ● ● ◎
日本史 選択 1 後期 2 講義 ● ◎
世界史 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
地理学 選択 2 前期 2 講義 ● ◎

自
然
科
学

数学入門 選択 1 前期 2 講義 ◎
現代情報学　＊ 選択 1 後期 2 講義 ◎ ○
コンピュータ・リテラシー 必修 1 通年 2 演習 ● ● ● ◎ ○
環境科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生命科学 選択 1 後期 2 講義 ◎
生活科学 選択 1 前期 2 講義 ◎
生活福祉工学Ⅰ 選択 1 後期 2 講義 ○

外
国
語

英語コミュニケーション 選択 1 通年 2 演習 ● ● ● ◎ ○
実用英語 選択 1 通年 2 演習 ● ● ● ◎ ○
中国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○
韓国語 選択 1 通年 2 演習 ◎ ○

ス
ポ
ー
ツ

球技スポーツ 選択 1 前期 1 実技 ● ● ● ◎
スポーツ・コミュニケーション 選択 1 前期 1 実技 ● ● ● ◎ ○
アドベンチャー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ● ● ◎
スキー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ● ● ◎
スノーボード・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ● ● ◎

基
礎基礎演習　＊ 必修 1 前期 1 演習 ◎

教
育
交
流

社会福祉入門 選択 1 集中 1 演習 ◎ ○ （単位認定科目）

専
門
基
礎
科
目

福祉マインド実践講座 必修 1 通年 2 演習 ● ● ● ◎ ○ ○

必修
8 単位

選択
10 単位

以上

日本国憲法 選択 1 後期 2 講義 ● ● ● ○
家族社会学 選択 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
民族と国家 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
カウンセリング 必修 2 前期 2 講義 ● ● ○ ◎
教育相談 選択 2 後期 2 講義 ● ● ● ● ◎
発達心理学 必修 1 後期 2 講義 ● ● ● ● ● ● ◎ ○ ○
臨床心理学実習 必修 2 前期 2 講義 ● ● ◎
児童心理学 選択 1 後期 2 講義 ● ◎
教育心理学 選択 1 後期 2 講義 ● ● ● ● ● ◎ ○ ○
教育社会学 選択 2 前期 2 講義 ● ● ● ● ◎ ◎
精神保健学 選択 3 通年 4 講義 ● ○
障害児教育論 選択 2 前期 2 講義 ● ○
社会福祉情報論 選択 2 前期 2 講義 ○ ○
簿記論 選択 1 後期 2 講義 ◎
介護福祉論 選択 3 前期 1 講義 ● ◎ ◎
介護技術 選択 3 後期 1 演習 ● ◎ ◎
人体の機能と日常生活 選択 2 後期 2 講義 ● ○
加齢・障害の理解 選択 2 前期 2 講義 ● ○
海外研修（福祉） 選択 1 集中 2 演習 ◎ 隔年開講（2022 年度開講）
社会福祉総合講座 選択 4 通年 4 講義 ○ ◎ ◎ （単位認定科目）
福祉キャリア講座　＊ 選択 3 通年 2 演習 ○ ◎ ◎ （単位認定科目）
教職総合講座Ⅰ 選択 3 通年 2 講義 ◎ （単位認定科目）
教職総合講座Ⅱ 選択 4 通年 2 講義 ◎ （単位認定科目）

※ 1	 「社士」：社会福祉士受験資格、「認心」：認定心理士、「中社」：中学校教諭一種免許（社会）、「高公」：高等学校教諭一種免許（公民）、
　　　「高福」：高等学校教諭一種免許（福祉）、「特支」：特別支援学校教諭一種免許、「主事」：社会福祉主事任用資格、「児童」：児童指導員任用資格、　
　　　「ピア」：ピアヘルパー受験資格、「スク」：スクールソーシャルワーク教育課程修了者
※ 2	 ○：課程修了時の資質・能力の該当項目と関わる。

◎：課程修了時の資質・能力の該当項目と大きく関わる。
※ 3	 社会福祉士（受験資格）指定科目「心理学」「社会学」「医学概論」のうち 1 科目以上を修得すること。
＊	 開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
社
士
認
心
中
社
高
公
高
福
特
支
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
基
幹
科
目

高齢者福祉論Ⅰ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎

必修
55 単位

選択
（任意）

「専門基幹科目」
又は

「専門発展科目」
の選択科目から
8 単位以上選択

高齢者福祉論Ⅱ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ◎
障害者福祉論 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎
障害者福祉論詳説 選択 2 前期 2 講義 ● ○
公的扶助論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎
公的扶助論詳説 選択 2 後期 2 講義 ○
医学概論　※ 3 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
児童・家庭福祉論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ● ◎
児童・家庭福祉論詳説 選択 2 後期 2 講義 ● ● ◎
社会保障論Ⅰ 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ● ◎
社会保障論Ⅱ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅰ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ● ◎
社会福祉学総論Ⅱ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ● ◎
保健医療サービス論 必修 2 後期 2 講義 ● ◎
地域福祉の理論と方法Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
地域福祉の理論と方法Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎ ○
福祉行財政と福祉計画 必修 3 後期 2 講義 ● ○ ◎
福祉サービスの組織と経営 必修 3 後期 2 講義 ● ○ ◎
社会調査法　 必修 2 前期 2 講義 ● ● ● ◎
権利擁護と成年後見制度　※ 4 選択 3 後期 2 講義 ● ○ ○
司法福祉論　※ 4 選択 3 前期 2 講義 ● ○ ○
就労支援　※ 4 必修 3 前期 1 講義 ● ● ○ ◎
ソーシャルワーク総論Ⅰ 必修 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ◎
ソーシャルワーク総論Ⅱ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎
ソーシャルワークⅠ 必修 1 前期 2 講義 ● ● ● ◎ ◎
ソーシャルワークⅡ 必修 1 後期 2 講義 ● ● ● ◎ ◎
ソーシャルワークⅢ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎
ソーシャルワークⅣ 必修 3 後期 2 講義 ● ● ◎ ◎
ソーシャルワーク演習Ⅰ 必修 2 通年 2 演習 ● ● ◎ ○
ソーシャルワーク演習Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● ● ◎ ○
ソーシャルワーク演習Ⅲ 必修 4 前期 1 演習 ● ● ◎ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 必修 2 後期 1 演習 ● ● ◎ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 必修 3 通年 2 演習 ● ● ◎ ○
ソーシャルワーク実習 必修 3 集中 4 実習 ● ● ◎ ○

専
門
発
展
科
目

専門演習 必修 3 通年 2 演習 ◎

必修
2 単位

選択
18 単位

以上
+

「専門基幹科目」
又は

「専門発展科目」
の選択科目から
8 単位以上選択

卒業研究 選択 4 ― 4 ― ○
心理検査法実習 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
臨床心理学 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
心理学基礎実験 選択 4 通年 2 演習 ● ◎
人格心理学 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
グループダイナミックス 選択 3 後期 2 講義 ● ◎
心理学研究法 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
学習心理学 選択 2 後期 2 講義 ● ● ● ● ● ◎ ○ ○
組織心理学 選択 3 後期 2 講義 ● ◎
児童臨床心理学 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
教育心理学研究法 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
認知心理学 選択 3 後期 2 講義 ● ◎
精神保健　＊ 選択 3 後期 2 講義 ◎
心理統計法 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
心理療法 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
産業カウンセリング　＊ 選択 3 後期 2 講義 ◎
国際福祉論　※ 5　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ● ○
国際関係論　※ 5 選択 3 前期 2 講義 ● ● ○
教育原理 選択 2 前期 2 講義 ● ● ● ◎
教育方法と技術 選択 3 通年 2 演習 ● ● ● ◎
知的障害者の心理 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
知的障害者の生理・病理 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
肢体不自由者の心理 選択 2 後期 2 講義 ● ◎

※ 4	 社会福祉士（受験資格）指定科目「権利擁護と成年後見制度」「司法福祉論」「就労支援」のうち 1 科目以上を修得すること。
※ 5	 「中社」：任意選択。「高公」：「国際福祉論」または「国際関係論」のうちどちらか 1 科目選択すること。
＊	 開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
社
士
認
心
中
社
高
公
高
福
特
支
主
事
児
童
ピ
ア
ス
ク1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
発
展
科
目

肢体不自由者の生理・病理 選択 2 後期 2 講義 ● ◎

（前頁から
続く）

知的障害児教育Ⅰ 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
知的障害児教育Ⅱ 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
肢体不自由児教育Ⅰ 選択 2 前期 2 講義 ● ◎
肢体不自由児教育Ⅱ 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
障害児の心理・生理・病理 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
病弱教育論 選択 3 前期 1 講義 ● ◎
視覚障害者指導法 選択 3 後期 1 講義 ● ◎
聴覚障害者指導法 選択 3 後期 1 講義 ● ◎
LD・ADHD 等教育総論 選択 2 前期 1 講義 ● ◎
重複障害者教育指導法 選択 3 後期 1 講義 ● ◎
スクールソーシャルワーク論 選択 4 前期 2 講義 ● ○ ○ ○
スクールソーシャルワーク演習 選択 4 前期 1 演習 ● ○ ○
スクールソーシャルワーク実習指導 選択 4 前期 1 演習 ● ○ ○
スクールソーシャルワーク実習 選択 4 集中 2 実習 ● ○ ○

卒
業
要
件
外
の
教
職
科
目

道徳教育の指導法　＊ 選択 2 後期 2 講義 ● ◎
教職概論 選択 3 前期 2 講義 ● ● ● ◎
社会科教育法Ⅰ　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
社会科教育法Ⅱ　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
教育課程論 選択 3 後期 2 講義 ● ● ● ◎
特別活動の指導法　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ● ● ◎
生徒指導論　＊ 選択 3 後期 2 講義 ● ● ● ◎
公民科教育法Ⅰ　＊ 選択 3 後期 2 講義 　 ● ◎
公民科教育法Ⅱ　＊ 選択 3 後期 2 講義 ● ◎
福祉科教育法Ⅰ　＊ 選択 3 前期 2 講義 ● ◎
福祉科教育法Ⅱ　＊ 選択 3 後期 2 講義 　 ● ◎
教職実践演習（中・高） 選択 4 後期 2 演習 ● ● ● ◎
教育実習指導 選択 4 通年 1 演習 ● ● ● ◎
教育実習Ⅰ 選択 4 集中 2 実習 ● ● ● ◎
教育実習Ⅱ 選択 4 集中 2 実習 ● ◎
特別支援教育実習指導 選択 4 前期 1 演習 ● ◎
特別支援教育実習 選択 4 集中 2 実習 ● ◎

＊　　開講せず
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【心理福祉学科　教職課程】

教科に関する科目

科　目　名 科目
区分

年次
（以上） 開講期 単位 中学校

（社会）
高等学校

（公民）
高等学校

（福祉）
※特別支援
（知的障害者・
肢体不自由者）

備　考

心理学 教養基礎 1 前期 2 ●

宗教学 教養基礎 1 後期 2 ● ●

倫理学 教養基礎 1 前期 2 ● ●

社会学 教養基礎 1 前期 2 ● ●

法学 教養基礎 1 前期 2 ● ●

政治学 教養基礎 1 後期 2 ● ●

経済学 教養基礎 1 前期 2 ● ●

日本史 教養基礎 1 後期 2 ●

地理学 教養基礎 2 前期 2 ●

世界史 教養基礎 2 前期 2 ●

家族社会学 専門基礎 2 後期 2 ● ●

民族と国家 専門基礎 2 前期 2 ●

介護福祉論 専門基礎 3 前期 1 ●

介護技術 専門基礎 3 後期 1 ●

人体の機能と日常生活 専門基礎 2 後期 2 ●

加齢・障害の理解 専門基礎 2 前期 2 ●

ソーシャルワークⅠ 専門基幹 1 前期 2 ●

ソーシャルワークⅡ 専門基幹 1 後期 2 ●

高齢者福祉論Ⅰ 専門基幹 1 前期 2 ●

障害者福祉論 専門基幹 1 前期 2 ●

児童・家庭福祉論 専門基幹 1 後期 2 ●

社会保障論Ⅰ 専門基幹 2 前期 2 ● ●

社会保障論Ⅱ 専門基幹 2 後期 2 ● ●

社会調査法 専門基幹 2 前期 2 ● ●

社会福祉学総論Ⅰ 専門基幹 2 後期 2 ●

高齢者福祉論Ⅱ 専門基幹 2 前期 2 ●

障害者福祉論詳説 専門基幹 2 前期 2 ●
（選択）

児童・家庭福祉論詳説 専門基幹 2 後期 2 ●
（選択）

ソーシャルワーク演習Ⅰ 専門基幹 2 通年 2 ●

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 専門基幹 2 後期 1 ●

社会福祉学総論Ⅱ 専門基幹 3 前期 2 ●

就労支援 専門基幹 3 前期 1 ●

ソーシャルワーク演習Ⅱ 専門基幹 3 通年 2 ●

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 専門基幹 3 通年 2 ●

ソーシャルワーク実習 専門基幹 3 集中 4 ●
ソーシャルワーク演習Ⅲ 専門基幹 4 前期 1 ●
国際福祉論 専門発展 3 前期 2 ● ● （社会）は任意選択

（公民）はどちらか 1 科目選択国際関係論 専門発展 3 前期 2 ● ●
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教職に関する科目

科　目　名 科目
区分

年次
（以上） 開講期 単位 中学校

（社会）
高等学校

（公民）
高等学校

（福祉）
※特別支援
（知的障害者・
肢体不自由者）

備　考

発達心理学 専門基礎 1 後期 2 ● ● ●

教育相談 専門基礎 2 後期 2 ● ● ●

教育心理学 専門基礎 1 後期 2 ● ● ●

教育社会学 専門基礎 2 前期 2 ● ● ●

学習心理学 専門発展 2 後期 2 ● ● ●

教育原理 専門発展 2 前期 2 ● ● ●

教育方法と技術 専門発展 3 通年 2 ● ● ●

道徳教育の指導法 卒業要件外
の教職科目 2 後期 2 ●

教職概論 卒業要件外
の教職科目 3 前期 2 ● ● ●

社会科教育法Ⅰ 卒業要件外
の教職科目 3 前期 2 ●

社会科教育法Ⅱ 卒業要件外
の教職科目 3 前期 2 ●

教育課程論 卒業要件外
の教職科目 3 後期 2 ● ● ●

特別活動の指導法 卒業要件外
の教職科目 3 前期 2 ● ● ●

生徒指導論 卒業要件外
の教職科目 3 後期 2 ● ● ●

公民科教育法Ⅰ 卒業要件外
の教職科目 3 後期 2 ●

公民科教育法Ⅱ 卒業要件外
の教職科目 3 後期 2 ●

福祉科教育法Ⅰ 卒業要件外
の教職科目 3 前期 2 ●

福祉科教育法Ⅱ 卒業要件外
の教職科目 3 後期 2 ●

教職実践演習（中・高） 卒業要件外
の教職科目 4 後期 2 ● ● ●

教育実習指導 卒業要件外
の教職科目 4 通年 1 ● ● ●

教育実習Ⅰ 卒業要件外
の教職科目 4 集中 2 ● ● ●

教育実習Ⅱ 卒業要件外
の教職科目 4 集中 2 ●

教科又は教職に関する科目

科　目　名 科目
区分

年次
（以上） 開講期 単位 中学校

（社会）
高等学校

（公民）
高等学校

（福祉）
※特別支援
（知的障害者・
肢体不自由者）

備　考

福祉マインド実践講座 専門基礎 1 通年 2 ● ● ●
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特別支援教育に関する科目

科　目　名 科目
区分

年次
（以上） 開講期 単位 中学校

（社会）
高等学校

（公民）
高等学校

（福祉）
※特別支援
（知的障害者・
肢体不自由者）

備　考

障害児教育論 専門基礎 2 前期 2 ●

知的障害児教育Ⅰ 専門発展 2 前期 2 ●

肢体不自由児教育Ⅰ 専門発展 2 前期 2 ●

知的障害者の心理 専門発展 2 後期 2 ●

知的障害者の生理・病理 専門発展 2 後期 2 ●

肢体不自由者の心理 専門発展 2 後期 2 ●

肢体不自由者の生理・病理 専門発展 2 後期 2 ●

知的障害児教育Ⅱ 専門発展 2 後期 2 ●

肢体不自由児教育Ⅱ 専門発展 2 後期 2 ●

LD・ADHD 等教育総論 専門発展 2 前期 1 ●

病弱教育論 専門発展 3 前期 1 ●

視覚障害者指導法 専門発展 3 後期 1 ●

聴覚障害者指導法 専門発展 3 後期 1 ●

重複障害者教育指導法 専門発展 3 後期 1 ●

障害児の心理・生理・病理 専門発展 3 前期 2 ●

特別支援教育実習指導 卒業要件外
の教職科目 4 前期 1 ●

特別支援教育実習 卒業要件外
の教職科目 4 集中 2 ●

その他文部科学省令に定める科目（教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目）

科　目　名 科目
区分

年次
（以上） 開講期 単位 中学校

（社会）
高等学校

（公民）
高等学校

（福祉）
※特別支援
（知的障害者・
肢体不自由者）

備　考

日本国憲法 専門基礎 1 後期 2 ● ● ●

コンピュータ・リテラシー 教養基礎 1 通年 2 ● ● ●

英語コミュニケーション 教養基礎 1 通年 2 ● ● ● 「英語コミュニケーション」
「実用英語」のうち、
1 科目選択必修実用英語 教養基礎 1 通年 2 ● ● ●

球技スポーツ 教養基礎 1 前期 1 ● ● ●

5 科目より
2 科目選択必修

スポーツ・コミュニケーション 教養基礎 1 前期 1 ● ● ●

アドベンチャー・スポーツ 教養基礎 1 集中 1 ● ● ●

スキー・スポーツ 教養基礎 1 集中 1 ● ● ●

スノーボード・スポーツ 教養基礎 1 集中 1 ● ● ●

※特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）の取得を目指す場合は、中学校教諭一種免許状（社会）、高等学

校教諭一種免許状（公民）、高等学校教諭一種免許状（福祉）のいずれかの免許取得に関する科目に加え、特別支援学校教諭

一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）取得に係る科目の履修が必要となる。
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⑶　専門演習

　学科専任教員による少人数クラスで、専門的な指導を受けることにより、自らの関心に沿った研究・学習を深めること

を目的とする。

　心理、福祉、教育等で関心を深めたい分野の学習を進め、発表や議論を重ねて、卒業研究に集大成することを望む。

⑷　卒業研究

　大学教育では、自らの問題意識に基づき主体的に真理を究めて行くことが求められている。学びの過程で気付いた問題

を専門的に探求していくことの場として卒業研究が設定されている。

　専門演習担当の教員を中心として、どのような方法で、文献、資料、データ収集をし、分析を進めていくのか、論理的

な論文としていくのか等の指導を受けながら卒業研究を完成させる。
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⑴　卒業に必要な単位数と授業科目	

科目区分 履修区分 単位数

教養基礎科目
必　　修  	14	単位
選　　択 	10	単位以上
小　　計 	24	単位以上

専門基礎科目
必　　修 	17	単位
選　　択 任意
小　　計 	17	単位以上

専門基幹科目
必　　修 	47	単位
選　　択 任意
小　　計 	47	単位以上

専門発展科目

必　　修 	17	単位
選択必修 	 3	単位
選　　択 	 6	単位以上
小　　計 	26	単位以上

専門基礎科目
又は

専門基幹科目

選　　択 	10	単位以上
小　　計 	10	単位以上

合　　計 	124	単位以上

子ども未来学科
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子ども未来学科 開設授業科目
（カリキュラム・マップ：卒業認定・学位授与方針に基づく「課程修了時の資質・能力」と各授業科目との関係を表す）

区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格※ 1 「課程修了時の資質・能力」
との関わり※ 2

備考
保
士
幼
教
主
事
児
童
認
心
ピ
ア
ジ
ュ
ニ

キ
ャ
ン

1 2 3 4 5 6 7 8

教
養
基
礎
科
目

人
文
科
学

心理学 必修 1 前期 2　 講義 ● ● ● ● ○ ◎ ○

必修
14 単位

選択
10 単位

以上

日本語表現法Ⅰ 必修 1 通年 2　 演習 ● ◎
日本語表現法Ⅱ 選択 2 前期 1　 演習 ◎
日本語表現法Ⅲ 選択 3 後期 1　 演習 ◎
日本文化体験 選択 1 通年 2　 演習 ◎
倫理学 選択 1 前期 2　 講義 ◎ ○
美術概論 選択 1 後期 2　 講義 ○

社
会
科
学

日本国憲法 必修 1 前期 2　 講義 ● ● ◎ ○
経済学 選択 1 前期 2　 講義 ◎
世界史 選択 1 前期 2　 講義 ◎
政治学 選択 1 後期 2　 講義 ◎

自
然
科
学

コンピュータ・リテラシー 必修 1 通年 2　 演習 ● ● ◎ ○ ○
人間と環境 選択 1 前期 2　 講義 ◎
数学入門 選択 1 前期 2　 講義 ◎
生命科学 選択 1 後期 2　 講義 ◎

外
国
語

英語 必修 1 通年 2　 演習 ● ● ◎
英語コミュニケーション 選択 2 通年 2　 演習 ◎ 
韓国語 選択 1 通年 2　 演習 ◎
中国語 選択 1 通年 2　 演習 ◎
実用英語 選択 3 通年 2　 演習 ◎

ス
ポ
ー
ツ

スポーツⅠ 必修 1 通年 2 演習 ● ● ● ◎ ○
スポーツⅡ 選択 2 通年 2 演習 ◎ ○
アドベンチャー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ◎ ○
スキー・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ◎
スノーボード・スポーツ 選択 1 集中 1 実技 ● ◎

基
礎基礎演習 必修 1 通年 2 演習 ◎ ○ ○

教
育
交
流

社会福祉入門 選択 1 集中 1 演習 ◎ ○ （単位認定科目）

専
門
基
礎
科
目

保育原理 必修 1 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○ ○ ○

必修
17 単位

選択
（任意）

「専門基礎科目」
又は

「専門基幹科目」
の選択科目から
10 単位以上選択

社会福祉概論 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ○
教育の原理 必修 1 前期 2 講義 ● ● ◎ ○ ○
児童家庭福祉論 必修 1 後期 2 講義 ● ● ◎ ○ ○
発達心理学 必修 1 後期 2 講義 ● ● ● ● ◎ ○
相談援助 必修 2 前期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○ ○
社会的養護 必修 2 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○
教職概論 必修 2 前期 2 講義 ● ● ○ ◎ ○ ◎ ○
教育行政学 必修 3 後期 2 講義 ● ◎ ○
教育心理学 選択 2 前期 2 講義 ● ● ◎ ○
乳幼児発達心理学 選択 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
幼児教育史 選択 3 前期 2 講義 ● ◎ ○

専
門
基
幹
科
目

保育マインド実践講座 必修 1 通年 2 演習 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

必修
47 単位

選択
（任意）

「専門基礎科目」
又は

「専門基幹科目」
の選択科目から
10 単位以上選択

乳児保育 必修 1 通年 2 演習 ● ○ ◎ ○ ○
保育実践入門 必修 1 通年 1 演習 ● ◎ ○ ◎
子どもの保健Ⅰ 必修 2 通年 4 講義 ● ◎
子どもの食と栄養 必修 2 通年 2 演習 ● ◎ ○ ○
音楽 Ⅰ 必修 1 通年 2 演習 ● ● ◎
音楽 Ⅱ 選択 2 通年 2 演習 ● ● ◎
子どもと造形表現Ⅰ 必修 1 通年 2 演習 ● ● ◎ ◎
子どもと造形表現Ⅱ 選択 2 通年 2 演習 ● ● ◎ ◎
子どもと運動Ⅰ 必修 1 後期 1 演習 ● ● ◎
子どもと運動Ⅱ 選択 2 通年 2 演習 ● ● ● ● ◎ ○
子どもと運動Ⅲ 選択 2 通年 2 演習 ● ○ ◎
子どもと身体表現Ⅰ 必修 1 前期 1 演習 ● ● ◎
子どもと身体表現Ⅱ　＊ 選択 2 通年 2 演習 ● ● ◎
教育相談 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
保育心理学演習 必修 2 前期 1 演習 ● 　 ● ○ ◎
子どもの遊び 必修 1 後期 1 演習 ● ● ◎

※ 1	 「保士」: 保育士、「幼教」: 幼稚園教諭一種免許、「主事」: 社会福祉主事任用資格、「児童」: 児童指導員任用資格、「認心」: 認定心理士、
	 「ピア」: ピアヘルパー受験資格、「ジュニ」: ジュニアスポーツ指導員受験資格、「キャン」: 日本キャンプ協会キャンプインストラクター
※ 2	 ○ : 課程修了時の資質・能力の該当項目と関わる。
	 ◎ : 課程修了時の資質・能力の該当項目と大きく関わる。
＊	 開講せず



43

区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
保
士
幼
教
主
事
児
童
認
心
ピ
ア
ジ
ュ
ニ

キ
ャ
ン

1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
基
幹
科
目

子どもの保健Ⅱ 必修 2 後期 1 演習 ● ◎

（前頁から
続く）

保育内容（健康Ⅰ） 必修 2 後期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
保育内容（健康Ⅱ） 必修 3 前期 1 演習 ● ● ● ○ ◎
保育内容（人間関係Ⅰ） 必修 2 後期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○ ○ ○
保育内容（人間関係Ⅱ） 必修 3 前期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○ ○
保育内容（環境Ⅰ） 必修 2 前期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○ ○
保育内容（環境Ⅱ） 必修 3 後期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○ ○ ○
保育内容（言葉Ⅰ） 必修 2 前期 1 演習 ● ● ○ ○ ◎
保育内容（言葉Ⅱ） 必修 3 後期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
保育内容（表現Ⅰ） 必修 2 前期 1 演習 ● ● ○ ◎ ○
保育内容（表現Ⅱ） 必修 3 前期 1 演習 ● ● ○ ○ ◎ ○
児童文化Ⅰ 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
教育課程論 必修 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
社会的養護内容 必修 2 後期 1 演習 ● ◎ ○ ○ ○
家庭支援論 必修 3 前期 2 講義 ● ○ ○ ○ ○ ◎
保育方法の研究 必修 3 後期 2 講義 ● ○ ◎ ◎
障害児保育Ⅰ 必修 2 後期 1 演習 ● ○ ◎ ○
障害児保育Ⅱ 必修 3 前期 1 演習 ● ○ ◎ ○
ソーシャルワーク論 必修 3 後期 2 講義 ◎ ○ ○ ○
保育内容総論 必修 3 後期 1 演習 ● ● ◎ ○ ○ ○ ○ ○
保育相談支援 必修 3 後期 1 演習 ● ◎ ○ ○
国語Ⅰ（日本語と子ども） 選択 3 前期 2 講義 ● ◎ ○
国語Ⅱ（文学と子ども） 選択 3 後期 2 講義 ● ◎ ○
生活 選択 3 後期 2 講義 ● ◎ ○

専
門
発
展
科
目

保育所実習指導Ⅰ 必修 2･3 2 後 3 前 1 演習 ● ○ ◎ ◎ ○

（単位認定科目）

必修
17 単位

選択必修
3 単位

選択
6 単位
以上

保育所実習指導Ⅱ 選必 3･4 3 後 4 前 1 演習 ● ○ ◎ ◎ ○ ○
保育所実習Ⅰ 必修 2･3 集中 2 実習 ● ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
保育所実習Ⅱ 選必 3･4 集中 2 実習 ● ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
施設実習指導Ⅰ 必修 3 通年 1 演習 ● ○ ○ ◎ ○
施設実習指導Ⅱ 選必 3･4 3 後 4 前 1 演習 ● ○ ○ ◎ ○
施設実習Ⅰ 必修 3 集中 2 実習 ● ○ ○ ◎ ○ ○ ○
施設実習Ⅱ 選必 3･4 集中 2 実習 ● ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
海外研修（子ども） 選択 1 集中 2 演習 ○ ○ ○
専門演習 必修 3 通年 2 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
キャリア講座 必修 3 通年 1 演習 ◎
学習心理学 選択 4 後期 2 講義 ● ○ ◎
臨床心理学　＊ 選択 2 前期 2 講義 ● ◎ ○
児童臨床心理学　＊ 選択 2 前期 2 講義 ● ◎ ○ ○
児童心理学　＊ 選択 2 後期 2 講義 ● ◎ ○
臨床心理学実習　＊ 選択 2 後期 2 講義 ● ● ◎ ○
こども英語　＊ 選択 3 通年 4 講義 ○ ○
児童文化Ⅱ　＊ 選択 3 前期 2 講義 ○ ◎
心理検査法実習 選択 3 前期 2 講義 ● ○ ◎
人格心理学 選択 3 前期 2 講義 ● ○ ◎
子育て支援論　＊ 選択 3 後期 2 講義 ○ ◎ ○ ◎ ◎
精神保健　＊ 選択 3 後期 2 講義 ◎ ○
カウンセリング 選択 3 前期 2 講義 ● ● ◎ ○
幼稚園教育実習指導Ⅰ 必修 2 通年 1 演習 ● ○ ○ ◎ ○
幼稚園教育実習Ⅰ 必修 2 集中 1 実習 ● ○ ◎ ◎ ◎ ○
幼稚園教育実習指導Ⅱ 必修 4 通年 1 演習 ● ● ◎ ○ ◎ ○
幼稚園教育実習Ⅱ 必修 4 集中 3 実習 ● ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
保育・教職実践演習（幼稚園） 必修 4 後期 2 演習 ● ● ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
心理学基礎実験 選択 4 通年 2 演習 ● ◎
子育て支援実習・子育て支援実習指導 選択 4 通年 1 実習 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
保育インターンシップ 選択 4 集中 2 演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○（単位認定科目）
ジュニアスポーツ指導員養成講座 選択 4 集中 1 演習 ● ◎ （単位認定科目）

＊	 開講せず
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区分 授業科目名
（2014 年度以降入学生）

必修・
選択の別 学年 開講期 単位 授業形態

資　格 「課程修了時の資質・能力」
との関わり

備考
保
士
幼
教
主
事
児
童
認
心
ピ
ア
ジ
ュ
ニ

キ
ャ
ン

1 2 3 4 5 6 7 8

専
門
発
展
科
目

心理学研究法 選択 4 前期 2 講義 ● ◎

（前頁から
続く）

教育心理学研究法 選択 4 前期 2 講義 ● ◎
英米児童文学 選択 4 後期 2 講義 ○ ◎
組織心理学 選択 4 後期 2 講義 ● ○ ◎
グループダイナミックス 選択 4 後期 2 講義 ● ◎
認知心理学 選択 4 後期 2 講義 ● ◎ ○
卒業研究 選択 4 ― 4 ― ◎
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子
ど

も
未

来
学

科
　

20
14

〜
20

18
年

度
入

学
生

対
象

　
学

年
別

開
講

科
目

区 分
1

年
次

（
必

修
科

目
）

2
年

次
（

必
修

科
目

）
3

年
次

（
必

修
科

目
）

4
年

次
（

必
修

科
目

）
卒

業
要

件
単

位
数

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

教 養 基 礎

日
本

国
憲

法
②

14

心
理

学
② 日

本
語

表
現

法
Ⅰ

②
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
・

リ
テ

ラ
シ

ー
②

英
語

②
ス

ポ
ー

ツ
Ⅰ

 ②
基

礎
演

習
②

専 門 基 礎

社
会

福
祉

概
論

②
児

童
家

庭
福

祉
論

②
相

談
援

助
①

教
育

行
政

学
②

17
教

育
の

原
理

②
発

達
心

理
学

②
社

会
的

養
護

②
保

育
原

理
②

教
職

概
論

②

専 門 基 幹

保
育

マ
イ

ン
ド

実
践

講
座

②
子

ど
も

の
保

健
Ⅰ

④
家

庭
支

援
論

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
論

②

47

音
楽

Ⅰ
②

子
ど

も
の

食
と

栄
養

②
障

害
児

保
育

Ⅱ
①

保
育

方
法

の
研

究
②

子
ど

も
と

造
形

表
現

Ⅰ
②

保
育

心
理

学
演

習
①

子
ど

も
の

保
健

Ⅱ
①

保
育

内
容

（
健

康
Ⅱ

）
①

保
育

内
容

（
環

境
Ⅱ

）
①

乳
児

保
育

②
保

育
内

容
（

環
境

Ⅰ
）

①
児

童
文

化
Ⅰ

②
保育

内容
（人

間関
係Ⅱ

）①
保

育
内

容
（

言
葉

Ⅱ
）

①
保

育
実

践
入

門
①

保
育

内
容

（
言

葉
Ⅰ

）
①

教
育

課
程

論
②

保
育

内
容

（
表

現
Ⅱ

）
①

保
育

内
容

総
論

①
子

ど
も

と
身

体
表

現
Ⅰ

①
子

ど
も

と
運

動
Ⅰ

①
保

育
内

容
（

表
現

Ⅰ
）

①
保

育
内

容
（

健
康

Ⅰ
）

①
保

育
相

談
支

援
①

子
ど

も
の

遊
び

①
保

育
内

容
（

人
間

関
係

Ⅰ
）

①
社

会
的

養
護

内
容

①
障

害
児

保
育

Ⅰ
①

教
育

相
談

②

専 門 発 展

幼
稚

園
教

育
実

習
指

導
Ⅰ

①
専

門
演

習
②

幼
稚

園
教

育
実

習
指

導
Ⅱ

①

20

幼
稚

園
教

育
実

習
Ⅰ

①
〔

集
中

〕
幼

稚
園

教
育

実
習

Ⅱ
〔

集
中

〕
③

保
育

所
実

習
指

導
Ⅰ

①
保育

・教
職実

践演
習（

幼稚
園）

②
保

育
所

実
習

Ⅰ
〔

集
中

〕
②

施
設

実
習

指
導

Ⅰ
①

施
設

実
習

Ⅰ
〔

集
中

〕
②

キ
ャ

リ
ア

講
座

①
△

A
：

保
育

所
実

習
指

導
Ⅱ

①
選

択
必

修
（

A
も

し
く

は
B）

　
　

保
育

所
実

習
Ⅱ

〔
集

中
〕

②
B：

施
設

実
習

指
導

Ⅱ
①

　
　

施
設

実
習

Ⅱ
〔

集
中

〕
②

小計
1

16
科

目
14

科
目

10
科

目
12

科
目

9
科

目
11

科
目

2
科

目
2

科
目

小計
2

36
単

位
28

単
位

25
単

位
9

単
位

98
単

位
△

：
単

位
認

定
科

目
　

　
小

計
1：

学
期

ご
と

の
履

修
科

目
数

　
　

小
計

2：
学

年
ご

と
の

履
修

単
位

数
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区 分
1

年
次

以
上

（
選

択
科

目
）

2
年

次
以

上
（

選
択

科
目

）
3

年
次

以
上

（
選

択
科

目
）

4
年

次
以

上
（

選
択

科
目

）
卒

業
要

件
単

位
数

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

教 養 基 礎

《
人

文
科

学
系

》
《

人
文

科
学

系
》

《
人

文
科

学
系

》

10
単

位
以

上

日
本

文
化

体
験

②
日

本
語

表
現

法
Ⅱ

①
日

本
語

表
現

法
Ⅲ

①
倫

理
学

②
美

術
概

論
②

《
社

会
科

学
系

》
経

済
学

②
政

治
学

②
世

界
史

② 《
自

然
科

学
系

》
人

間
と

環
境

②
生

命
科

学
②

数
学

入
門

② 《
外

国
語

》
《

外
国

語
》

《
外

国
語

》
韓

国
語

②
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

②
実

用
英

語
②

中
国

語
②

《
ス

ポ
ー

ツ
（

集
中

科
目

）》
《

ス
ポ

ー
ツ

》
アド

ベン
チャ

ー・
スポ

ーツ
①

ス
キ

ー
・

ス
ポ

ー
ツ

①
ス

ポ
ー

ツ
Ⅱ

②
スノ

ーボ
ード

・ス
ポー

ツ①
《

教
育

交
流

（
集

中
科

目
）》

社
会

福
祉

入
門

①
△

専門
基礎

教
育

心
理

学
②

☆
乳

幼
児

発
達

心
理

学
②

☆
幼

児
教

育
史

②

両
区

分
合

わ
せ

て
10

単
位

以
上

専 門 基 幹

音
楽

Ⅱ
②

国語
Ⅰ（

日本
語と

子ど
も）

②
国語

Ⅱ（
文学

と子
ども

）②
子

ど
も

と
造

形
表

現
Ⅱ

②
生

活
②

子
ど

も
と

運
動

Ⅱ
②

子
ど

も
と

身
体

表
現

Ⅱ
②

　
＊

子
ど

も
と

運
動

Ⅲ
②

専 門 発 展

海
外

研
修

（
子

ど
も

）
②

臨
床

心
理

学
②

☆
　

＊
児

童
心

理
学

②
☆

　
＊

こ
ど

も
英

語
④

　
＊

卒
業

研
究

④

6
単

位
以

上

〔
集

中
〕

児
童

臨
床

心
理

学
②

☆
　

＊
臨

床
心

理
学

実
習

②
☆

　
＊

児
童

文
化

Ⅱ
②

　
＊

子
育

て
支

援
論

②
　

＊
心

理
学

基
礎

実
験

②
☆

心
理

検
査

法
実

習
②

☆
精

神
保

健
②

　
＊

子
育

て
支

援
実

習
・

子
育

て
支

援
実

習
指

導
①

人
格

心
理

学
②

☆
保

育
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
〔

集
中

〕
②

△
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

②
☆

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
養

成
講

座
〔

集
中

〕
①

△
心

理
学

研
究

法
②

☆
英

米
児

童
文

学
②

教
育

心
理

学
研

究
法

②
☆

組
織

心
理

学
②

☆
学

習
心

理
学

②
☆

グル
ープ

ダイ
ナミ

ック
ス②

☆
認

知
心

理
学

②
☆

小
計

10
科

目
9

科
目

11
科

目
10

科
目

8
科

目
7

科
目

7
科

目
10

科
目

26
単

位
以

上
☆

：
認

定
心

理
士

取
得

の
た

め
の

必
修

科
目

　
　

△
：

単
位

認
定

科
目

　
　

小
計

：
学

期
ご

と
の

開
設

科
目

数
＊

　
開

講
せ

ず
	

※
卒

業
要

件
単

位
数

= 
12

4 
単

位
以

上
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履修上の注意
⑴　実習について

　本学科（2018 年度入学者まで）では、「保育士資格」及び「幼稚園教諭一種免許」の取得が必須となっている。

「保育所実習・施設実習」…… P. 68 参照

「幼稚園教育実習」…… P. 69 参照

「幼稚園教育実習」、「保育所実習・施設実習」の現場での実習に行くにあたり、実習参加要件を設けている。実習に行けな

い場合、実習関連科目の修得ができず、4 年間で卒業できないことがあるので注意すること。なお、実習参加要件につい

ては各実習指導において配付される「実習の手引」を参照のこと。

⑵　資格取得

　本学科での取得資格は、P. 71 〜 72 を参照のこと。

⑶　専門演習（ゼミ）の選択について

　本学科では、3 年次に少人数による専門演習（ゼミ）を開講している。各自が興味のある分野について、より専門的に

学ぶために専任教員より指導を受けるものである。演習は週 1 コマであるが、大学での学びの中心として位置づけられる

ものであり、その学びを発展させた成果を 4 年次に卒業研究としてまとめることができる。なお、一つのゼミに希望者が

集中した場合、成績等により選抜されることとなるので、希望するゼミに配属されないこともある。

⑷　「保育・教職実践演習（幼稚園）」及び『履修ファイル』について

　4 年次後期に開設する「保育・教職実践演習（幼稚園）」（2 単位）は、保育士資格および教職課程（幼稚園教諭一種免許）

を履修する学生の履修状況を踏まえ、保育者として必要な知識技能を修得したことを確認するための科目である。

　したがって、この「保育・教職実践演習（幼稚園）」の履修にあたっては、各学生においても 4 年次までの履修履歴につ

いて、必要な資質能力の指標に対する自己評価を『履修ファイル』（振り返りのためのチェックシート）にまとめておかな

ければならない。

　なお、本科目の履修に際しては、保育士資格または幼稚園教諭一種免許にかかわるいずれかの実習が終了していること

を要件とする。



科
目
分
類

日
本
語
表
現
法
Ⅱ

日
本
語
表
現
法
Ⅰ
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験
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Ⅰ

日
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Ⅲ
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学
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史
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・
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と
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養
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ど
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と
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体
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現
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ど
も
と
運
動
Ⅱ
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ど
も
と
運
動
Ⅲ

こ
ど
も
英
語
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児
教
育
史

教
職
概
論

教
育
行
政
学

教
育
課
程
論

児
童
文
化
Ⅰ

児
童
文
化
Ⅱ

障
害
児
保
育
Ⅰ

子
ど
も
の
保
健
Ⅱ

保
育
内
容
総
論

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論

保
育
相
談
支
援

子
育
て
支
援
論

子
育
て
支
援
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習
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子
育
て
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導

家
庭
支
援
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会
的
養
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内
容
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会
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祉
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庭
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教
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習
指
導
Ⅰ
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育
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習
Ⅰ

保
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所
実
習
指
導
Ⅰ
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Ⅰ
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設
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指
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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保
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学
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習
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知
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理
学
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理
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心
理
検
査
法
実
習

精
神
保
健

人
格
心
理
学

発
達
心
理
学

教
育
心
理
学

乳
幼
児
発
達
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理
学

保
育
心
理
学
演
習

教
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相
談

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

授
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３
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前
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前
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ス
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ー
ツ
Ⅱ
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楽
Ⅰ
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も
と
造
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Ⅰ
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国
語Ⅰ
（
日
本
語
と
子
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も
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語
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文
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と
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も
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活
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学
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援
助
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会
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方
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の
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ャ
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タ
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シ
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養
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礎

保
育
･教
育
系

福
祉
系

心
理
系

実
習
系
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ミ
お
よ
び

キ
ャ
リ
ア
教
育
系

オ
プ
シ
ョ
ン
資
格
に

必
要
な
科
目

子
ど
も
と
運
動
Ⅰ

海
外
研
修
（
子
ど
も
）

子
ど
も
と
身
体
表
現
Ⅰ

保
育
内
容
（
環
境
Ⅰ
） 
　
　
保
育
内
容
（
健
康
Ⅰ
）

保
育
内
容
（
言
葉
Ⅰ
） 
　
　
保
育
内
容
（
人
間
関
係
Ⅰ
）

保
育
内
容
（
表
現
Ⅰ
）

保
育
内
容
（
健
康
Ⅱ
） 
　
　
　
保
育
内
容
（
環
境
Ⅱ
）

保
育
内
容
（
人
間
関
係
Ⅱ
） 
　
保
育
内
容
（
言
葉
Ⅱ
）

保
育
内
容
（
表
現
Ⅱ
）

子
ど
も
の
保
健
Ⅰ

幼
稚
園
教
育
実
習
指
導
Ⅱ

幼
稚
園
教
育
実
習
Ⅱ

※
太
枠
は
必
修
科
目
、
細
枠
は
選
択
科
目
を
表
す
。

子
ど
も
の
遊
び

子
ど
も
未
来
学
科
 カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
（
20
14
～
20
18
年
度
入
学
生
対
象
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）（
授
業
科
目
間
の
つ
な
が
り
と
履
修
の
順
序
な
ど
を
示
し
た
図
表
）
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履修の案内

授業期間

　1 年間の授業期間は、定期試験等の期間を含めて 35 週にわたり、前期と後期の 2 学期に分かれている。

科目の履修区分 

　授業科目は履修方法により次の区分に分かれている。

⑴　必修科目

　卒業までに必ず履修し、その単位を修得しなければならない科目である。試験の結果不合格と評価された科目は、原則と

して翌年次に再履修しなければならない。卒業年次において 1 科目でも不合格と評価された場合は、卒業が認定されない。

⑵　選択必修科目

　指定する複数の授業科目の中から選択して履修し、卒業までに所定の単位数を修得しなければならない科目である。所定

の単位数を修得できない場合は、必修科目不合格の場合と同様に扱われる。

⑶　選択科目

　各科目区分の中から自由に授業科目を選択して履修し、卒業までに所定の単位数を修得しなければならない科目である。

科目の形態区分

　授業科目はその形態によって講義、演習、実験、実習および実技に分けられる。

単位制

　単位制とは、学則および履修規程で定められている一定の基準にしたがって授業科目を履修し、所定の試験に合格するこ

とによって与えられる単位を修得していく制度である。1 年にわたり継続する授業を通年科目、前期あるいは後期で完結する

授業を半期科目という（一部の科目を除き、通年科目の授業は 30 回、半期科目の授業は 15 回行われる）。また、一定の期間

に集中して授業を行うものを集中科目という。

　各科目の単位数は、学則第 23 条に基づく授業形態の区分により、次のように計算される。

⑴　講義科目

　15 時間の授業をもって 1 単位とする。半期科目には 2 単位、通年科目には 4 単位が与えられる。

⑵　演習科目

　30 時間の授業をもって 1 単位とする。半期科目には 1 単位、通年科目には 2 単位が与えられる。ただし、特定の科目につ

いては 15 時間の授業をもって 1 単位とする。

⑶　実験・実習・実技科目

　30 時間から 45 時間までの範囲で別に定める時間の授業をもって 1 単位とする。

⑷　卒業研究

　卒業研究については、4 単位が与えられる。

⑸　卒業要件単位数

　卒業に必要な単位数と、科目区分および授業科目については、各学科専攻のページを参照のこと。

科目の区分と単位制について
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履修登録

　履修登録とは、その学年で履修しようとする授業科目について受講計画を立て、履修する科目をあらかじめ登録する手続

きのことである。この手続きを完了することによって、各学生は届け出た授業科目をその年度に履修する権利を得ることに

なる。履修する科目を決定する際には、授業科目の履修区分・単位を十分に理解し、卒業までの 4 年間の目標等を考慮した

上で、履修計画を立てること。

　なお、必修科目および選択必修科目の受講クラスは、指定された曜日・時限で受講すること（変更は原則として認めない）。

※納付金の納入が滞っている学生は、履修登録を認めない場合がある。

［履修登録の手続き］

　履修登録は、大学ポータルサイト「でんでんばん」（以下「でんでんばん」）を利用し、原則として毎学年始めの所定の期

日までに登録科目の入力を完了しなければならない。

　履修登録を締切日までに行わない場合、当該年度における履修科目の登録を放棄したものとみなされる。よって、自身の

責任において確実に行うこと。なお、一部の集中科目等については、学期中の適切な時期に登録期間を設け「でんでんばん」

以外の方法により履修登録を行う。

　「でんでんばん」を利用した履修登録の方法については、「でんでんばん利用ガイド（学生用）」を参照すること。なお、1

年生向けの年度当初のオリエンテーションでは、授業科目の履修に関することのほか、「でんでんばん」の利用にあたっての

説明も行うので、全員が必ず出席し操作の仕方をよく理解した上で登録手続きを行うこと。

　また、履修登録の手続きにおいて本人の責任による不備や誤りがあった場合、当該授業科目の登録は無効となるため注意

すること。

履修キャップ（2012 年度入学生から適用。3 年次編入生は対象外）

　履修キャップ制とは、単位修得に必要な学修時間を確保するため、学生が 1 年間に履修登録できる総単位数に上限を設定

する制度である。学科、専攻ごとの履修上限単位数は以下の通りとする。

学科専攻 2012 〜 2014
年度入学者

2015 〜 2018
年度入学者 2019・2020 年度入学者 2021 年度入学者〜

社会福祉学科　社会福祉専攻 50 単位 48 単位 48 単位 48 単位
社会福祉学科　介護福祉専攻 54 単位 50 単位 50 単位 48 単位
心理福祉学科 52 単位 52 単位 50 単位 48 単位
子ども未来学科 50 単位 48 単位 46 単位 46 単位
心理学科 48 単位 48 単位

　ただし、次の単位は含まれない。
　　・実習科目の単位
　　・学外で修得した単位（学則第 27 条〜第 29 条関係）
　　・卒業要件に算入されない単位
　　・集中科目など、学期中毎週定期的に行われる科目以外の単位
　　・その他学生の事情を勘案し、履修の必要を認めた科目の単位
　なお、各学科とも前年度末の GPA が 3.2 以上の学生については、履修上限単位数を緩和する。

再履修科目の受講クラス

　2 年生以上で下位学年の必修科目を再履修しなければならない場合は、あらかじめ指定された曜日・時限で履修すること。

人数調整科目

　授業の方法及び内容並びにその性質により履修者数の定員を設け、あらかじめ人数を調整して履修者を決定する選択科目
がある。これらの科目の履修を希望する場合は、一般の選択科目とは別に、事前に申込みを行わなければならない（履修希
望者数が制限数を上回った場合は、抽選等を行う）。詳細は事前に「でんでんばん」等で連絡する。

履修登録について
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授業時間割

　授業は、時間割に従って行われる。各自の時間割は大学ポータルサイト「でんでんばん」で確認すること。

　なお、授業時間は 1 時限を 90 分とし、下記の通りとする。

第 1 時限 9：00 〜 10：30
第 2 時限 10：40 〜 12：10
昼休み 12：10 〜 13：00

第 3 時限 13：00 〜 14：30
第 4 時限 14：40 〜 16：10
第 5 時限 16：20 〜 17：50
第 6 時限 18：00 〜 19：30

※授業日時の振替えや授業を行う教室が変更される場合は、「でんでんばん」等によって伝達する。「でんでんばん」には常

に注意すること。

休講

　やむを得ない理由で授業が休講となる場合は、「でんでんばん」等により伝達する。休講掲示がなく、始業より 30 分以上

経過しても授業が開始されない場合は、教学支援課に申し出て、その指示に従うこと。

※休講・教室変更は、パソコン等から以下のホームページにアクセスして、確認することができる。

【でんでんばん URL】

　https://portal.dcu.ac.jp/

　なお、情報は常に更新されるので、注意すること。

緊急事態発生時の授業の取り扱い

　災害その他緊急事態の発生にともない、交通機関の運行に支障が生じている場合の授業の取り扱いは次の通りとする。

⑴　午前 6 時の時点で NHK ニュースにより、小田急電鉄（新宿−本厚木）、東急電鉄（渋谷 - 中央林間）および横浜市営地下鉄（横

浜 - あざみ野）のうち、2 社以上の電車がストライキ、災害、異常気象等で全面的に運転を停止している場合、当日の授業

の取り扱いは以下のとおりとする。ただし、バス等による振替輸送が実施されている場合は運行しているものとする。

　　①午前 9 時までに復旧した場合

　　　当日第 1、第 2 時限の授業を臨時休講とし、第 3 時限より開講する。

　　②午前 9 時を過ぎても運休している場合

　　　　授業情報をホームページ、「でんでんばん」等を通じて学生に伝達する。

※ただし、上記のような交通機関の運行状態に関わらず、学長が気象予報その他の状況により学生の通学が困難と認めた場合

には、授業に関する情報を、上記②の方法によって学生に伝達する。

※緊急事態発生時には、テレビ・ラジオ等の報道に注意し、電話による大学への直接問い合せは極力控えること。

⑵　各自の居住地またはその周辺地域の災害等による交通機関の運休、遅延のために、やむを得ず授業に遅刻、あるいは欠席

した場合は、駅で発行される遅延証明書をもって、すみやかにその旨を科目担当教員に届けること。

補講

　やむを得ない理由によって授業が休講となった場合は、原則として補講を実施する。補講は、学年暦の補講日程のほか、平

日の 5 時限以降や土曜日の 3 時限以降に行う。実施日時は「でんでんばん」等により連絡する。

欠席

　正当な理由がなく、出席が授業回数の 3 分の 2 に満たない場合は、試験規程により期末試験の受験が認められず、原則とし

て当該授業科目の単位を修得することができない。日頃からできるかぎり欠席しないよう心がけること。なお、履修科目の出

欠状況は「でんでんばん」で確認することができる。出欠に関する問合せ期間は授業日から 4 週間以内とする。

授業について
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公認欠席（公欠）
　公認欠席（以下「公欠」という）とは、欠席日数に算入しないことが認められる欠席である。ただし、厚生労働省より養成

施設として認可を受けている介護福祉専攻および子ども未来学科では公欠はない。公欠として認められるものは以下の通りで

ある。

⑴　公欠の種類

　①忌　　引

　②実　　習

　③進路活動

　④課外活動

　⑤感 染 症（出席停止による公欠）

　⑥その他大学が特に必要と認めた場合

　これらの理由により欠席する場合は、「公欠願」（教学支援課、学生生活・進路支援課常備）または「忌引届」（教学支援課常備）

に事由を証明する書類等を添えて「欠席届（公欠）（ピンク用紙）」（教学支援課、学生生活・進路支援課常備）とともに提出

すること。

⑵　公欠の日数と手続き（介護福祉専攻および子ども未来学科以外）

公欠の種類 公欠が認められる日数 手続
届出時必要書類等・

［提出先］

①忌　　引 忌引の扱いは 3 親等以内とし、忌
引日数は下表のとおりとする。

亡くなった人 忌引日数

父　　　母
配　偶　者
兄弟・姉妹
祖　父　母
おじ・おば

7 日
7 日
3 日
3 日
1 日

｢忌引届」及び「欠席届」に必要事項を
記入し、死亡月日より 10 日以内に教学
支援課へ提出する。科目ごとの「欠席届」
は承認印を得た後、各自が科目担当教
員に提出する。

会葬礼状等（コピーも可
とする）

［教学支援課］

②実　　習 実習期間及び実習施設との事前
（事後）打ち合わせ日
・ソーシャルワーク実習（介護福

祉専攻を除く）
・精神保健福祉援助実習
・教育実習（子ども未来学科を除

く）
・スクールソーシャルワーク実習
・医療ソーシャルワーク実習
・心理実習
・社会教育実習

実習に関しての公欠は、原則として手
続不要。ただし、事前打ち合わせ日等
の場合に必要に応じて「公欠願」及び「欠
席届」を提出する。科目ごとの「欠席届」
は教学支援課の承認印を得た後に各自
が各科目担当教員へ提出する。

必要に応じて適宜証明で
きる書類等

［教学支援課］

③進路活動 進路活動（就職活動、就職試験及
び内定式、入学試験等）による公
欠が認められる日数は、年間を通
じて原則として 3 日間とする。

｢公欠願」及び「欠席届」に必要事項を
記入し、学生生活・進路支援課に提出
する。科目ごとの「欠席届」は、学生
生活・進路支援課の承認印を得た後、
各自が科目担当教員に提出する。

就職の場合は来社証明
書、入学試験の場合は受
験票の写し

［学生生活・進路支援課］
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④課外活動 公式試合の出場、公式研究会への
参加など、大学が承認したものに
限り認める。原則として科目ごと

（半期通年問わず）に 3 日間とす
る。

あらかじめ顧問の承認印を得た「公欠
願」に必要事項を記入し、「欠席届」と
ともに学生生活・進路支援課に提出す
る（各部・各サークルの責任者が取り
まとめて学生生活・進路支援課に提出
すること）。科目ごとの「欠席届」は、
学生生活・進路支援課の承認を得た後、
各自が科目担当教員に提出する。

試合、大会等の主催者が
配付した開催内容を示す
印刷物等（コピーも可と
する）

［学生生活・進路支援課］

⑤感染症 学校保健安全法施行規則第 18 条
第 1 項に規定する感染症にり患し
た場合のみ、公欠とする。なお、
日数は学校保健安全法施行規則第
19 条に定める「出席停止の期間
の基準」に定める期間とする。

学校保健安全法施行規則第 18 条第 1 項
に規定する感染症にり患した（その疑
いも含む）場合は、教学支援課へ電話
連絡し、指示を受けること（ただし、
インフルエンザにり患した場合は、教
学支援課への連絡は不要とし、保健委
員会へメール（hoken@dcu.ac.jp）でそ
の旨を連絡するとともにアドバイザー
へ報告すること）。なお、自己判断によ
る登校は禁ずる。

病気にり患したことを証
明する医師による診断書
等（インフルエンザの場
合は、薬局で受け取った
薬袋、抗インフルエンザ
薬（タミフル、リレンザ
等）の説明書、薬手帳の
コピー等で可）

［教学支援課］

⑥その他大学が特
に必要と認めた
場合

本人の申し出により、大学が特に
必要と認めたものについては当該
日（期間）を公欠として取り扱う
ことがある。

欠席事由を教学支援課に申し出、適宜
指示を受けること。

必要に応じて適宜証明で
きる書類等

［関連部署］

　なお、公欠の手続は、あらかじめ予定が判明しているものについては事前に行う必要がある。欠席後に手続をする場合は、

忌引による公欠を除き当該日以後 1 週間以内に完了するものとする。また、承認後は科目担当教員へ 1 週間以内に届け出る

こと。これを超えた場合は公欠は認められない。
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成績評価

　各科目の成績は、試験の成績、平素の学修状況（授業中の小テストなどを含む）等によって総合的に評価される（評価方

法及び評価基準の詳細については、各科目のシラバスを参照）。

　　以上によって判定された成績評価の区分は次の通りである。

100 〜 90 点
89 〜 80 点
79 〜 70 点
69 〜 60 点

S
A
B
C

　合　　格［単位認定］

59 点以下 D 不合格（定期試験未受験、レポート未提出、出席不良等を含む）

成績通知

　成績は、各学期末に通知する。成績通知の時期と方法は次の通りである。

［時期］

　・前期で終了する半期科目の成績…………………………………………………………8 月下旬

　・後期で終了する半期科目および通年科目の成績………………………………………2 月下旬

［方法］

　「でんでんばん」による成績照会で確認すること。

　なお別途、学生本人及び保証人（保護者）宛に「成績通知書」を送付する。

※授業の方法及び内容並びにその性質により、授業科目の一部については、別途学期の途中又は次の学期末に成績評価の

通知を行うことがある。

※納付金の納入が滞っている学生は、その状況により成績通知及び各種証明書の発行を行わない場合がある。

※成績評価に関する問合せは各学期末の所定の期間内に行うことができる（問合せ対象は当該学期に通知を受けた授業科

目に限る）。

単位の認定

　規定の時間数（授業回数の 3 分の 2、介護福祉専攻の「介護実習」は 5 分の 4）以上出席し、試験等により合格（C 以上）

と認められた場合には、所定の単位が認定される。

［単位認定科目］

　授業の性質等により段階評価及び点数区分によらず、合否の判定が行われ単位が認定されるものを単位認定科目という。

　本学における単位認定科目は次のように分類される。

 ・学内開設科目

　　｢福祉キャリア講座」、「キャリア講座」（人間科学部を除く）、「スポーツ指導員養成講座／ジュニアスポーツ指導員

養成講座」等

　　* 単位認定科目については各学科専攻のカリキュラム・マップを参照のこと。

 ・学外の学修による読替え科目、単位互換科目等

　　下記の「学外で修得した単位等の取り扱い」を参照のこと。

　なお、合格の場合の成績評価の表示は「認」として単位を認定し、不合格の場合の表示は「否」として単位の認定は行わない。

卒業認定

　本学に 4 年間在学し（編入学の場合を除く）、学科所定の授業科目及び単位数を修得した者について、教授会における審議

を経て学長が卒業を認定する。

学外で修得した単位等の取り扱い

　教育上有益と認めるときは、学外で修得した単位を、次により本学における授業科目の履修により修得したものとみなす

成績評価と単位の認定について
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ことができる（学則第 27 条〜第 29 条）。

⑴　他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

　　→ 60 単位以内で認定

⑵　短期大学、高等専門学校の専攻科又は学校教育法第 58 条の 2 に規定する高等学校の専攻科における学修その他文部科

学大臣が別に定める学修

　　→上記⑴と合わせて合計 60 単位以内で認定

⑶　入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（本学開設の「社会福祉入門」を含む）

　　→上記⑴および⑵と合わせて合計 60 単位以内で認定

　なお、単位の認定を希望するときは、前期履修登録期間中、その他大学が指定する期間に本人自ら学修内容を証明する書

類を添し、所定の様式をもって願い出ること。詳細は、教学支援課に問い合せること。

［ボランティア活動の単位認定について］

⑴　単位認定の条件

　　ボランティア養成講座の受講 +35 時間のボランティア活動

　　または 45 時間のボランティア活動

⑵　単位認定までの流れ

①　地域交流センターを通じてボランティア先を決定 *1

　　（「ボランティア登録申請書」を記入）

②　ボランティアに参加

③　地域交流センターに「ボランティア報告書」を提出

④　単位認定条件を満たすと発行される「ボランティア活動証明書」を地域交流センターで受取る。*2

⑤　「ボランティア活動証明書」と「単位認定願」を教学支援課に提出し、所定の手続きを行う。

⑥　「社会福祉入門」（総合教育科目／教養基礎科目 1 単位）の単位が認定される。

*1　自分で行いたいボランティアを見つけた場合、事前にそのボランティアの募集に関する資料を、地域交流セ

ンターに持参する。また、ボランティア活動保険未加入者は、地域交流センター担当者の指示に従い、必ず保

険に加入のこと。

*2　「ボランティア報告書」の内容によっては、書き直しやボランティア活動として認められない場合もある。

【注意点】

 ・単位認定手続きは、その年度の 12 月の最終授業日までに行う。

 ・「福祉マインド実践講座」など、ボランティア活動を単位認定の要件としている授業で行った活動は認められない。

 ・「ボランティア活動報告書」は、ボランティア活動を行った日から 1 ヶ月以内に提出する。

 ・ボランティア活動時間には現地までの移動時間を含まない。

 ・高校生の時に、本学主催の「夏期福祉総合講座」を受講し、単位を修得した学生および「社会福祉入門」を修得済また

は履修中の場合は単位認定を受けることができない。

 ・ボランティア活動時間は、次年度以降に繰り越しができる。
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試験の種類

　試験は、履修した科目の学修到達度を測るために実施され、その種類は次の通りである。

⑴　期末試験　前期・後期の各期末の試験期間中に実施する試験

⑵　追試験　期末試験をやむを得ない理由で受験できなかった者に、当該科目について実施する試験

⑶　再試験　期末成績で不合格となった科目に対して実施する試験。ただし、4 年生のみ。

試験の方法

　試験の方法は、筆記、口述、実技とする。ただし、レポートをもってこれに替えることがある。

受験資格

　受験資格は、「田園調布学園大学試験規程」に基づき、次の条件のすべてを満たしている者に対して与えられる。

　⑴　当該科目の履修登録を完了していること。

　⑵　所定の納付金等の納入を完了していること。

　⑶　当該科目における授業回数の 3 分の 2 以上出席していること。

　⑷　その他所定の手続きを完了し、科目担当者が受験を許可していること。

試験時間割

　期末試験の時間割は、試験期間開始 1 週間前までに「でんでんばん」によって通知する。

　追試験および再試験の時間割は別途事前に通知する。

　レポートの場合は、科目担当教員の指示に従うこと。なお、提出締切日時を厳守すること。締切以降の提出は一切受け付

けない。

　その他、試験に関することは、「田園調布学園大学試験規程」（P.122）を参照すること。

　なお、不正行為が確認された場合、同規程に基づき厳罰をもって処分される。

試験について
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GPA

　GPA（グレード・ポイント・アベレージ）とは、成績評価を点数化するものである。この制度により、個人の成績が客観

的かつ総合的に表示され、相対的にとらえることができる。

　なお、GPA は成績通知書、成績証明書等に明記される。

計算方法

①成績評価ごとに 5 段階のポイントをつける（S → 4 点、A → 3 点、B → 2 点、C → 1 点、D → 0 点）

②各履修科目の成績評価に対するポイントに所定の単位数をかけてグレード・ポイントを算出する。

③前述②の数値の合計を総履修単位数で割る（小数点第 3 位以下四捨五入）。

　（計算例）

科目名 成績評価 ポイント 単位数 グレード・ポイント（GP）

英語
日本語表現法Ⅰ
倫理学
政治学
コンピュータ・リテラシー

B
D
S
S
A

2
0
4
4
3

2 単位
2 単位
2 単位
2 単位
2 単位

2 点× 2 単位 =4
0 点× 2 単位 =0
4 点× 2 単位 =8
4 点× 2 単位 =8
3 点× 2 単位 =6

5 科目 10 単位 26 点

26 点　÷　10 単位　=　2.60（GPA）

 ・履修登録した科目を履修登録期間、履修修正期間内に取り消さず、途中で放棄した場合は、D 評価となる。

 ・グレード・ポイントは、各学期ごとに計算される。

利用方法

 ・奨学金、優秀学生等の選抜の参考にする。

 ・「専門演習」・「ゼミナール」の配属の際、参考にする。

 ・GPA3.2 以上の学生は履修上限単位数を緩和する（2012 年度入学生より適用）。

 ・当年度の GPA が 1.2 未満で、かつ、年次ごとの総修得単位数が 30 単位未満、当年度履修科目の授業出席率が平均 40％未満の学

生については、段階的に注意、指導が行われ、なお学修状況の改善が見られない時は、退学等の勧告が行われることがある。 

 ・その他学長が必要と認める場合において、その数値を参考とする。

対象外科目

 ・単位認定科目

 ・「卒業研究」

 ・卒業要件単位数に含まれない科目

GPA について
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放送大学

　放送大学とは、テレビ・ラジオ（衛星放送、CATV、地上放送）、学習センター等における視聴、インターネット配信とい

うメディアによって講義を受ける通信制大学で、1981 年に国によって作られた正規の大学である。

履修上の条件

①放送大学で履修できる単位数 15 単位以内

②放送大学の科目を履修できる期間 1 年次後期から卒業年次前期まで
（ただし、9 月卒業生は前年度まで）

③履修登録時の留意事項 卒業年次生は、学内の履修登録時に放送大学で履修予定の科目を
卒業要件単位として算入することはできない。

受講手続

⑴　出願

　放送大学から募集要項が公表されるので、受講を希望する学生は「出願票」を教学支援課へ提出する。

　　前期科目：2 月上旬

　　後期科目：7 月中旬

⑵　授業料（1 科目（2 単位）11,000 円）を本学総務・経理課へ納入。

受講方法

　講座は、次の方法によって実施される。

⑴　放送授業

各学期 15 回（週 1 回、1 回 45 分）で行われる。

※本学図書館にて放送大学のテープが視聴可能（但し、テープの館外持出しはできない）。

※学習センター（神奈川学習センター：横浜市南区大岡 2−31−1）で、見逃したり、聴き逃したテープの再視聴ができる。

※インターネットによる視聴も可能（一部科目を除く）。

⑵　通信指導

どの講座も学期途中で 1 回、一定範囲で出題される。この通信指導の結果によって、単位認定試験の受験資格が得られる。

⑶　単位認定試験

各学期の放送授業が終了したあと、単位認定試験が実施される。この試験の結果、単位の認定を行う。

単位互換について（放送大学）
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実習の概要

　実習は、社会福祉士、精神保健福祉士や介護福祉士としての実践能力を培う上で重要であり、援助者としての専門性を高め、

資質の向上にむけた学習ができるように計画的な指導が行われる。

　本学における福祉現場実習は、「社会福祉士国家試験」、「精神保健福祉士国家試験」、「介護福祉士国家試験」の各受験資格

取得に必要な指定科目のひとつである。

　この現場実習では、現場の職員から指導を受けながら、福祉サービスの利用者である高齢者や児童、身体障害者（児）、知

的障害者（児）、精神障害者など様々な生活上の問題を抱える人々の相談や介護などにあたり、援助計画に基づく実践によっ

て問題解決の過程を経験し、多様な援助のありかたを学習するものである。

　限られた時間の中で、効果的な実習ができるよう、現場での配属実習の前後に実施する学内での事前学習、事後学習を重

視している。事前学習では、大学でのそれまでの授業で学んだ知識や技術を再確認し、現場実習に行く準備を行う。事後学

習では、福祉現場で体験したことを大学に戻って教員や他学生と話し合い、自分の課題を明らかにしながら、援助者として

成長することを目標とする。

実習の流れ

　それぞれの実習の流れは、以下のとおりである。詳細については、「実習オリエンテーション」等で順次説明するので、必

ず出席すること。このオリエンテーションに出席しない学生や、準備が充分でないと思われる学生は、配属実習を延期、又

は停止することがあるので注意すること。また、「でんでんばん」等による実習に関する掲示には特に注意すること。

資格取得のための実習スケジュール

目指す資格 1 年次
2、3 月

2 年次
8、9 月

2 年次
2、3 月

3 年次
8、9 月

3 年次
2、3 月

4 年次
8、9 月

実習時間又
は期間合計

社会福祉士
ソーシャル
ワーク実習
（24 日間）

180h
（24 日間）

社会福祉士
+ 介護福祉士

介護実習
Ⅰ− 1

（6 日間）

介護実習
Ⅰ−2

（12 日間）

介護実習
Ⅱ− 1

（18 日間）

ソーシャル
ワーク実習
（24 日間）

介護実習
Ⅱ− 2

（23 日間）
652h

（83 日間）

社会福祉士
+ 精神保健福祉士

ソーシャル
ワーク実習
（24 日間）

精神保健福祉
援助実習Ⅰ、Ⅱ

（12 日間× 2 回）
360h

（48 日間）

社会福祉士
（3 年次編入生）

ソーシャル
ワーク実習
（24 日間）

180h
（24 日間）

実習について（社会福祉学科、心理福祉学科）
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　「ソーシャルワーク実習」は社会福祉士国家試験受験資格取得のための指定科目である。

⑴　ソーシャルワーク実習要件

　・ ［ソーシャルワーク実習指導Ⅰの単位が修得できていること］を要件とする。

⑵　実習の流れ

学年 月 科目 学習段階 学習内容

２
年
次

9 月 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ

 事前学習

オリエンテーション・心構え
10 月 実習施設の役割と機能の理解
11 月 実習記録の書き方

12 月
実習施設の選択
マナー講座、実習にあたっての心構え

1 月 レポート提出
2 月
3 月

３
年
次

4 月
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ

 事前学習

実習施設の役割と機能の理解
5 月 配属先レポートの作成
6 月 実習課題の設定、個人プロフィールの作成
7 月 個別支援計画、ケアプラン作成練習
8 月

現場実習（4 週間）
9 月
10 月

 事後学習

実習の振り返り
11 月 実習報告会準備

実習報告会12 月
1 月 実習報告書提出
2 月
3 月

※ 3 年次編入生については学生の事情や実習先の都合により個別に実習時期を決定する。

⑶　主な実習先

⒈　高齢者関係施設

老人デイサービスセンター　養護老人ホーム　特別養護老人ホーム　老人介護支援センター　老人デイサービス事業　

介護老人保健施設　地域包括支援センター　指定小規模多機能居宅介護指定通所リハビリテーション

指定短期入所生活介護　指定短期入所療養介護事業所　指定認知症対応型共同生活介護

指定特定施設入居者生活介護　指定居宅介護支援事業所

⒉　障害者関係施設

相談支援事業　障害者支援施設　生活介護　自立訓練　就労移行支援　就労継続支援　重度障害者等包括支援　

共同生活介護　共同生活援護　福祉ホーム　地域活動支援センター（主として身体障害者または知的障害者に行うもの）　

身体障害者更生相談所　身体障害者福祉センター　更生保護施設　広域障害者職業センター

地域障害者職業センター　障害者就業・生活支援センター

⒊　児童関係施設

児童相談所　母子生活支援施設　児童養護施設　障害児入所施設　児童発達支援センター（福祉型、医療型）

情緒障害児短期治療施設　児童自立支援施設　指定医療機関　児童デイサービス　児童家庭支援センター

⒋　その他

病院・診療所※　救護施設　更生施設　授産施設　福祉事務所　市区町村社会福祉協議会　女性（婦人）相談所

婦人保護施設　母子福祉センター　一定の要件を満たす独立型社会福祉士事務所　ホームレス自立支援センター

※本学では、病院、診療所は、4 年次夏に実施される医療ソーシャルワーク実習（社会福祉専攻、医療・精神保健福祉コー

ス）の実習先として規定されている。

1．ソーシャルワーク実習（社会福祉専攻、介護福祉専攻、心理福祉学科）
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　「精神保健福祉援助実習」は精神保健福祉士国家試験受験資格取得のための指定科目である。

⑴　実習の流れ

学年 月 実習
種別 学習段階 学習内容

３
年
次

4 月

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習

事前学習

オリエンテーション・心構え
実習施設の役割と機能の理解
実習中の対人関係のあり方
実習課題の検討等

5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10 月
11 月
12 月
1 月
2 月

精神保健福祉援助実習Ⅰ・Ⅱ（4 週間）
3 月

４
年
次

4 月

事後学習

実習の振り返り
事例検討
総まとめ
実習報告会準備
実習報告会

5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10 月
11 月
12 月
1 月
2 月
3 月

⑵　主な実習先

精神保健福祉士国家試験受験資格の要件を満たす実習先は、下記の施設等である。

⒈　精神科病院

⒉　病院又は診療所（精神病床を有するもの又は精神科若しくは心療内科を広告しているものに限る）

⒊　社会復帰施設

⒋　精神保健福祉センター

⒌　保健所

⒍　市町村保健センター等

2．精神保健福祉援助実習（社会福祉専攻）
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　「介護実習」は介護福祉士国家試験受験資格取得のための指定科目である。

⑴　実習の流れと時間配分

学年
介　護　実　習 実　習　指　導

時期 実習区分 日数（時間） 前期（時間） 後期（時間）

1 年次 2、3 月 介護実習Ⅰ− 1 	 6	（48） 介護総合演習Ⅰ（30）

2 年次
8、9 月 介護実習Ⅰ− 2 	 12	（96） 介護総合演習Ⅱ（30）
2、3 月 介護実習Ⅱ− 1 	 18	（144） 介護総合演習Ⅲ（30）

3 年次 2、3 月 介護実習Ⅱ− 2 	 23	（184） 介護総合演習Ⅳ（30）
合計 	 59	（472） 介護総合演習（120）

⑵　実習施設・事業等

1　介護実習Ⅰ− 1

　　通所介護　通所リハビリテーション　障害福祉サービス事業　障害者支援施設

2　介護実習Ⅰ− 2

　　認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）　小規模多機能型居宅介護　介護老人保健施設

3　介護実習Ⅱ− 1

　　介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）　介護老人保健施設　救護施設　障害者支援施設　障害児・者入所施設

　　訪問介護事業所

4　介護実習Ⅱ− 2

　　介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）　介護老人保健施設　救護施設　障害者支援施設　障害児・者入所施設

3．介護実習（介護福祉専攻）
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　「スクールソーシャルワーク実習」は、一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟（旧名称：一般社団法人日本社会

福祉士養成校協会）によるスクールソーシャルワーク教育課程の指定科目である。

⑴　スクールソーシャルワーク実習要件

　スクールソーシャルワーク教育課程に必要な科目（P. 107 参照）が 3 年次終了（心理福祉学科は 4 年次前期）までに履

修できていることを要件とする。

⑵　実習の流れ

学年 月 事前・事後学習 配属実習

４
年
次

4 月 実習施設の役割と機能の理解
実習先についての学習発表
実習課題の設定、個人プロフィールの作成
実習記録の書き方、活用の仕方
実習の振り返り

現場実習
〔⑶実習指定施設参照〕

5 月
6 月

7 月

8 月
9 月

⑶　実習指定施設

・ 学校教育法第 1 条で定める学校のうち原則として 18 歳未満の児童生徒を対象とした学校（原則としてスクールソーシャ

ルワーカーを置く学校、または教育委員会等に所属するスクールソーシャルワーカーに指導を受けて行う学校実習も含

む）。

・ 学校教育法で定める学校に関する施設・機関等、地方教育行政の組織及び運営に関する法律で定める教育委員会等、そ

の他教育基本法及び地方公共団体の条例等で定める学校教育に関する施設・機関・組織その他の施設・機関等。

4．スクールソーシャルワーク実習（社会福祉専攻、心理福祉学科）
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　「医療ソーシャルワーク実習」は、3 年次夏期に「ソーシャルワーク実習」を終了し、将来医療ソーシャルワーカーを目指し

ている学生が、さらなる実践体験を積むためにプログラムされている、いわばアドバンス実習である。

　そのため「医療ソーシャルワーク実習」では、医療現場に福祉職が存在する意義を考え、支援者としての姿勢や視点のみならず、

医療ソーシャルワーカーのスキル習得をも実習の課題として設定する。20 世紀初頭から現在にいたるまで、数々の実践モデル、

アプローチが開発されてきたが、それらモデル、アプローチを実際の場面で検証する機会となることを期待する。

1　実習の流れ

　「医療ソーシャルワーク実習」は、カリキュラム上の都合で変則的なスケジュールとなっているため、以下の流れを参考とさ

れたい。

　　事前オリエンテーション（3 年次前期終了時もしくは後期初回授業）

　　　↓

　　「医療ソーシャルワーク実習指導」履修登録（3 年次後期）※

　　　↓

　　実習配属先決定（4 年次 5、6 月）

　　医療ソーシャルワーク実習事前指導（4 年次前期　3 コマ程度）※※

　　　↓

　　実習先事前訪問（4 年次 6 〜 8 月）

　　　↓

　　本実習（4 年次夏期休業中）※※※

　　　↓

　　医療ソーシャルワーク実習事後指導（4 年次後期　3 コマ程度）※※

　　　↓

　　医療ソーシャルワーク実習報告会（12 月）

※ 「医療ソーシャルワーク実習指導」の履修と同時に、「医療福祉論」の履修が必須となる。「医療ソーシャルワーク実

習指導」を履修できるのは、「保健医療サービス論」、「ソーシャルワーク総論Ⅰ」において、一定の成績を修めた者、

さらに 3 年後期の「医療ソーシャルワーク実習指導」、「医療福祉論」が一定の成績でないと医療機関への実習配属は

しない。

※※ 4 年次前期には 3 コマ程度の事前指導が実施される。また、後期には 3 コマの事後指導が実施される。

※※※実習期間は実習先医療機関により異なる（2 〜 3 週間）。

5．医療ソーシャルワーク実習（社会福祉専攻）
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実習の概要

　子ども未来学科では保育士資格と幼稚園教諭一種免許の取得が卒業のための要件となっているが、これらの資格を取得す

るためには、必ず、定められた期間、学外において「実習」を行うことが義務づけられており、本学科でも、保育士資格取

得のための「保育所実習」「施設実習」、および幼稚園教諭一種免許取得のための「幼稚園教育実習」が必修（または選択必修）

科目となっている。

　実習では、大学における講義や演習を中心とした学修とは異なり、保育者と子どもが日々生活を営んでいる保育・教育・

養護等の「場」に身を置くこととなる。そうした保育実践の「場」に身を置くことによって、実際の子どもと出会い、一人

ひとりの子どもの発達の道筋の多様さに気づいたり、保育者や実習生自身の子どもへのかかわりを振り返ることを通して、

そこで求められる保育者の援助のあり方について理解を深めながら、次の実践に向かっていくことができるのである。この

ような積み重ねが、子どもを理解する力や保育の実践力を身につけていくことに繋がっていく。また、その他にも、保育の

場が持っている機能や、保育者の多様な職務内容についても、より幅広い視点から具体的に学ぶこととなる。

　さらに、このような実習での貴重な「経験」は、大学で学んできた知識や技能を踏まえて積み重ねられていくと同時に、

実習終了後、改めて大学で振り返りのための視点を獲得し、省察を深めて、自らの子どもや保育に対する見方（子ども観・

保育観）を問い直し、新たに構築していくことになる。こうした「循環する学びのプロセス」は、保育者として求められる

姿勢に欠かせないものであり、実習は、その学びのプロセスを身をもって体験し、獲得していくためにも貴重な機会である

と考えられる。

実習の流れ

　入学から卒業までの間に「保育所実習」・「施設実習」を合わせて 6 週間、「幼稚園教育実習」を 4 週間履修するが、観察、

参加の各段階を経ながら、最終段階においては、自ら指導計画を立案 ･ 実践する責任実習を行うこととなる。また、実習の

反省 ･ 評価から次の実習への自己課題を抽出し、より意識的に各実習を積み上げていくことによって、保育者としての実践

力を深めていくことが望まれる。このため、「保育所実習」、「施設実習」、「幼稚園教育実習」ともに実習の事前・事後指導の

受講を義務づけている。また、学生の実習中には学科教員が巡回訪問指導を行う。すなわち、実習には学内での事前指導、

学生による保育現場での実践、教員による巡回訪問指導、学内での事後指導という一連の流れが含まれている。

　実習中には学生は定められた期間、配属された保育所や施設、幼稚園に自宅から通勤（もしくは宿泊）することとなる。

資格取得のための実習スケジュール

実習種別 実習施設 時期 期間 備考

保育所実習Ⅰ 認可保育所、認定こども園 2 年次 2、 3 月 2 週間 ⎫
⎬保育士資格必修
⎭施設実習Ⅰ 保育所以外の児童福祉施設等 3 年次 8、 9 月 2 週間

保育所実習Ⅱ 認可保育所、認定こども園 3 年次 2、3 月 2 週間
保育士資格のためにいずれかを選択必修

施設実習Ⅱ 保育所以外の児童福祉施設等 3 年次 2、3 月 2 週間
幼稚園教育実習Ⅰ 幼稚園、認定こども園 2 年次 9 月 1 週間 ⎫

⎬幼稚園教諭一種免許必修
⎭幼稚園教育実習Ⅱ 幼稚園、認定こども園 4 年次 6 月 3 週間

実習期間 合計 10 週間

実習について（子ども未来学科）
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⑴　実習について

　保育士資格を取得するには、そのための要件を満たす児童福祉施設等での実習が不可欠となる。児童福祉施設等は、保

育所とその他の入所型あるいは通所型の施設等に分けられ、資格取得のためには、保育所とその他の施設等の両方で実習

を行わなければならない。

　保育所は、家庭との緊密な連携の下に、乳幼児の健全な心身の発達を図ることを目的として、入所する子どもの保育と

ともにその保護者や地域の子育て家庭に対する支援等を行う。また、その他の児童福祉施設として代表的なものには、乳

児院、児童養護施設、障害児入所施設などがあり、その多くは家庭に代わって児童を養護する入所施設で、対象年齢は 0

歳から満 18 歳未満と幅広い。また、これらの他に、「施設実習Ⅱ」では児童厚生施設も含まれる。

　本学では保育所における「保育所実習Ⅰ」（2 単位）、およびその他の児童福祉施設等における「施設実習Ⅰ」（2 単位）

が必修である。また、それに加えて保育所における「保育所実習Ⅱ」またはその他の児童福祉施設等における「施設実習Ⅱ」

のいずれか 2 単位の実習が選択必修となっている。

⑵　実習の内容

内容 保育所実習 施設実習

事前指導

・保育所実習の意義と概要
・実習の心構えと留意点
・実習の段階と内容
・実習関係書類の作成
・実習課題の設定と理解
・実習日誌の書き方
・責任実習実施の手順と方法
・指導案の立案と検討
・外部講師による講演会
・実習園でのオリエンテーション
・巡回担当教員による指導について
・実習の評価について

・施設実習の意義と概要
・実習の心構えと基本的態度
・施設種別と実習施設についての理解
・実習関係書類の作成
・実習課題の設定と理解
・実習日誌の書き方
・責任実習実施の手順と方法
・指導案の立案と検討
・外部講師による講演会
・実習施設でのオリエンテーション
・巡回担当教員による指導について
・実習の評価について

実習中
・巡回担当教員による訪問指導
・実習生・実習園・大学相互の連絡

・巡回担当教員による訪問指導
・実習生・施設・大学相互の連絡

事後指導

・実習の振り返り（実習課題、今後の課題）
・グループディスカッション
・園評価と自己評価の照合・検討
・実習日誌の評価および保育記録の振り返り
・実習体験報告会

・実習の振り返り
・グループディスカッション
・施設評価と自己評価の照合・検討
・実習日誌の評価及び実習記録の振り返り
・実習体験報告会

⑶　主な実習先

保育所実習 認可保育所（公立・民間）、認定こども園（公立・民間）

施設実習
乳児院、母子生活支援施設、障害児入所施設、児童発達支援センター、児童養護施設、児童心理治療施設、
児童自立支援施設などの児童福祉施設、障害者支援施設、指定障害福祉サービス事業所等

1．保育所実習・施設実習
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⑴　実習について

　幼稚園教諭一種免許を取得するための実習である。幼稚園は義務教育ではないが、学校教育法に基づいて、満 3 歳から

小学校就学の始期に達するまでの幼児を教育する場である。保育所とは対象年齢、保育時間、準拠する法などが異なって

いるため、それぞれの目的や機能、期待される役割等について、その違いと共通点について理解しておくことが望ましい。

　本学の「幼稚園教育実習」は 2 年次に 1 週間（1 単位）、4 年次に 3 週間（3 単位）を予定している。2 年次の実習は、幼

稚園の生活や幼児の心身の発達等を理解することを主たる目的としている。このような子ども理解と保育理解を基盤とし

て、4 年次には自ら子どもの実態に即した指導計画を立案し、実習生自身が責任を持って保育を実践する責任実習を行う

こととなる。2 年次と 4 年次の「幼稚園教育実習」の間には、保育所および施設実習が実施されるため、子ども理解も一

段と深まり、より適切な責任実習の立案・実践が可能となるよう意図している。

⑵　実習の内容

内容 幼稚園教育実習Ⅰ 幼稚園教育実習Ⅱ

事前指導

・「幼稚園教育実習Ⅰ」の意義と概要
・外部講師による講演会
・実習園への配属と実習関係書類の作成
・実習の段階と内容
・実習の心構えと留意点
・実習課題の理解
・保育記録の意義と実習日誌の書き方
・実習園でのオリエンテーション
・巡回担当教員による指導について
・実習の評価について

・「幼稚園教育実習Ⅱ」の意義と概要
・実習園への配属と実習関係書類の作成
・実習の段階と内容
・実習課題の設定と理解
・外部講師による講演会
・責任実習実施の手順と方法
・指導案の立案と検討
・実習日誌の書き方
・実習園でのオリエンテーション
・巡回担当教員による指導について
・実習の評価について

実習中
・巡回担当教員による訪問指導
・実習生・実習園・大学相互の連絡

・巡回担当教員による訪問指導
・実習生・実習園・大学相互の連絡

事後指導

・実習体験と学びの振り返り
　（自己の体験の発表・グループディスカッション等）

・園評価と自己評価の照合・検討
・実習日誌の評価および保育記録の振り返り

・実習体験と学びの振り返り
　（グループ討議・保育カンファレンス等）

・園評価と自己評価の照合・検討
・実習日誌の評価および保育記録の振り返り
・実習体験報告会

⑶　主な実習先

　幼稚園（公立・私立）、認定こども園（公立・私立）

2．幼稚園教育実習
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　「子育て支援実習」は、子ども未来学科 4 年次の選択科目（1 単位）として履修する選択実習である。これまでの各実習や大

学での学びを踏まえ、保育者に求められる新たな役割とされる子育て支援（保護者支援）、地域子育て支援に関する実践力を身

につけることを目標としている。

　具体的には、子育て支援施設での実習とその振り返り・反省を通して、保育者として果たすべき保育の場での子育て支援（保

護者支援）、地域子育て支援に関する実際の職務についての理解を深め、子育て・子育ちに関する地域での取り組みや連携につ

いて、子育て家庭の実態や保護者のニーズについて、支援の必要性とそのあり方などについて考察することをねらいとしている。

⑴　子育て支援実習要件

　本実習を履修するには、3 年次後期選択科目である「子育て支援論」を履修していることを原則とする。

⑵　実習の流れ

　4 年次 4、5 月　実習事前指導

8、9 月　現場実習（いずれかの日程で 5 日間）

10、11 月　実習事後指導（実習の振り返り）

⑶　実習指定施設

　原則として、川崎市麻生区役所担当課との連携による麻生区内の実習先（子育て支援施設）にて実施される。

3．子育て支援実習
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資格一覧表

⒈　卒業と同時に取得できる資格

資格名称
取得可能な学科及び専攻

資格取得に必要な科目等 備考社会
福祉

介護
福祉

心理
福祉

子ども
未来

社会福祉士
（国家試験受験資格） ○ ○ ○

P. 74
「指定科目と本学開講科目の対比」
参照

国家試験合格により資格取得
（合格後登録が必要）

介護福祉士
（国家試験受験資格） ○

P. 83
「指定科目と本学開講科目の対比」
参照

2014 年 4 月入学生から国家試験合格
により資格取得（合格後登録が必要）
P. 82

「介護福祉士」になるには参照

保育士資格 ○ P. 142 〜 144
「別表第一〜別表第三」参照 卒業と同時に資格取得

幼稚園教諭一種免許 ○ P. 146 〜 148 参照 卒業と同時に免許取得

社会福祉主事任用資格 ○ ○ ○ ○
P. 89

「指定科目と本学開講科目比較対
照表」参照

卒業と同時に資格取得

児童指導員任用資格 ○ ○ ○ ○ P. 90 参照 卒業と同時に資格取得

ピアヘルパー（受験資格） ○ P. 105
「ピアヘルパー」参照 試験合格によって資格取得

⒉　必要な科目を修得することにより取得できる資格

資格名称
取得可能な学科及び専攻

資格取得に必要な科目等 備考社会
福祉

介護
福祉

心理
福祉

子ども
未来

精神保健福祉士
（国家試験受験資格） ○

P. 93
「指定科目と本学開講科目の対比」
参照

国家試験合格により資格取得
（合格後登録が必要）

認定心理士資格 ○ ○ P. 103、104
「認定心理士取得に必要な科目」参照

卒業と同時に資格取得
（申請し認定を受ける）

ピアヘルパー（受験資格） ○ ○ ○ P. 105
「ピアヘルパー」参照 試験合格によって資格取得

スクールソーシャルワーク
教育課程修了者 ○ ○

P. 106、107
「スクールソーシャルワーク教育
課程修了者」参照

アクティビティ・ワーカー ○ P. 108、109
「アクティビティ・ワーカー」参照

ジュニアスポーツ指導員
（受験資格） ○ P. 110

「ジュニアスポーツ指導員」参照 試験合格によって資格取得

キャンプインストラクター ○ P. 111
「キャンプインストラクター」参照

中学校教諭一種免許（社会） ○ P. 133 〜 140
「心理福祉学科教職課程履修規程」参照

高等学校教諭一種免許（公民） ○ P. 133 〜 140
「心理福祉学科教職課程履修規程」参照

高等学校教諭一種免許（福祉） ○ P. 133 〜 140
「心理福祉学科教職課程履修規程」参照

特別支援学校教諭一種免許
（知的障害者） ○ P. 133 〜 140

「心理福祉学科教職課程履修規程」参照
特別支援学校教諭一種免許

（肢体不自由者） ○ P. 133 〜 140
「心理福祉学科教職課程履修規程」参照

資格取得について（2018 年度入学者まで）
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⒊　取得をめざす資格等　※授業外で対策講座等を実施

資格名称
取得可能な学科及び専攻

備考社会
福祉

介護
福祉

心理
福祉

子ども
未来

福祉住環境コーディネーター
2 級・3 級 ○ ○ ○ ○

救急法救急員 ○ ○ ○ ○

幼児安全法支援員 ○ ○ ○ ○
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⒈　「社会福祉士」とは

　「社会福祉士」は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）において以下のとおり定義されている。

（定義）

第 2 条　この法律において「社会福祉士」とは、第 28 条の登録を受け、社会福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術

をもって、身体上若しくは精神上の障害があること又は環境上の理由により日常生活を営むのに支障がある者の福祉に

関する相談に応じ、助言、指導、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その他の

関係者との連絡及び調整その他援助を行うことを業とする者をいう。

　このように「社会福祉士」は、約 30 年の歴史をもつ国家資格であり、なおかつこれからの時代においては、各種の社会

福祉施設や相談支援機関だけでなく、独立型社会福祉士として独立した立場でソーシャルワークを実践するなど、幅広い

分野でソーシャルワーカーとして活躍することが可能な資格である。

⒉　「社会福祉士」になるには

　「社会福祉士」の資格を取得するには、「社会福祉士国家試験」に合格し、「社会福祉士」として登録することが必要である。

⒊　「社会福祉士国家試験」の受験資格

　社会福祉士受験資格を得るためには、いくつかのルートがあるが、本学社会福祉学科社会福祉専攻、介護福祉専攻、心

理福祉学科の学生は、「社会福祉士及び介護福祉士法」第 7 条第 1 号のルートで社会福祉士国家試験受験資格を得ることが

できる。このルートでの社会福祉士国家試験受験資格は、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学において文

部科学省令・厚生労働省令で定める社会福祉に関する科目（通常「指定科目」と略称されている）を修得し、卒業するこ

とによって得られるものである。

　「指定科目」は、「社会福祉に関する科目を定める省令」（平成 20 年文部科学省・厚生労働省令第 3 号）により示されているが、

本学では、P. 74 表 1 の対照表どおり、授業科目を開講している。

⒋　社会福祉士国家試験

　 「社会福祉士国家試験の科目」は、「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則」（昭和 62 年厚生省令第 49 号）第 5 条の規

定により、P. 74 表 2 のとおり 19 科目が示されている。

　また、社会福祉士国家試験は、1988 年度（1989 年 1 月）の第 1 回目以降、毎年実施されてきているが、かなり狭き門と

なっている。（例年の合格率は 30% 程度）

　本学では、社会福祉士国家試験受験者のための受験対策講座等を開催しているが、社会福祉士国家試験受験を目指す学

生は、個々に明確な計画を立てて、早い時期から対策を開始していく必要がある。

⒌　「社会福祉士国家試験」の受験手続き等

　本学で指定科目を修めて卒業（見込）し、社会福祉士国家試験受験資格を得た者が社会福祉士国家試験を受験する場合は、

願書に添付する「卒業（見込）証明書」、「指定科目の履修（見込）証明書」の交付を受ける等の手続きが必要である。こ

れらの各種手続きは全て学生生活・進路支援課でできるので、ガイダンス等に出席し、各自の責任において行うこと。要

綱等の掲示は行うが、各自漏れのないように注意すること。

　また、試験合格者（社会福祉士となる資格を有する者）が「社会福祉士」となるために「社会福祉士登録」を行う際の手続も、

各自で行うことになる。

　なお、社会福祉士国家試験、および社会福祉士登録の業務は、いずれも「公益財団法人社会福祉振興・試験センター」

が厚生労働省の指定を受けた指定試験機関、指定登録機関として実施している。

1．社会福祉士国家試験受験資格（社会福祉専攻、介護福祉専攻、心理福祉学科）
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表 1　指定科目と本学開講科目の対比 	 〈2014 〜 2018 年度入学生用〉

指定科目 左表に対応する授業科目
科目名 時間数 科目名 時間数

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 30
心理学理論と心理的支援 30 心理学 30
社会理論と社会システム 30 社会学 30

現代社会と福祉 60 社会福祉学総論Ⅰ 30
社会福祉学総論Ⅱ 30

社会調査の基礎 30 社会調査法 30

相談援助の基盤と専門職 60 ソーシャルワーク総論Ⅰ 30
ソーシャルワーク総論Ⅱ 30

相談援助の理論と方法 120

ソーシャルワークⅠ 30
ソーシャルワークⅡ 30
ソーシャルワークⅢ 30
ソーシャルワークⅣ 30

地域福祉の理論と方法 60 地域福祉の理論と方法Ⅰ 30
地域福祉の理論と方法Ⅱ 30

福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 30
福祉サービスの組織と経営 30 福祉サービスの組織と経営 30

社会保障 60 社会保障論Ⅰ 30
社会保障論Ⅱ 30

高齢者に対する支援と介護保険制度 60 高齢者福祉論Ⅰ 30
高齢者福祉論Ⅱ 30

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 障害者福祉論 / 障害者福祉論Ⅰ（介護福祉専攻） 30
（障害者福祉論Ⅱ（介護福祉専攻）） （30）

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30 児童・家庭福祉論 30
低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 30
保健医療サービス 30 保健医療サービス論 30
就労支援サービス 15 就労支援 15
権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 30
更生保護制度 15 司法福祉論 30

相談援助演習 150
ソーシャルワーク演習Ⅰ 60
ソーシャルワーク演習Ⅱ 60
ソーシャルワーク演習Ⅲ 30

相談援助実習指導 90 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 30
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 60

相談援助実習 180 ソーシャルワーク実習 180

表 2　社会福祉士及び介護福祉士法施行規則第 5 条による「社会福祉士国家試験科目」

 1　　人体の構造と機能及び疾病 11　　社会保障
 2　　心理学理論と心理的支援 12　　高齢者に対する支援と介護保険制度
 3　　社会理論と社会システム 13　　障害者に対する支援と障害者自立支援制度
 4　　現代社会と福祉 14　　児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度
 5　　社会調査の基礎 15　　低所得者に対する支援と生活保護制度
 6　　相談援助の基盤と専門職 16　　保健医療サービス
 7　　相談援助の理論と方法 17　　就労支援サービス
 8　　地域福祉の理論と方法 18　　権利擁護と成年後見制度
 9　　福祉行財政と福祉計画 19　　更生保護制度
10　　福祉サービスの組織と経営
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能
と

身
体

構
造

の
概

要
③

 国
際

生
活

機
能

分
類

（
IC

F）
の

基
本

的
考

え
方

と
概

要
④

 健
康

の
捉

え
方

⑤
 疾

病
と

障
害

の
概

要
⑥

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
要

医
学

概
論

心
理

学
理

論
と

心
理

的
支

援

①
 心

理
学

理
論

に
よ

る
人

の
理

解
と

そ
の

技
法

の
基

礎
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 人

の
成

長
・

発
達

と
心

理
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 日

常
生

活
と

心
の

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 心
理

的
支

援
の

方
法

と
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 人

の
心

理
学

的
理

解
②

 人
の

成
長

・
発

達
と

心
理

③
 日

常
生

活
と

心
の

健
康

④
 心

理
的

支
援

の
方

法
と

実
際

 
心

理
学

社
会

理
論

と
社

会
シ

ス
テ

ム

①
 社

会
理

論
に

よ
る

現
代

社
会

の
捉

え
方

を
理

解
す

る
。

②
 生

活
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 人

と
社

会
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 現

代
社

会
の

理
解

②
 生

活
の

理
解

③
 人

と
社

会
の

関
係

④
 社

会
問

題
の

理
解

社
会

学

現
代

社
会

と
福

祉

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
福

祉
制

度
の

意
義

や
理

念
、

福
祉

政
策

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 福
祉

の
原

理
を

め
ぐ

る
理

論
と

哲
学

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 福
祉

政
策

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
と

資
源

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 福
祉

政
策

の
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑤
 福

祉
政

策
の

構
成

要
素

（
福

祉
政

策
に

お
け

る
政

府
、

市
場

、
家

族
、

個
人

の
役

割
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑥
 福

祉
政

策
と

関
連

政
策

（
教

育
政

策
、

住
宅

政
策

、
労

働
政

策
を

含
む

。）
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑦

 相
談

援
助

活
動

と
福

祉
政

策
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

 

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
福

祉
制

度
と

福
祉

政
策

②
 福

祉
の

原
理

を
め

ぐ
る

理
論

と
哲

学
③

 福
祉

制
度

の
発

達
過

程
④

 福
祉

政
策

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
と

資
源

⑤
 福

祉
政

策
の

課
題

⑥
 福

祉
政

策
の

構
成

要
素

⑦
 福

祉
政

策
と

関
連

政
策

⑧
 相

談
援

助
活

動
と

福
祉

政
策

の
関

係

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅰ

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅱ

社
会

調
査

の
基

礎

①
 社

会
調

査
の

意
義

と
目

的
及

び
方

法
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 統
計

法
の

概
要

、
社

会
調

査
に

お
け

る
倫

理
や

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 量
的

調
査

の
方

法
及

び
質

的
調

査
の

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

①
 社

会
調

査
の

意
義

と
目

的
②

 統
計

法
③

 社
会

調
査

に
お

け
る

倫
理

④
 社

会
調

査
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
⑤

 量
的

調
査

の
方

法
⑥

 質
的

調
査

の
方

法
⑦

 社
会

調
査

の
実

施
に

当
た

っ
て

の
IT

 の
活

用
方

法

社
会

調
査

法



76

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学
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き
事

項
授

業
科

目
名

相
談

援
助

の
基

盤
と

専
門

職

①
 社

会
福

祉
士

の
役

割
（

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
及

び
地

域
福

祉
の

基
盤

整
備

と
開

発
含

む
）

と
意

義
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 相
談

援
助

の
概

念
と

範
囲

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 相
談

援
助

の
理

念
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑤
 相

談
援

助
に

お
け

る
権

利
擁

護
の

意
義

と
範

囲
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑥
 相

談
援

助
に

係
る

専
門

職
の

概
念

と
範

囲
及

び
専

門
職

倫
理

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑦

 総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
と

多
職

種
連

携
の

意
義

と
内

容
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 社

会
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

②
 精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

③
 相

談
援

助
の

概
念

と
範

囲
④

 相
談

援
助

の
理

念
⑤

 相
談

援
助

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
意

義
⑥

 相
談

援
助

に
係

る
専

門
職

の
概

念
と

範
囲

⑦
 専

門
職

倫
理

と
倫

理
的

ジ
レ

ン
マ

⑧
 総

合
的

か
つ

包
括

的
な

援
助

と
多

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
含

む
）

の
意

義
と

内
容

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

総
論

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

総
論

Ⅱ

相
談

援
助

の
理

論
と

方
法

①
 相

談
援

助
に

お
け

る
人

と
環

境
と

の
交

互
作

用
に

関
す

る
理

論
に

 
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 相
談

援
助

の
対

象
と

様
々

な
実

践
モ

デ
ル

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 相
談

援
助

の
過

程
と

そ
れ

に
係

る
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

理
解

す
る

（
介

護
保

険
法

に
よ

る
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

や
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
及

び
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
（

障
害

者
総

合
支

援
法

）
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

利
用

計
画

に
つ

い
て

の
理

解
を

含
む

。）
④

 相
談

援
助

に
お

け
る

事
例

分
析

の
意

義
や

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 相
談

援
助

の
実

際
（

権
利

擁
護

活
動

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 人

と
環

境
の

交
互

作
用

②
 相

談
援

助
の

対
象

③
 様

々
な

実
践

モ
デ

ル
と

ア
プ

ロ
ー

チ
④

 相
談

援
助

の
過

程
⑤

 相
談

援
助

に
お

け
る

援
助

関
係

⑥
 相

談
援

助
の

た
め

の
面

接
技

術
⑦

 ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⑧
 ア

ウ
ト

リ
ー

チ
⑨

 相
談

援
助

に
お

け
る

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
⑩

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

（
相

談
援

助
に

お
け

る
多

職
種

・
多

機
関

と
の

連
携

を
含

む
。）

⑪
 集

団
を

活
用

し
た

相
談

援
助

⑫
 ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
⑬

 記
録

⑭
 相

談
援

助
と

個
人

情
報

の
保

護
の

意
義

と
留

意
点

⑮
 相

談
援

助
に

お
け

る
情

報
通

信
技

術
（

IT
）

の
活

用
⑯

 事
例

分
析

⑰
 相

談
援

助
の

実
際

（
権

利
擁

護
活

動
を

含
む

。）

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

Ⅱ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

Ⅲ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

Ⅳ

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

①
 地

域
福

祉
の

基
本

的
考

え
方

（
人

権
尊

重
、権

利
擁

護
、自

立
支

援
、

地
域

生
活

支
援

、
地

域
移

行
、

社
会

的
包

摂
等

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 地
域

福
祉

の
主

体
と

対
象

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 地
域

福
祉

に
係

る
組

織
、

団
体

及
び

専
門

職
の

役
割

と
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 地

域
福

祉
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
（

多
職

種
・

多
機

関
と

の
連

携
を

含
む

。）
の

意
義

と
方

法
及

び
そ

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑤
 地

域
福

祉
の

推
進

方
法

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
、

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
、

福
祉

ニ
ー

ズ
の

把
握

方
法

、
地

域
ト

ー
タ

ル
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

方
法

、
サ

ー
ビ

ス
の

評
価

方
法

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 地

域
福

祉
の

基
本

的
考

え
方

②
 地

域
福

祉
の

主
体

と
対

象
③

 地
域

福
祉

に
係

る
組

織
、

団
体

及
び

専
門

職
や

地
域

住
民

④
 地

域
福

祉
の

推
進

方
法

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

Ⅰ

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

Ⅱ



77

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
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ね

ら
い
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べ

き
事

項
授

業
科

目
名

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

①
 福

祉
の

行
財

政
の

実
施

体
制

（
国

・
都

道
府

県
・

市
町

村
の

役
割

、
国

と
地

方
の

関
係

、
財

源
、

組
織

及
び

団
体

、
専

門
職

の
役

割
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 福

祉
行

財
政

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 福

祉
計

画
の

意
義

や
目

的
、

主
体

、
方

法
、

留
意

点
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 福

祉
行

政
の

実
施

体
制

②
 福

祉
行

財
政

の
動

向
③

 福
祉

計
画

の
意

義
と

目
的

④
 福

祉
計

画
の

主
体

と
方

法
⑤

 福
祉

計
画

の
実

際

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

①
 福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

組
織

や
団

体
（

社
会

福
祉

法
人

、
医

療
法

人
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

営
利

法
人

、
市

民
団

体
、

自
治

会
な

ど
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

に
係

る
基

礎
理

論
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

と
管

理
運

営
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

組
織

や
団

体
②

 福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

に
係

る
基

礎
理

論
③

 福
祉

サ
ー

ビ
ス

提
供

組
織

の
経

営
と

実
際

④
 福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

管
理

運
営

の
方

法
と

実
際

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

社
会

保
障

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

課
題

（
少

子
高

齢
化

と
社

会
保

障
制

度
の

関
係

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 社
会

保
障

の
概

念
や

対
象

及
び

そ
の

理
念

等
に

つ
い

て
、

そ
の

発
達

過
程

も
含

め
て

理
解

す
る

。
③

 公
的

保
険

制
度

と
民

間
保

険
制

度
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 社
会

保
障

制
度

の
体

系
と

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 年
金

保
険

制
度

及
び

医
療

保
険

制
度

の
具

体
的

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑥

 諸
外

国
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

課
題

（
少

子
高

齢
化

と
社

会
保

障
制

度
の

関
係

を
含

む
。）

②
 社

会
保

障
の

概
念

や
対

象
及

び
そ

の
理

念
③

 社
会

保
障

の
財

源
と

費
用

④
 社

会
保

険
と

社
会

扶
助

の
関

係
⑤

 公
的

保
険

制
度

と
民

間
保

険
制

度
の

関
係

⑥
 社

会
保

障
制

度
の

体
系

⑦
 年

金
保

険
制

度
の

具
体

的
内

容
⑧

 医
療

保
険

制
度

の
具

体
的

内
容

⑨
 諸

外
国

に
お

け
る

社
会

保
障

制
度

の
概

要

社
会

保
障

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅱ

高
齢

者
に

対
す

る
支

援
と

介
護

保
険

制
度

①
 高

齢
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

・
介

護
需

要
（

高
齢

者
虐

待
や

地
域

移
行

、
就

労
の

実
態

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 高
齢

者
福

祉
制

度
の

発
展

過
程

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 介
護

の
概

念
や

対
象

及
び

そ
の

理
念

等
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 介

護
過

程
に

お
け

る
介

護
の

技
法

や
介

護
予

防
の

基
本

的
考

え
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 終
末

期
ケ

ア
の

在
り

方
（

人
間

観
や

倫
理

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑥

 相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
介

護
保

険
制

度
や

高
齢

者
の

福
祉

・
介

護
に

係
る

他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 高

齢
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

・
介

護
需

要
（

高
齢

者
虐

待
や

地
域

移
行

、
就

労
の

実
態

を
含

む
。）

②
 高

齢
者

福
祉

制
度

の
発

展
過

程
③

 介
護

の
概

念
や

対
象

④
 介

護
予

防
⑤

 介
護

過
程

⑥
 認

知
症

ケ
ア

⑦
 終

末
期

ケ
ア

⑧
 介

護
と

住
環

境
⑨

 介
護

保
険

法
⑩

 介
護

報
酬

⑪
 介

護
保

険
法

に
お

け
る

組
織

及
び

団
体

の
役

割
と

実
際

⑫
 介

護
保

険
法

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
⑬

 介
護

保
険

法
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
と

実
際

⑭
 地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

役
割

と
実

際
⑮

 老
人

福
祉

法
⑯

 高
齢

者
虐

待
の

防
止

、
高

齢
者

の
養

護
者

に
対

す
る

支
援

等
に

関
す

る
法

律
（

高
齢

者
虐

待
防

止
法

）
⑰

 高
齢

者
、

障
害

者
等

の
移

動
等

の
円

滑
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
⑱

 高
齢

者
の

居
住

の
安

定
確

保
に

関
す

る
法

律

高
齢

者
福

祉
論

Ⅰ

高
齢

者
福

祉
論

Ⅱ
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科
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教

育
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容
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記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

障
害

者
に

対
す

る
支

援
と

障
害

者
自

立
支

援
制

度

①
 障

害
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
や

福
祉

・
介

護
需

要
（

地
域

移
行

や
就

労
の

実
態

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 障
害

者
福

祉
制

度
の

発
展

過
程

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
障

害
者

総
合

支
援

法
や

障
害

者
の

福
祉

・
介

護
に

係
る

他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 障

害
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

・
介

護
需

要
②

 障
害

者
福

祉
制

度
の

発
展

過
程

③
 障

害
者

総
合

支
援

法
④

 障
害

者
総

合
支

援
法

に
お

け
る

組
織

及
び

団
体

の
役

割
と

実
際

⑤
 障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
専

門
職

の
役

割
と

実
際

⑥
 障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
多

職
種

連
携

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
と

実
際

⑦
 相

談
支

援
事

業
所

の
役

割
と

実
際

⑧
 身

体
障

害
者

福
祉

法
⑨

 知
的

障
害

者
福

祉
法

⑩
 精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

⑪
 発

達
障

害
者

支
援

法
⑫

 障
害

者
基

本
法

⑬
 心

神
喪

失
等

の
状

態
で

重
大

な
他

害
行

為
を

行
っ

た
者

の
医

療
及

び
観

察
等

に
関

す
る

法
律

⑭
 高

齢
者

、
障

害
者

等
の

移
動

等
の

円
滑

化
の

促
進

に
関

す
る

法
律

⑮
 障

害
者

の
雇

用
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

障
害

者
福

祉
論

障
害

者
福

祉
論

Ⅰ
（

介
護

福
祉

専
攻

）

障
害

者
福

祉
論

Ⅱ
（

介
護

福
祉

専
攻

）

児
童

や
家

庭
に

対
す

る
支

援
と

児
童

・
家

庭
福

祉
制

度

①
 児

童
・

家
庭

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

（
子

育
て

、
一

人
親

家
庭

、
児

童
虐

待
及

び
家

庭
内

暴
力

（
D

.V
）

の
実

態
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 児

童
・

家
庭

福
祉

制
度

の
発

展
過

程
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 児

童
の

権
利

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
児

童
・

家
庭

福
祉

制
度

や
 

児
童

・
家

庭
福

祉
に

係
る

他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 児

童
・

家
庭

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

（
一

人
親

家
庭

、
児

童
虐

待
及

び
家

庭
内

暴
力

（
D

.V
）、

地
域

に
お

け
る

子
育

て
支

援
及

び
青

少
年

育
成

の
実

態
を

含
む

。）
と

実
際

②
 児

童
・

家
庭

福
祉

制
度

の
発

展
過

程
③

 児
童

の
定

義
と

権
利

④
 児

童
福

祉
法

⑤
 児

童
虐

待
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
（

児
童

虐
待

防
止

法
）

⑥
 配

偶
者

か
ら

の
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

保
護

に
関

す
る

法
律

（
D

.V
法

）
⑦

 母
子

及
び

寡
婦

福
祉

法
⑧

 母
子

保
健

法
⑨

 児
童

手
当

法
⑩

 児
童

扶
養

手
当

法
⑪

 特
別

児
童

扶
養

手
当

等
の

支
給

に
関

す
る

法
律

⑫
 次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
⑬

 少
子

化
社

会
対

策
基

本
法

⑭
 売

春
防

止
法

⑮
 児

童
・

家
庭

福
祉

制
度

に
お

け
る

組
織

及
び

団
体

の
役

割
と

実
際

⑯
 児

童
・

家
庭

福
祉

制
度

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
⑰

 児
童

・
家

庭
福

祉
制

度
に

お
け

る
多

職
種

連
携

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
と

実
際

⑱
 児

童
相

談
所

の
役

割
と

実
際

児
童

・
家

庭
福

祉
論
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記
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す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

低
所

得
者

に
対

す
る

支
援

と
生

活
保

護
制

度

①
 低

所
得

階
層

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

と
そ

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

生
活

保
護

制
度

や
生

活
保

護
制

度
に

係
る

他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
意

義
と

そ
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 低

所
得

階
層

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

と
実

際
②

 生
活

保
護

制
度

③
 生

活
保

護
制

度
に

お
け

る
組

織
及

び
団

体
の

役
割

と
実

際
④

 生
活

保
護

制
度

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
⑤

 生
活

保
護

制
度

に
お

け
る

多
職

種
連

携
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

と
実

際
⑥

 福
祉

事
務

所
の

役
割

と
実

際
⑦

 自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

意
義

と
実

際
⑧

 低
所

得
者

対
策

⑨
 低

所
得

者
へ

の
住

宅
政

策
⑩

 ホ
ー

ム
レ

ス
対

策

公
的

扶
助

論

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

①
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

医
療

保
険

制
度

（
診

療
報

酬
に

関
す

る
内

容
を

含
む

。）
や

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
、

多
職

種
協

働
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 医

療
保

険
制

度
②

 診
療

報
酬

③
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

概
要

④
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
専

門
職

の
役

割
と

実
際

⑤
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
関

係
者

と
の

連
携

と
実

際

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

論

就
労

支
援

サ
ー

ビ
ス

①
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

各
種

の
就

労
支

援
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 就

労
支

援
に

係
る

組
織

、
団

体
及

び
専

門
職

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 就
労

支
援

分
野

と
の

連
携

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 雇

用
・

就
労

の
動

向
と

労
働

施
策

の
概

要
②

 就
労

支
援

制
度

の
概

要
③

 就
労

支
援

に
係

る
組

織
、

団
体

の
役

割
と

実
際

④
 就

労
支

援
に

係
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
⑤

 就
労

支
援

分
野

と
の

連
携

と
実

際

就
労

支
援

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度

①
 相

談
援

助
活

動
と

法
（

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

、
民

法
・

行
政

法
の

理
解

を
含

む
。）

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

成
年

後
見

制
度

（
後

見
人

等
の

役
割

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 成
年

後
見

制
度

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 社

会
的

排
除

や
虐

待
な

ど
の

権
利

侵
害

や
認

知
症

な
ど

の
日

常
生

活
上

の
支

援
が

必
要

な
者

に
対

す
る

権
利

擁
護

活
動

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 相

談
援

助
活

動
と

法
（

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

、
民

法
・

行
政

法
の

理
解

を
含

む
。）

と
の

関
わ

り
②

 成
年

後
見

制
度

③
 日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
④

 成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

⑤
 権

利
擁

護
に

係
る

組
織

、
団

体
の

役
割

と
実

際
⑥

 権
利

擁
護

活
動

の
実

際

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度

更
生

保
護

制
度

①
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

更
生

保
護

制
度

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 更
生

保
護

を
中

心
に

、
刑

事
司

法
・

少
年

司
法

分
野

で
活

動
す

る
組

織
、

団
体

及
び

専
門

職
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 刑

事
司

法
・

少
年

司
法

分
野

の
他

機
関

等
と

の
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 更

生
保

護
制

度
の

概
要

②
 更

生
保

護
制

度
の

担
い

手
③

 更
生

保
護

制
度

に
お

け
る

関
係

機
関

・
団

体
と

の
連

携
④

 医
療

観
察

制
度

の
概

要
⑤

 更
生

保
護

に
お

け
る

近
年

の
動

向
と

課
題

司
法

福
祉

論
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

相
談

援
助

演
習

相
談

援
助

の
知

識
と

技
術

に
係

る
他

の
科

目
と

の
関

連
性

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
社

会
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

相
談

援
助

に
係

る
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

、
次

に
掲

げ
る

方
法

を
用

い
て

、
実

践
的

に
習

得
す

る
と

と
も

に
、

専
門

的
援

助
技

術
と

し
て

概
念

化
し

理
論

化
し

体
系

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

涵
養

す
る

。
①

 総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
及

び
地

域
福

祉
の

基
盤

整
備

と
開

発
に

係
る

具
体

的
な

相
談

援
助

事
例

を
体

系
的

に
と

り
あ

げ
る

こ
と

。
②

 個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
、

具
体

的
な

援
助

場
面

を
想

定
し

た
実

技
指

導
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー

イ
ン

グ
等

）
を

中
心

と
す

る
演

習
形

態
に

よ
り

行
う

こ
と

。

①
 以

下
の

内
容

に
つ

い
て

は
相

談
援

助
実

習
を

行
う

前
に

学
習

を
開

始
し

、
十

分
な

学
習

を
し

て
お

く
こ

と
　

ア
　

自
己

覚
知

　
イ

　
基

本
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
習

得
　

ウ
　

基
本

的
な

面
接

技
術

の
習

得
　

エ
　

次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
課

題
別

の
相

談
援

助
事

例
等

（
集

団
に

対
す

る
相

談
援

助
事

例
を

含
む

。）
を

活
用

し
、

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
に

つ
い

て
実

践
的

に
習

得
す

る
こ

と
。

　
　

　（
ア

）
社

会
的

排
除

　
　

　（
イ

）
虐

待
（

児
童

・
高

齢
者

）
　

　
　（

ウ
）

家
庭

内
暴

力
（

D
.V

）
　

　
　（

エ
）

低
所

得
者

　
　

　（
オ

）
ホ

ー
ム

レ
ス

　
　

　（
カ

）
そ

の
他

の
危

機
状

態
に

あ
る

相
談

援
助

事
例

（
権

利
擁

護
活

動
を

含
む

。）
　

オ
　

エ
に

掲
げ

る
事

例
等

を
題

材
と

し
て

、
次

に
掲

げ
る

具
体

的
な

相
談

援
助

場
面

及
び

相
談

援
助

の
過

程
を

想
定

し
た

実
技

指
導

を
行

う
こ

と
。

　
　

　（
ア

）
イ

ン
テ

ー
ク

　
　

　（
イ

）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

　
　（

ウ
）

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

　
　

　（
エ

）
支

援
の

実
施

　
　

　（
オ

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
　

　
　（

カ
）

効
果

測
定

　
　

　（
キ

）
終

結
と

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

　
カ

　
オ

の
実

技
指

導
に

当
た

っ
て

は
、

次
に

掲
げ

る
内

容
を

含
め

る
こ

と
。

　
　

　（
ア

）
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
　

　
　（

イ
）

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

　
　

　（
ウ

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

　
　（

エ
）

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
　

キ
　

地
域

福
祉

の
基

盤
整

備
と

開
発

に
係

る
事

例
を

活
用

し
、

次
に

揚
げ

る
事

項
に

つ
い

て
実

技
指

導
を

行
う

こ
と

。
　

　
　（

ア
）

地
域

住
民

に
対

す
る

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

と
ニ

ー
ズ

把
握

　
　

　（
イ

）
地

域
福

祉
の

計
画

　
　

　（
ウ

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

　
　（

エ
）

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
　

　
　（

オ
）

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
②

 相
談

援
助

実
習

後
に

行
う

こ
と

。
相

談
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
個

別
的

な
体

験
を

一
般

化
し

、
実

践
的

な
知

識
と

技
術

と
し

て
習

得
で

き
る

よ
う

に
、

相
談

援
助

実
習

に
お

け
る

学
生

等
の

個
別

的
な

体
験

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
集

団
指

導
並

び
に

個
別

指
導

に
よ

る
実

技
指

導
を

行
う

こ
と

。

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅱ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅲ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

相
談

援
助

実
習

指
導

①
 相

談
援

助
実

習
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 相
談

援
助

実
習

に
係

る
個

別
指

導
並

び
に

集
団

指
導

を
通

し
て

、
相

談
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
具

体
的

か
つ

実
際

的
に

理
解

し
実

践
的

な
技

術
等

を
体

得
す

る
。

③
 社

会
福

祉
士

と
し

て
求

め
ら

れ
る

資
質

、
技

能
、

倫
理

、
自

己
に

求
め

ら
れ

る
課

題
把

握
等

、
総

合
的

に
対

応
で

き
る

能
力

を
習

得
す

る
。

④
 具

体
的

な
体

験
や

援
助

活
動

を
、

専
門

的
援

助
技

術
と

し
て

概
念

化
し

理
論

化
し

体
系

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

涵
養

す
る

。

次
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
個

別
指

導
及

び
集

団
指

導
を

行
う

も
の

と
す

る
。

①
 相

談
援

助
実

習
と

相
談

援
助

実
習

指
導

に
お

け
る

個
別

指
導

及
び

集
団

指
導

の
意

義
②

 実
際

に
実

習
を

行
う

実
習

分
野

（
利

用
者

理
解

含
む

。）
と

施
設

・
事

業
者

・
機

関
・

団
体

・
地

域
社

会
等

に
関

す
る

基
本

的
な

理
解

③
 実

習
先

で
行

わ
れ

る
介

護
や

保
育

等
の

関
連

業
務

に
関

す
る

基
本

的
な

理
解

④
 現

場
体

験
学

習
及

び
見

学
実

習
（

実
際

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

理
解

や
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

体
験

等
を

含
む

。）
⑤

 実
習

先
で

必
要

と
さ

れ
る

相
談

援
助

に
係

る
知

識
と

技
術

に
関

す
る

理
解

⑥
 実

習
に

お
け

る
個

人
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
保

護
と

守
秘

義
務

等
の

理
解

（
個

人
情

報
保

護
法

の
理

解
を

含
む

。）
⑦

 「
実

習
記

録
ノ

ー
ト

」
へ

の
記

録
内

容
及

び
記

録
方

法
に

関
す

る
理

解
⑧

 実
習

生
、

実
習

担
当

教
員

、
実

習
先

の
実

習
指

導
者

と
の

三
者

協
議

を
踏

ま
え

た
実

習
計

画
の

作
成

⑨
 巡

回
指

導
⑩

 実
習

記
録

や
実

習
体

験
を

踏
ま

え
た

課
題

の
整

理
と

実
習

総
括

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
⑪

 実
習

の
評

価
全

体
総

括
会

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

実
習

指
導

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

実
習

指
導

Ⅱ

相
談

援
助

実
習

①
 相

談
援

助
実

習
を

通
し

て
、

相
談

援
助

に
係

る
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

具
体

的
か

つ
実

際
的

に
理

解
し

実
践

的
な

技
術

等
を

体
得

す
る

。
②

 社
会

福
祉

士
と

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
、

技
能

、
倫

理
、

自
己

に
求

め
ら

れ
る

課
題

把
握

等
、

総
合

的
に

対
応

で
き

る
能

力
を

習
得

す
る

。
③

 関
連

分
野

の
専

門
職

と
の

連
携

の
あ

り
方

及
び

そ
の

具
体

的
内

容
を

実
践

的
に

理
解

す
る

。

①
 学

生
等

は
次

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

い
て

実
習

指
導

者
に

よ
る

指
導

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

②
 相

談
援

助
実

習
指

導
担

当
教

員
は

巡
回

指
導

等
を

通
し

て
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
学

生
等

及
び

実
習

指
導

者
と

の
連

絡
調

整
を

密
に

行
い

、
学

生
等

の
実

習
状

況
に

つ
い

て
の

把
握

と
と

も
に

実
習

中
の

個
別

指
導

を
十

分
に

行
う

も
の

と
す

る
。

　
ア

　
利

用
者

や
そ

の
関

係
者

、
施

設
・

事
業

者
・

機
関

・
団

体
等

の
職

員
、

地
域

住
民

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
の

基
本

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

人
と

の
付

き
合

い
方

な
ど

の
円

滑
な

人
間

関
係

の
形

成
　

イ
　

利
用

者
理

解
と

そ
の

需
要

の
把

握
及

び
支

援
計

画
の

作
成

　
ウ

　
利

用
者

や
そ

の
関

係
者

（
家

族
・

親
族

・
友

人
等

）
と

の
援

助
関

係
の

形
成

　
エ

　
利

用
者

や
そ

の
関

係
者

（
家

族
・

親
族

・
友

人
等

）
へ

の
権

利
擁

護
及

び
支

援
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
を

含
む

。）
と

そ
の

評
価

　
オ

　
多

職
種

連
携

を
は

じ
め

と
す

る
支

援
に

お
け

る
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
の

実
際

　
カ

　
社

会
福

祉
士

と
し

て
の

職
業

倫
理

、
施

設
・

事
業

者
・

機
関

・
団

体
等

の
職

員
の

就
業

な
ど

に
関

す
る

規
定

へ
の

理
解

と
組

織
の

一
員

と
し

て
の

役
割

と
責

任
へ

の
理

解
　

キ
　

施
設

・
事

業
者

・
機

関
・

団
体

等
の

経
営

や
サ

ー
ビ

ス
の

管
理

運
営

の
実

際
　

ク
　

当
該

実
習

先
が

地
域

社
会

の
中

の
施

設
・

事
業

者
・

機
関

・
団

体
等

で
あ

る
こ

と
へ

の
理

解
と

具
体

的
な

地
域

社
会

へ
の

働
き

か
け

と
し

て
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
キ

ン
グ

、
社

会
資

源
の

活
用

・
調

整
・

開
発

に
関

す
る

理
解

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

実
習
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⒈　「介護福祉士」とは

　社会福祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）により以下のように定義されている。

（定義）

第二条（第 1 項　略）

2　この法律において「介護福祉士」とは、第 42 条第 1 項の登録を受け、介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技

術をもって、身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身の状況に応じた

介護（喀痰吸引その他のその者が日常生活を営むのに必要な行為であって、医師の指示の下に行われるもの（厚生労

働省令で定めるものに限る。以下「喀痰吸引等」という。）を含む。）を行い、並びにその者及びその介護者に対して

介護に関する指導を行うことを業とする者をいう。

　このように「介護福祉士」は、これからの時代において、社会福祉実践現場の最先端で、高齢者や障害者が生きがいを持っ

て生活していくことを支援する専門性を持った資格である。

　さらに 2011 年 6 月、「社会福祉士及び介護福祉士法」の一部改正が行われ、2015 年度より介護福祉士が喀痰吸引、経管

栄養という医行為を一定の要件の下に業として行うことが出来るようになった。法改正により、介護福祉士が法令に定め

る範囲において医療的ケアの一部を担うことは、生活の支援に加えて生命・健康に直接かかわるケアを提供していくもの

である。

⒉　「介護福祉士」になるには

　「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正により、平成 29 年度（第 30 回）から、養成施設ルートが介護福祉士国家試験の

受験資格となった。なお、養成施設を令和 8 年度末までに卒業する学生は、卒業後 5 年の間は、国家試験を受験しなくても、

または、合格しなくても、介護福祉士になることができる。この間に国家試験に合格するか、卒業後 5 年間続けて介護等

の業務に従事することで、5 年経過後も介護福祉士の登録を継続することができる。令和 9 年度以降に養成施設を卒業す

る学生からは、国家試験に合格しなければ介護福祉士になることはできない。（2020 年 11 月現在）

⒊　「介護福祉士資格」の取得

　本学の場合は、介護福祉専攻が、「田園調布学園大学人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻」の名称で、社会福祉士及

び介護福祉士法第 40 条第 2 項第 1 号の介護福祉士養成施設（修業年限 4 年、1 学年入学定員 35 名）として指定されており、

本学社会福祉学科介護福祉専攻（2018 年度入学者まで）では、学則第 25 条の規定に基づく卒業要件を満たすと、介護福

祉士の受験資格を得ることができる。

⒋　「介護福祉士国家試験」受験手続き等

　本学で指定科目を修めて卒業（見込）し、介護福祉士国家試験受験資格を得た者が「介護福祉士国家試験」を受験する

場合は、「公益財団法人社会福祉振興・試験センター」へ受験手続きが必要となる。

　また、試験合格者が「介護福祉士」となるためには、「公益財団法人社会福祉振興・試験センター」へ登録手続きが必要

となる。

2．介護福祉士国家試験受験資格（介護福祉専攻）



83

表 1　指定科目と本学開講科目の対比（2018 年度入学者まで）
指定科目 左表に対応する授業科目

科目名 時間数 科目名 時間数 授業形態

人
間
と
社
会

人
間
の

理
解

人間の尊厳と自立 30 以上 倫理学 30 講義
人間関係とコミュニケーション 30 以上 カウンセリング 30 講義

社
会
の
理
解

社会の理解 60 以上

生活福祉論 30 講義
社会保障論Ⅰ 30 講義
社会保障論Ⅱ 30 講義
高齢者福祉論Ⅰ 30 講義
社会福祉学総論Ⅰ 30 講義
権利擁護と成年後見制度 30 講義

介　
　

護

介護の基本 180

介護福祉論Ⅰ 30 講義
介護福祉論Ⅱ 30 講義
暮らしと生活環境 30 講義
生きがい活動論 30 演習
リハビリテーション論 30 講義
ケアマネジメント論 30 講義

コミュニケーション技術 60
コミュニケーション技術Ⅰ 30 講義
コミュニケーション技術Ⅱ 30 演習

生活支援技術 300

生活支援技術Ⅰ 60 演習
生活支援技術Ⅱ 60 演習
生活支援技術Ⅲ 30 演習
生活支援技術Ⅳ 30 演習
生活支援技術Ⅴ 60 演習
生活支援技術Ⅵ 60 演習

介護過程 150

介護過程Ⅰ 30 講義
介護過程Ⅱ 30 演習
介護過程Ⅲ 30 演習
介護過程Ⅳ 30 演習
介護過程Ⅴ 30 演習

介護総合演習 120

介護総合演習Ⅰ 30 演習
介護総合演習Ⅱ 30 演習
介護総合演習Ⅲ 30 演習
介護総合演習Ⅳ 30 演習

介護実習 450

介護実習Ⅰ− 1 48
実習

（472）
介護実習Ⅰ− 2 96
介護実習Ⅱ− 1 144
介護実習Ⅱ− 2 184

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の理解 60
老年心理学 30 講義
医学概論 30 講義

認知症の理解 60
精神保健 30 講義
認知症ケア論 30 講義

障害の理解 60
障害者福祉論Ⅰ 30 講義
障害者福祉論Ⅱ 30 講義

こころとからだのしくみ 120

心理学 30 講義
身体構造と機能Ⅰ 30 講義
身体構造と機能Ⅱ 30 講義
身体構造と機能Ⅲ 30 講義

医
療
的

ケ
ア

医療的ケア
（2012 年度入学生から適用）

50 以上
（実時間）

医療的ケアⅠ 60 講義
医療的ケアⅡ 30 講義
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指
定

科
目

と
本

学
開

講
科

目
に

お
け

る
教

育
内

容
の

対
応

表
（

20
18

年
度

入
学

者
ま

で
）

1 
介

護
を

必
要

と
す

る
者

に
対

す
る

全
人

的
な

理
解

や
尊

厳
の

保
持

、
介

護
実

践
の

基
盤

と
な

る
教

養
、

総
合

的
な

判
断

力
及

び
豊

か
な

人
間

性
を

涵
養

す
る

。
2 

利
用

者
に

対
し

て
、

あ
る

い
は

多
職

種
協

働
で

進
め

る
チ

ー
ム

ケ
ア

に
お

い
て

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

た
め

の
基

礎
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
養

う
。

3 
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

(説
明

責
任

)や
根

拠
に

基
づ

く
介

護
の

実
践

の
た

め
の

、
わ

か
り

や
す

い
説

明
や

的
確

な
記

録
・

記
述

を
行

う
能

力
を

養
う

。
4 

介
護

実
践

に
必

要
な

知
識

と
い

う
観

点
か

ら
、

介
護

保
険

や
障

害
者

総
合

支
援

法
を

中
心

に
、

社
会

保
障

の
制

度
、

施
策

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

養
う

。
ま

た
、

利
用

者
の

権
利

擁
護

の
視

点
、

職
業

倫
理

観
を

養
う

。

人 間 と 社 会

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

人 間 の 理 解

人
間

の
尊

厳
と

自
立

「
人

間
」

の
理

解
を

基
礎

と
し

て
、人

間
と

し
て

の
尊

厳
の

保
持

と
自

立
・

自
律

し
た

生
活

を
支

え
る

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
し

、
介

護
場

面
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

に
つ

い
て

対
応

で
き

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
能

力
を

養
う

学
習

と
す

る
。

①
 人

間
の

尊
厳

と
自

立
②

 介
護

に
お

け
る

尊
厳

の
保

持
・

自
立

支
援

倫
理

学

人
間

関
係

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

介
護

実
践

の
た

め
に

必
要

な
人

間
の

理
解

や
、

他
者

へ
の

情
報

の
伝

達
に

必
要

な
、

基
礎

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

た
め

の
学

習
と

す
る

。

①
 人

間
関

係
の

形
成

②
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

社 会 の 理 解

社
会

の
理

解

①
 個

人
が

自
立

し
た

生
活

を
営

む
と

い
う

こ
と

を
理

解
す

る
た

め
、

個
人

、
家

族
、

近
隣

、
地

域
、

社
会

の
単

位
で

人
間

を
捉

え
る

視
点

を
養

い
、

人
間

の
生

活
と

社
会

の
関

わ
り

や
、

自
助

か
ら

公
助

に
至

る
過

程
に

つ
い

て
理

解
す

る
た

め
の

学
習

と
す

る
。

②
 わ

が
国

の
社

会
保

障
の

基
本

的
な

考
え

方
、

歴
史

と
変

遷
、

し
く

み
に

つ
い

て
理

解
す

る
学

習
と

す
る

。
③

 介
護

に
関

す
る

近
年

の
社

会
保

障
制

度
の

大
き

な
変

化
で

あ
る

介
護

保
険

制
度

と
障

害
者

自
立

支
援

制
度

に
つ

い
て

、
介

護
実

践
に

必
要

な
観

点
か

ら
基

礎
的

知
識

を
習

得
す

る
学

習
と

す
る

。
④

 介
護

実
践

に
必

要
と

さ
れ

る
観

点
か

ら
、

個
人

情
報

保
護

や
成

年
後

見
制

度
な

ど
の

基
礎

的
知

識
を

習
得

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 生

活
と

福
祉

②
 社

会
保

障
制

度
③

 介
護

保
険

制
度

④
 障

害
者

自
立

支
援

制
度

⑤
 介

護
実

践
に

関
連

す
る

諸
制

度

生
活

福
祉

論

社
会

保
障

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅱ

高
齢

者
福

祉
論

Ⅰ

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅰ

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度

介 護

1 
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

対
象

、
場

に
よ

ら
ず

、
あ

ら
ゆ

る
介

護
場

面
に

汎
用

で
き

る
基

本
的

な
介

護
の

知
識

・
技

術
を

養
う

。
2 

自
立

支
援

の
観

点
か

ら
介

護
実

践
で

き
る

能
力

を
養

う
。

3 
利

用
者

の
み

な
ら

ず
、

家
族

等
に

対
す

る
精

神
的

支
援

や
援

助
の

た
め

に
、

実
践

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

。
4 

多
職

種
協

働
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

な
ど

の
制

度
の

仕
組

み
を

踏
ま

え
、

具
体

的
な

事
例

に
つ

い
て

介
護

過
程

を
展

開
で

き
る

能
力

を
養

う
。

5 
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

た
介

護
を

実
践

す
る

能
力

を
養

う
。

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

介
護

の
基

本

「
尊

厳
の

保
持

」「
自

立
支

援
」

と
い

う
新

し
い

介
護

の
考

え
方

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、「

介
護

を
必

要
と

す
る

人
」

を
、

生
活

の
観

点
か

ら
捉

え
る

た
め

の
学

習
。

ま
た

、
介

護
に

お
け

る
安

全
や

チ
ー

ム
ケ

ア
等

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

の
学

習
と

す
る

。

①
 介

護
福

祉
士

を
取

り
巻

く
状

況
②

 介
護

福
祉

士
の

役
割

と
機

能
を

支
え

る
し

く
み

③
 尊

厳
を

支
え

る
介

護
④

 自
立

に
向

け
た

介
護

⑤
 介

護
を

必
要

と
す

る
人

の
理

解
⑥

 介
護

サ
ー

ビ
ス

⑦
 介

護
実

践
に

お
け

る
連

携
⑧

 介
護

従
事

者
の

倫
理

⑨
 介

護
に

お
け

る
安

全
の

確
保

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⑩
 介

護
従

事
者

の
安

全

介
護

福
祉

論
Ⅰ

介
護

福
祉

論
Ⅱ

暮
ら

し
と

生
活

環
境

生
き

が
い

活
動

論

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
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指
定

科
目

と
本

学
開

講
科

目
に

お
け

る
教

育
内

容
の

対
応

表
（

20
18

年
度

入
学

者
ま

で
）

1 
介

護
を

必
要

と
す

る
者

に
対

す
る

全
人

的
な

理
解

や
尊

厳
の

保
持

、
介

護
実

践
の

基
盤

と
な

る
教

養
、

総
合

的
な

判
断

力
及

び
豊

か
な

人
間

性
を

涵
養

す
る

。
2 

利
用

者
に

対
し

て
、

あ
る

い
は

多
職

種
協

働
で

進
め

る
チ

ー
ム

ケ
ア

に
お

い
て

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

た
め

の
基

礎
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
養

う
。

3 
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

(説
明

責
任

)や
根

拠
に

基
づ

く
介

護
の

実
践

の
た

め
の

、
わ

か
り

や
す

い
説

明
や

的
確

な
記

録
・

記
述

を
行

う
能

力
を

養
う

。
4 

介
護

実
践

に
必

要
な

知
識

と
い

う
観

点
か

ら
、

介
護

保
険

や
障

害
者

総
合

支
援

法
を

中
心

に
、

社
会

保
障

の
制

度
、

施
策

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

養
う

。
ま

た
、

利
用

者
の

権
利

擁
護

の
視

点
、

職
業

倫
理

観
を

養
う

。

人 間 と 社 会

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

人 間 の 理 解

人
間

の
尊

厳
と

自
立

「
人

間
」

の
理

解
を

基
礎

と
し

て
、人

間
と

し
て

の
尊

厳
の

保
持

と
自

立
・

自
律

し
た

生
活

を
支

え
る

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
し

、
介

護
場

面
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

に
つ

い
て

対
応

で
き

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
能

力
を

養
う

学
習

と
す

る
。

①
 人

間
の

尊
厳

と
自

立
②

 介
護

に
お

け
る

尊
厳

の
保

持
・

自
立

支
援

倫
理

学

人
間

関
係

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

介
護

実
践

の
た

め
に

必
要

な
人

間
の

理
解

や
、

他
者

へ
の

情
報

の
伝

達
に

必
要

な
、

基
礎

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

た
め

の
学

習
と

す
る

。

①
 人

間
関

係
の

形
成

②
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

社 会 の 理 解

社
会

の
理

解

①
 個

人
が

自
立

し
た

生
活

を
営

む
と

い
う

こ
と

を
理

解
す

る
た

め
、

個
人

、
家

族
、

近
隣

、
地

域
、

社
会

の
単

位
で

人
間

を
捉

え
る

視
点

を
養

い
、

人
間

の
生

活
と

社
会

の
関

わ
り

や
、

自
助

か
ら

公
助

に
至

る
過

程
に

つ
い

て
理

解
す

る
た

め
の

学
習

と
す

る
。

②
 わ

が
国

の
社

会
保

障
の

基
本

的
な

考
え

方
、

歴
史

と
変

遷
、

し
く

み
に

つ
い

て
理

解
す

る
学

習
と

す
る

。
③

 介
護

に
関

す
る

近
年

の
社

会
保

障
制

度
の

大
き

な
変

化
で

あ
る

介
護

保
険

制
度

と
障

害
者

自
立

支
援

制
度

に
つ

い
て

、
介

護
実

践
に

必
要

な
観

点
か

ら
基

礎
的

知
識

を
習

得
す

る
学

習
と

す
る

。
④

 介
護

実
践

に
必

要
と

さ
れ

る
観

点
か

ら
、

個
人

情
報

保
護

や
成

年
後

見
制

度
な

ど
の

基
礎

的
知

識
を

習
得

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 生

活
と

福
祉

②
 社

会
保

障
制

度
③

 介
護

保
険

制
度

④
 障

害
者

自
立

支
援

制
度

⑤
 介

護
実

践
に

関
連

す
る

諸
制

度

生
活

福
祉

論

社
会

保
障

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅱ

高
齢

者
福

祉
論

Ⅰ

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅰ

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度

介 護

1 
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

対
象

、
場

に
よ

ら
ず

、
あ

ら
ゆ

る
介

護
場

面
に

汎
用

で
き

る
基

本
的

な
介

護
の

知
識

・
技

術
を

養
う

。
2 

自
立

支
援

の
観

点
か

ら
介

護
実

践
で

き
る

能
力

を
養

う
。

3 
利

用
者

の
み

な
ら

ず
、

家
族

等
に

対
す

る
精

神
的

支
援

や
援

助
の

た
め

に
、

実
践

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

。
4 

多
職

種
協

働
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

な
ど

の
制

度
の

仕
組

み
を

踏
ま

え
、

具
体

的
な

事
例

に
つ

い
て

介
護

過
程

を
展

開
で

き
る

能
力

を
養

う
。

5 
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

た
介

護
を

実
践

す
る

能
力

を
養

う
。

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

介
護

の
基

本

「
尊

厳
の

保
持

」「
自

立
支

援
」

と
い

う
新

し
い

介
護

の
考

え
方

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、「

介
護

を
必

要
と

す
る

人
」

を
、

生
活

の
観

点
か

ら
捉

え
る

た
め

の
学

習
。

ま
た

、
介

護
に

お
け

る
安

全
や

チ
ー

ム
ケ

ア
等

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

の
学

習
と

す
る

。

①
 介

護
福

祉
士

を
取

り
巻

く
状

況
②

 介
護

福
祉

士
の

役
割

と
機

能
を

支
え

る
し

く
み

③
 尊

厳
を

支
え

る
介

護
④

 自
立

に
向

け
た

介
護

⑤
 介

護
を

必
要

と
す

る
人

の
理

解
⑥

 介
護

サ
ー

ビ
ス

⑦
 介

護
実

践
に

お
け

る
連

携
⑧

 介
護

従
事

者
の

倫
理

⑨
 介

護
に

お
け

る
安

全
の

確
保

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⑩
 介

護
従

事
者

の
安

全

介
護

福
祉

論
Ⅰ

介
護

福
祉

論
Ⅱ

暮
ら

し
と

生
活

環
境

生
き

が
い

活
動

論

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論

介 護

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術

介
護

を
必

要
と

す
る

者
の

理
解

や
援

助
的

関
係

、援
助

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

や
利

用
者

家
族

、
あ

る
い

は
多

職
種

協
働

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

学
習

と
す

る
。

①
 介

護
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
②

 介
護

場
面

に
お

け
る

利
用

者
・

家
族

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
③

 介
護

に
お

け
る

チ
ー

ム
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
Ⅱ

生
活

支
援

技
術

尊
厳

の
保

持
の

観
点

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

状
態

で
あ

っ
て

も
、

そ
の

人
の

自
立

・
自

律
を

尊
重

し
、

潜
在

能
力

を
引

き
出

し
た

り
、

見
守

る
こ

と
も

含
め

た
適

切
な

介
護

技
術

を
用

い
て

、
安

全
に

援
助

で
き

る
技

術
や

知
識

に
つ

い
て

習
得

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 生

活
支

援
②

 自
立

に
向

け
た

居
住

環
境

の
整

備
③

 自
立

に
向

け
た

身
じ

た
く

の
介

護
④

 自
立

に
向

け
た

移
動

の
介

護
⑤

 自
立

に
向

け
た

食
事

の
介

護
⑥

 自
立

に
向

け
た

入
浴

・
清

潔
保

持
の

介
護

⑦
 自

立
に

向
け

た
排

泄
の

介
護

⑧
 自

立
に

向
け

た
家

事
の

介
護

⑨
 自

立
に

向
け

た
睡

眠
の

介
護

⑩
 終

末
期

の
介

護

生
活

支
援

技
術

Ⅰ

生
活

支
援

技
術

Ⅱ

生
活

支
援

技
術

Ⅲ

生
活

支
援

技
術

Ⅳ

生
活

支
援

技
術

Ⅴ

生
活

支
援

技
術

Ⅵ

介
護

過
程

他
の

科
目

で
学

習
し

た
知

識
や

技
術

を
統

合
し

て
、

介
護

過
程

を
展

開
し

、
介

護
計

画
を

立
案

し
、

適
切

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
で

き
る

能
力

を
養

う
学

習
と

す
る

。

①
 介

護
過

程
の

意
義

②
 介

護
過

程
の

展
開

③
 介

護
過

程
の

実
践

的
展

開
④

 介
護

過
程

と
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ

介
護

過
程

Ⅰ

介
護

過
程

Ⅱ

介
護

過
程

Ⅲ

介
護

過
程

Ⅳ

介
護

過
程

Ⅴ

介
護

総
合

演
習

実
習

の
教

育
効

果
を

上
げ

る
た

め
、

介
護

実
習

前
の

介
護

技
術

の
確

認
や

施
設

等
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

実
習

後
の

事
例

報
告

会
ま

た
は

実
習

期
間

中
に

学
生

等
が

学
校

等
に

お
い

て
学

習
す

る
日

を
計

画
的

に
設

け
る

な
ど

、
実

習
に

必
要

な
知

識
や

技
術

、
介

護
過

程
の

展
開

の
能

力
等

に
つ

い
て

、
個

別
の

学
習

到
達

状
況

に
応

じ
た

総
合

的
な

学
習

と
す

る
。

介
護

総
合

演
習

に
つ

い
て

は
、

実
習

と
組

み
合

わ
せ

て
の

学
習

と
す

る
。

介
護

総
合

演
習

Ⅰ

介
護

総
合

演
習

Ⅱ

介
護

総
合

演
習

Ⅲ

介
護

総
合

演
習

Ⅳ

介
護

実
習

①
 個

々
の

生
活

リ
ズ

ム
や

個
性

を
理

解
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

様
々

な
生

活
の

場
に

お
い

て
個

別
ケ

ア
を

理
解

し
、

利
用

者
・

家
族

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

、
介

護
技

術
の

確
認

、
多

職
種

協
働

や
関

係
機

関
と

の
連

携
を

通
じ

て
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
介

護
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
学

習
と

す
る

。
②

 個
別

ケ
ア

を
行

う
た

め
に

個
々

の
生

活
リ

ズ
ム

や
個

性
を

理
解

し
、

利
用

者
の

課
題

を
明

確
に

す
る

た
め

の
利

用
者

ご
と

の
介

護
計

画
の

作
成

、
実

施
後

の
評

価
や

こ
れ

を
踏

ま
え

た
計

画
の

修
正

と
い

っ
た

介
護

過
程

を
展

開
し

、
他

科
目

で
学

習
し

た
知

識
や

技
術

を
総

合
し

て
、

具
体

的
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

基
本

と
な

る
実

践
力

を
習

得
す

る
学

習
と

す
る

。

介
護

実
習

Ⅰ
−

1

介
護

実
習

Ⅰ
−

2

介
護

実
習

Ⅱ
−

1

介
護

実
習

Ⅱ
−

2

こ こ ろ と か ら だ の し く み

1 
介

護
実

践
に

必
要

な
知

識
と

い
う

観
点

か
ら

、
か

ら
だ

と
こ

こ
ろ

の
し

く
み

に
つ

い
て

の
知

識
を

養
う

。
2 

増
大

し
て

い
る

認
知

症
や

知
的

障
害

、
精

神
障

害
、

発
達

障
害

等
の

分
野

で
必

要
と

さ
れ

る
心

理
的

社
会

的
な

ケ
ア

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

養
う

。

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

発
達

と
老

化
の

理
解

発
達

の
観

点
か

ら
の

老
化

を
理

解
し

、
老

化
に

関
す

る
心

理
や

身
体

機
能

の
変

化
の

特
徴

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

習
得

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 人

間
の

成
長

と
発

達
の

基
礎

的
理

解
②

 老
年

期
の

発
達

と
成

熟
③

 老
化

に
伴

う
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
変

化
と

日
常

生
活

④
 高

齢
者

と
健

康

老
年

心
理

学

医
学

概
論
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こ こ ろ と か ら だ の し く み

認
知

症
の

理
解

認
知

症
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
の

あ
る

人
の

体
験

や
意

思
表

示
が

困
難

な
特

性
を

理
解

し
、

本
人

の
み

な
ら

ず
家

族
を

含
め

た
周

囲
の

環
境

に
も

配
慮

し
た

介
護

の
視

点
を

習
得

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 認

知
症

を
取

り
巻

く
状

況
②

 医
学

的
側

面
か

ら
見

た
認

知
症

の
基

礎
③

 認
知

症
に

伴
う

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

変
化

と
日

常
生

活
④

 連
携

と
協

働
⑤

 家
族

へ
の

支
援

精
神

保
健

認
知

症
ケ

ア
論

障
害

の
理

解

障
害

の
あ

る
人

の
心

理
や

身
体

機
能

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
障

害
の

あ
る

人
の

体
験

を
理

解
し

、
本

人
の

み
な

ら
ず

家
族

を
含

め
た

周
囲

の
環

境
に

も
配

慮
し

た
介

護
の

視
点

を
習

得
す

る
学

習
と

す
る

。

①
 障

害
の

基
礎

的
理

解
②

 障
害

の
医

学
的

側
面

の
基

礎
的

知
識

③
 連

携
と

協
働

④
 家

族
へ

の
支

援

障
害

者
福

祉
論

Ⅰ

障
害

者
福

祉
論

Ⅱ

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み

介
護

技
術

の
根

拠
と

な
る

人
体

の
構

造
や

機
能

及
び

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

お
け

る
安

全
へ

の
留

意
点

や
心

理
的

側
面

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

理
解

す
る

学
習

と
す

る
。

①
 こ

こ
ろ

の
し

く
み

の
理

解
②

 か
ら

だ
の

し
く

み
の

理
解

③
 身

じ
た

く
に

関
連

し
た

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み
④

 移
動

に
関

連
し

た
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

⑤
 食

事
に

関
連

し
た

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み
⑥

 入
浴

、
清

潔
保

持
に

関
連

し
た

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み
⑦

 排
泄

に
関

連
し

た
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

⑧
 睡

眠
に

関
連

し
た

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み
⑨

 死
に

ゆ
く

人
の

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み

心
理

学

身
体

構
造

と
機

能
Ⅰ

身
体

構
造

と
機

能
Ⅱ

身
体

構
造

と
機

能
Ⅲ

医 療 的 ケ ア

医
療

職
と

の
連

携
の

も
と

で
医

療
的

ケ
ア

を
安

全
・

適
切

に
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

知
識

・
技

術
を

修
得

す
る

。

厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
（

教
育

内
容

）
ね

ら
い

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
授

業
科

目
名

医
療

的
ケ

ア

医
療

的
ケ

ア
を

安
全

・
適

切
に

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

術
を

修
得

す
る

。
①

 医
療

的
ケ

ア
実

施
の

基
礎

②
 喀

痰
吸

引
（

基
礎

的
知

識
・

実
施

手
順

）
③

 経
管

栄
養

（
基

礎
的

知
識

・
実

施
手

順
）

④
 演

習

医
療

的
ケ

ア
Ⅰ

医
療

的
ケ

ア
Ⅱ
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⒈　「保育士」とは

　「保育士」とは児童福祉法第 18 条の 4 で次のように定義されている。

　「児童福祉法第 18 条の 18 第 1 項の登録を受け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び

児童の保護者に対する保育に関する指導を行うことを業とする者をいう。」

　保育士の資格を得た者は児童福祉施設において、0 歳から満 18 歳未満の児童とその保護者を対象に養護及び教育を一体

的に行うことを業務とする。活動の場は保育所、乳児院、児童養護施設、母子生活支援施設、児童発達支援センター、障

害児施設、児童相談所一時保護施設、地域子育て支援センターなど子どもと家庭の福祉を担う機関である。児童福祉法で

認可されている公立・民間の保育所で働く保育士が最も多いが、近年では、認可外の保育所、家庭的保育事業、学童保育、

児童館、幼児教室などでも保育士資格の保有者が求められている。

⒉　「保育士」になるには

　保育士資格を得るには児童福祉法第 18 条の 6 で次の 2 通りが示されている。

1　都道府県知事の指定する保育士を養成する学校その他の施設を卒業した者

2　保育士試験に合格した者

　いずれも卒業または合格後「保育士」として登録することが必要である。

　本学の場合、都道府県知事の指定する保育士養成校であるから、所定の単位を履修して卒業し、登録をすればよい。

※所定の単位及び、本学での開設科目については、「田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科保育士資格取得

履修規程」（P. 141 〜 144）を参照のこと。

⒊　「保育士」の登録手続き

　卒業時に、一括して登録申請を行う。

3．保育士資格（子ども未来学科）
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⒈　「幼稚園」とは

　学校教育法第 3 章第 22 条で、「幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の

健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする」とされている。具体的には、

満 3 歳から小学校就学の始期に達するまでの幼児の保育に当たるが、近年は少子化に伴う家庭養育の困難に対応して、3 歳

未満児の就園希望も多く、都市部では満 2 歳児からの保育に対応するところも増えている。また、子育て支援として、子

育て相談の実施、子育てに関する情報の提供、未就園児の保育活動や、教育課程に係る時間以外に行う「預かり保育」な

どにも対応できる人材の育成が求められている。

⒉　「幼稚園教諭一種免許」について

　幼稚園教諭は教育職員免許法で定められており、幼稚園教諭一種免許状は基礎資格を学士の学位を有すること（4 年制

大学卒業）とするほか、大学で修得する最低単位数も定められている。

　※所定の単位及び、本学での開設科目については、「田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科教職課程履修規程」

　　（P. 145 〜 148）を参照のこと。

⒊　幼稚園教諭になるには

　文部科学大臣の定める設備、カリキュラム編成、その他設置基準に従って認定を受けた学校で、教育職員免許法に定め

られた単位を履修して卒業する必要がある。

⒋　「保育・教職実践演習（幼稚園）」及び「履修ファイル」について

　4 年次後期に開設する「保育・教職実践演習（幼稚園）」（2 単位）は、教職課程を履修する学生の教科に関する科目及び

教職に関する科目の履修状況を踏まえ、教員として必要な知識技能を修得したことを確認するための科目である。

　したがって、この「保育・教職実践演習（幼稚園）」の履修にあたっては、各学生においても教職課程における 4 年次ま

での履修履歴について、必要な資質能力の指標に対する自己評価を「履修ファイル」（振り返りのためのチェックシート）

にまとめておかなければならない。

⒌　教員免許状の申請について

　教員免許状は、教育職員免許法に則り、都道府県の教育委員会に申請することにより授与される。

　申請方法には、以下の 2 通りがある。

⑴　一括申請

　本学が窓口となり、教員免許状取得見込者を取りまとめて手続きを行う申請方法であり、本学では原則としてこの

方法により申請を行う。この場合、卒業時に教員免許状を取得できる。

⑵　個人申請

　一括申請を行わなかった者及び一括申請の対象外となった者が、卒業後、個人で行う教員免許状申請方法である。

申請先は、原則として居住地の都道府県の教育委員会であるが、2 月～ 4 月中旬は、個人申請の受付を停止している

ことが多い。申請から免許状の授与まで、通常 1 ヶ月程度の時間がかかる。

※ ⑴ ⑵ ともに申請時に、別途申請手数料がかかる。

4．幼稚園教諭一種免許（子ども未来学科）
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　「社会福祉主事任用資格」は、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）に規定される「福祉に関する事務所」（通常「福祉事務所」

と略称されている）において、社会福祉関係諸法令を施行（福祉サービスを提供）していくに際して、生活困窮者、老人、児童、

障害者などの生活上の課題を抱えた方々の相談に応じたり、助言や指導を行う「現業を行う所員」（現業員）、および現業員の「指

導監督を行う所員」（査察指導員）として任用される際に必要な資格としてスタートした。その後、ソーシャルワークの活動の

領域が拡大する一方で、社会福祉の分野において、長い間国家資格制度が存在しなかったため、行政機関のほか、特別養護老

人ホームや知的障害者更生施設などの施設において、生活相談員として採用されるための要件として社会福祉主事であること

が求められるなど、長年にわたり社会福祉の分野で働く人々の基礎的な資格として認められてきた。

　下記のとおり、基本的には、社会福祉行政の第一線の現業機関において活躍するための「任用資格」、つまり、公務員が福祉

事務所の現業員等に任用される場合に必要となる資格が、「社会福祉主事任用資格」である。

社会福祉法

（資格等）

第 19 条　社会福祉主事は、都道府県知事又は市町村長の補助機関である職員とし、年齢 20 年以上の者であって、人格が

高潔で、思慮が円熟し、社会福祉の増進に熱意があり、かつ、次の各号のいずれかに該当するもののうちから任用しな

ければならない。

一　学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学、旧大学令（大正 7 年勅令第 388 号）に基づく大学、旧高等学校令（大

正 7 年勅令第 389 号）に基づく高等学校又は旧専門学校令（明治 36 年勅令第 61 号）に基づく専門学校において、厚

生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修めて卒業した者

二〜五（略）

　社会福祉学科、心理福祉学科、子ども未来学科では、下記のとおり、社会福祉主事任用資格に係る科目（資格の取得要件は

指定科目 34 の中から 3 科目以上を履修すること）を開講しており、卒業要件を満たすと同時にこの資格が得られる。

［社会福祉学科・心理福祉学科］ 　　　　　　指定科目と本学開講科目比較対照表（2018 年度入学者まで）

指定科目 左記に対応する開設授業科目
社会福祉概論 社会福祉学総論Ⅰ・Ⅱ

社会福祉援助技術論
ソーシャルワーク総論Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワークⅠ〜Ⅳ

社会保障論 社会保障論Ⅰ・Ⅱ
公的扶助論 公的扶助論
身体障害者福祉論 障害者福祉論（介護福祉専攻は障害者福祉論Ⅰ・Ⅱ）
老人福祉論 高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ
地域福祉論 地域福祉の理論と方法Ⅰ・Ⅱ
心理学 心理学
社会学 社会学

指定科目と本学開講科目比較対照表［子ども未来学科］（2018 年度入学者まで）

○印は必修科目
指定科目 左記に対応する開設授業科目

社会福祉概論 ○社会福祉概論
児童福祉論 ○児童家庭福祉論
心理学 ○心理学
他

5．社会福祉主事任用資格
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　「児童指導員」は、児童養護施設、母子生活支援施設、障害児施設などで生活する子どもたちを支援、育成、指導する職種で

ある。児童福祉施設で生活する子どもたちの生活を支援し、自立支援計画を立案したり、学校や児童相談所など関係機関や児

童の家庭との連絡、児童を取り巻く地域社会との連絡調整をはかることを主な職務としている。

　「児童指導員任用資格」とは、児童福祉施設のほとんどに置かれている児童指導員の任用に伴って求められる資格である。児

童指導員の職場は、児童養護施設、母子生活支援施設、障害児入所施設、児童発達支援センターなどである。

児童指導員の資格（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第 43 条　抜粋）

児童指導員は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。

一　都道府県知事の指定する児童福祉施設の職員を養成する学校その他の養成施設を卒業した者

二　社会福祉士の資格を有する者

三　精神保健福祉士の資格を有する者

四　学校教育法の規定による大学（短期大学を除く。次号において同じ。）において、社会福祉学、心理学、教育学若しくは

社会学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者

五　学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学又は社会学に関する科目の単位を優秀な成績で修

得したことにより、同法第百二条第二項の規定により大学院への入学を認められた者

6．児童指導員任用資格
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⒈　「精神保健福祉士」とは

　「精神保健福祉士」は、精神保健福祉士法（平成 9 年法律第 131 号）において以下のとおり定義されている。

（定義）

第 2 条　この法律において「精神保健福祉士」とは、第 28 条の登録を受け、精神保健福祉士の名称を用いて、精神障害

者の保健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって、精神科病院その他の医療施設において精神障害の医療を受け、

又は精神障害者の社会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利用している者の地域相談支援の利用に関する相談そ

の他の社会復帰に関する相談に応じ、助言、指導、日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助を行うこと（以

下「相談援助」という。）を業とする者をいう。

　このように「精神保健福祉士」は、医療的なケア以外の観点から、精神障害者の社会復帰を支援するワーカーとして働

いていく際の基礎的な資格である。

⒉　「精神保健福祉士」になるには

　「精神保健福祉士」の資格を取得するには、P. 92 図 1 のとおり、11 のルートがあるが、いずれにしても「精神保健福祉

士国家試験」に合格し、「精神保健福祉士」として登録することが必要である。

⒊　「精神保健福祉士国家試験」の受験資格

　社会福祉学科社会福祉専攻の学生は、「精神保健福祉士法」第 7 条第 1 号（図 1 の一番左）のルートで精神保健福祉士国

家試験受験資格を得ることができる。このルートでの精神保健福祉士国家試験受験資格は、学校教育法（昭和 22 年法律第

26 号）に基づく大学において文部科学省令・厚生労働省令で定める精神障害者の保健及び福祉に関する科目（通常「指定科目」

と略称されている）を修得し、卒業することによって得られるものである。

　「指定科目」は、「精神障害者の保健及び福祉に関する科目を定める省令」（平成 23 年文部科学省・厚生労働省令第 3 号）

により示されているが、本学科では、P. 93 の対照表どおり、授業科目を開講している。

⒋　精神保健福祉士国家試験

　精神保健福祉士国家試験は、1998 年度（1999 年 1 月）の第 1 回目以降、毎年実施されてきている（例年の合格率は 60%

程度）。但し、2007 年 11 月 28 日、「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」が成立したことにより、社会

福祉士国家試験の試験科目が 2010 年 1 月に実施された国家試験から一部変更されることに伴い、社会福祉士と共通の試験

科目が、同じく 2010 年 1 月に実施された試験から変更になった。

　さらに 2010 年 12 月に精神保健福祉士法が改正され 2012 年 4 月から新カリキュラムになり、第 15 回国家試験から新カ

リキュラムに基づく試験となった。

　精神保健福祉士試験受験を目指す学生は、個々に明確な計画を立てて、早い時期から対策を開始していく必要がある。

⒌　「精神保健福祉士国家試験」の受験手続き等

　本学で指定科目に対応する授業科目を修めて卒業（見込）し、精神保健福祉士国家試験受験資格を得た（見込）者が精

神保健福祉士国家試験を受験する場合は、願書に添付する「卒業（見込）証明書」、「指定科目の履修（見込）証明書」の

交付を受ける等の手続が必要である。これらの各種手続きは全て学生生活・進路支援課でできるので、各自の責任におい

て行うこと。

　また、試験合格者（精神保健福祉士となる資格を有する者）が「精神保健福祉士」となるために「精神保健福祉士登録」

を行う際の手続も各自で行うことになる。

　なお、精神保健福祉士国家試験、精神保健福祉士登録は、いずれも「公益財団法人社会福祉振興・試験センター」が厚

生労働省の指定を受けた指定試験機関、指定登録機関として実施している。

7．精神保健福祉士国家試験受験資格（社会福祉専攻）
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２
年

一
般
系

短
大
等

実
務
２
年

実
務
１
年

３
年

保
健
福
祉

系
短
大
等

３
年

一
般
系

短
大
等

３
年

指
定
科
目

履
修

指
定
科
目

履
修

基
礎
科
目

履
修

基
礎
科
目

履
修

基
礎
科
目

履
修

実
務
１
年

実
務
１
年

指
定
科
目

履
修

○
7
条
1
号

4
号

7
号

2
号

5
号

8
号

11
号

3
号

6
号

9
号

10
号

保
健
福
祉

系
大
学
等

４
年

短
期
養
成
施
設
等（
６
か
月
）

法
　

凡
例

◯
…
…
…
…
精
神
保
健
福
祉
士
法（
平
成
9
年
法
律
第
13
1
号
）

法
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指定科目と本学開講科目の対比

指定科目 左表に対応する授業科目
科目名 時間数 科目名 時間数

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 30
心理学理論と心理的支援 30 心理学 30
社会理論と社会システム 30 社会学 30

現代社会と福祉 60
社会福祉学総論Ⅰ 30
社会福祉学総論Ⅱ 30

地域福祉の理論と方法 60
地域福祉の理論と方法Ⅰ 30
地域福祉の理論と方法Ⅱ 30

社会保障 60
社会保障論Ⅰ 30
社会保障論Ⅱ 30

低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 30
福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 30
保健医療サービス 30 保健医療サービス論 30
権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 30
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 障害者福祉論 30
精神疾患とその治療 60 精神医学 60
精神保健の課題と支援 60 精神保健学 60
精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 30 精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 30
精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 30 精神保健福祉援助技術総論Ⅱ 30

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 120

精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 30
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 30
精神科リハビリテーション学Ⅰ 30
精神科リハビリテーション学Ⅱ 30

精神保健福祉に関する制度とサービス 60 精神保健福祉論Ⅰ 60
精神障害者の生活支援システム 30 精神保健福祉論Ⅱ 30

精神保健福祉援助演習（基礎） 30
60 ※ 1
60 ※ 1
30 ※ 1

精神保健福祉援助演習（専門） 60
精神保健福祉援助演習Ⅰ 30
精神保健福祉援助演習Ⅱ 30

精神保健福祉援助実習指導 90
精神保健福祉援助実習指導（事前） 60
精神保健福祉援助実習指導（事後） 30

精神保健福祉援助実習 210
精神保健福祉援助実習Ⅰ 120 ※ 2
精神保健福祉援助実習Ⅱ 90

※１ 社会福祉士及び介護福祉士法第７条第１号に規定する社会福祉に関する科目の「相談援助演習」（本学の開講科目は「ソーシャルワーク演習Ⅰ」・「ソー
シャルワーク演習Ⅱ」・「ソーシャルワーク演習Ⅲ」）を履修した者については、「精神保健福祉援助演習（基礎）」の履修が免除される。

※２ 「精神保健福祉援助実習Ⅰ」（120 時間）のうち 30 時間が、社会福祉士及び介護福祉士法第７条第１号に規定する社会福祉に関する科目の「相談援
助実習」（本学の開講科目は「ソーシャルワーク実習」）の履修により免除される。
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指
定

科
目

と
本

学
開

講
科

目
に

お
け

る
教

育
内

容
の

対
応

表
厚

労
省

指
定

科
目

教
育

内
容

左
記

に
対

応
す

る
本

学
開

設
科

目
科

目
名

ね
ら

い
（

目
標

）
教

育
に

含
む

べ
き

事
項

（
内

容
）

授
業

科
目

名

人
体

の
構

造
と

機
能

及
び

疾
病

①
 心

理
機

能
と

身
体

構
造

及
び

様
々

な
疾

病
や

障
害

の
概

要
に

つ
い

て
、

人
の

成
長

・
発

達
や

日
常

生
活

と
の

関
係

を
踏

ま
え

て
理

解
す

る
。

②
 国

際
生

活
機

能
分

類
（

IC
F）

の
基

本
的

考
え

方
と

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 人

の
成

長
・

発
達

②
 心

身
機

能
と

身
体

構
造

の
概

要
③

 国
際

生
活

機
能

分
類

（
IC

F）
の

基
本

的
考

え
方

と
概

要
④

 健
康

の
捉

え
方

⑤
 疾

病
と

障
害

の
概

要
⑥

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
要

医
学

概
論

心
理

学
理

論
と

心
理

的
支

援

①
 心

理
学

理
論

に
よ

る
人

の
理

解
と

そ
の

技
法

の
基

礎
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 人

の
成

長
・

発
達

と
心

理
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 日

常
生

活
と

心
の

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 心
理

的
支

援
の

方
法

と
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 人

の
心

理
学

的
理

解
②

 人
の

成
長

・
発

達
と

心
理

③
 日

常
生

活
と

心
の

健
康

④
 心

理
的

支
援

の
方

法
と

実
際

心
理

学

社
会

理
論

と
社

会
シ

ス
テ

ム

①
 社

会
理

論
に

よ
る

現
代

社
会

の
捉

え
方

を
理

解
す

る
。

②
 生

活
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 人

と
社

会
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 現

代
社

会
の

理
解

②
 生

活
の

理
解

③
 人

と
社

会
の

関
係

④
 社

会
問

題
の

理
解

社
会

学

現
代

社
会

と
福

祉

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
福

祉
制

度
の

意
義

や
理

念
、

福
祉

政
策

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 福
祉

の
原

理
を

め
ぐ

る
理

論
と

哲
学

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 福
祉

政
策

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
と

資
源

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 福
祉

政
策

の
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑤
 福

祉
政

策
の

構
成

要
素

（
福

祉
政

策
に

お
け

る
政

府
、

市
場

、
家

族
、

個
人

の
役

割
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑥
 福

祉
政

策
と

関
連

政
策

（
教

育
政

策
、

住
宅

政
策

、
労

働
政

策
を

含
む

。）
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑦

 相
談

援
助

活
動

と
福

祉
政

策
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
福

祉
制

度
と

福
祉

政
策

②
 福

祉
の

原
理

を
め

ぐ
る

理
論

と
哲

学
③

 福
祉

制
度

の
発

達
過

程
④

 福
祉

政
策

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
と

資
源

⑤
 福

祉
政

策
の

課
題

⑥
 福

祉
政

策
の

構
成

要
素

⑦
 福

祉
政

策
と

関
連

政
策

⑧
 相

談
援

助
活

動
と

福
祉

政
策

の
関

係

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅰ

社
会

福
祉

学
総

論
Ⅱ

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

①
 地

域
福

祉
の

基
本

的
考

え
方

（
人

権
尊

重
、権

利
擁

護
、自

立
支

援
、

地
域

生
活

支
援

、
地

域
移

行
、

社
会

的
包

括
等

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 地
域

福
祉

の
主

体
と

対
象

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 地
域

福
祉

に
係

わ
る

組
織

、
団

体
及

び
専

門
職

の
役

割
と

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 地
域

福
祉

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

（
多

職
種

・
多

機
関

と
の

連
携

を
含

む
。）

の
意

義
と

方
法

及
び

そ
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 地
域

福
祉

の
推

進
方

法
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

、
社

会
資

源
の

活
用

・
調

整
・

開
発

、
福

祉
ニ

ー
ズ

の
把

握
方

法
、

地
域

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
方

法
、

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
方

法
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 地

域
福

祉
の

基
本

的
考

え
方

②
 地

域
福

祉
の

主
体

と
対

象
③

 地
域

福
祉

に
係

る
組

織
、

団
体

及
び

専
門

職
や

地
域

住
民

④
 地

域
福

祉
の

推
進

方
法

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

Ⅰ

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

Ⅱ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

社
会

保
障

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

課
題

（
少

子
高

齢
化

と
社

会
保

障
制

度
の

関
係

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 社
会

保
障

の
概

念
や

対
象

及
び

そ
の

理
念

等
に

つ
い

て
、

そ
の

発
達

過
程

も
含

め
て

理
解

す
る

。
③

 公
的

保
険

制
度

と
民

間
保

険
制

度
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 社
会

保
障

制
度

の
体

系
と

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 年
金

保
険

制
度

及
び

医
療

保
険

制
度

の
具

体
的

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑥

 諸
外

国
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 現

代
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
制

度
の

課
題

（
少

子
高

齢
化

と
社

会
保

障
制

度
の

関
係

を
含

む
。）

②
 社

会
保

障
の

概
念

や
対

象
及

び
そ

の
理

念
③

 社
会

保
障

の
財

源
と

費
用

④
 社

会
保

険
と

社
会

扶
助

の
関

係
⑤

 公
的

保
険

制
度

と
民

間
保

険
制

度
の

関
係

⑥
 社

会
保

障
制

度
の

体
系

⑦
 年

金
保

険
制

度
の

具
体

的
内

容
⑧

 医
療

保
険

制
度

の
具

体
的

内
容

⑨
 諸

外
国

に
お

け
る

社
会

保
障

制
度

の
概

要

社
会

保
障

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅱ

低
所

得
者

に
対

す
る

支
援

と
生

活
保

護
制

度

①
 低

所
得

階
層

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

と
そ

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

生
活

保
護

制
度

や
生

活
保

護
制

度
に

係
る

他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
意

義
と

そ
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 低

所
得

階
層

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

需
要

と
実

際
②

 生
活

保
護

制
度

③
 生

活
保

護
制

度
に

お
け

る
組

織
及

び
団

体
の

役
割

と
実

際
④

 生
活

保
護

制
度

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
⑤

 生
活

保
護

制
度

に
お

け
る

多
職

種
連

携
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

と
実

際
⑥

 福
祉

事
務

所
の

役
割

と
実

際
⑦

 自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

意
義

と
実

際
⑧

 低
所

得
者

対
策

⑨
 低

所
得

者
へ

の
住

宅
政

策
⑩

 ホ
ー

ム
レ

ス
対

策

公
的

扶
助

論

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

①
 福

祉
の

行
財

政
の

実
施

体
制

（
国

・
都

道
府

県
・

市
町

村
の

役
割

、
国

と
地

方
の

関
係

、
財

源
、

組
織

及
び

団
体

、
専

門
職

の
役

割
を

含
む

。）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 福

祉
行

財
政

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 福

祉
計

画
の

意
義

や
目

的
、

主
体

、
方

法
、

留
意

点
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 福

祉
行

政
の

実
施

体
制

②
 福

祉
行

財
政

の
動

向
③

 福
祉

計
画

の
意

義
と

目
的

④
 福

祉
計

画
の

主
体

と
方

法
⑤

 福
祉

計
画

の
実

際

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

①
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

医
療

保
険

制
度

（
診

療
報

酬
に

関
す

る
内

容
を

含
む

。）
や

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
、

多
職

種
協

働
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 医

療
保

険
制

度
②

 診
療

報
酬

③
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

概
要

④
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
専

門
職

の
役

割
と

実
際

⑤
 保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
関

係
者

と
の

連
携

と
実

際

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

論

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度

①
 相

談
援

助
活

動
と

法
（

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

、
民

法
・

行
政

法
の

理
解

を
含

む
。）

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 相

談
援

助
活

動
に

お
い

て
必

要
と

な
る

成
年

後
見

制
度

（
後

見
人

等
の

役
割

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 成
年

後
見

制
度

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 社

会
的

排
除

や
虐

待
な

ど
の

権
利

侵
害

や
認

知
症

な
ど

の
日

常
生

活
上

の
支

援
が

必
要

な
者

に
対

す
る

権
利

擁
護

活
動

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 相

談
援

助
活

動
と

法
（

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

、
民

法
・

行
政

法
の

理
解

を
含

む
。）

と
の

関
わ

り
②

 成
年

後
見

制
度

③
 日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
④

 成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

⑤
 権

利
擁

護
に

係
る

組
織

、
団

体
の

役
割

と
実

際
⑥

 権
利

擁
護

活
動

の
実

際

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

障
害

者
に

対
す

る
支

援
と

障
害

者
自

立
支

援
制

度

①
 障

害
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
や

福
祉

・
介

護
需

要
（

地
域

移
行

や
就

労
の

実
態

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 障
害

者
福

祉
制

度
の

発
展

過
程

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
（

平
成

十
七

年
法

律
第

百
二

十
三

号
。

以
下

「
障

害
者

総
合

支
援

法
」

と
い

う
。）

や
障

害
者

の
福

祉
・

介
護

に
係

る
他

の
法

制
度

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 障

害
者

の
生

活
実

態
と

こ
れ

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
、

福
祉

・
介

護
需

要
②

 障
害

者
福

祉
制

度
の

発
展

過
程

③
 障

害
者

総
合

支
援

法
④

 障
害

者
総

合
支

援
法

に
お

け
る

組
織

及
び

団
体

の
役

割
と

実
際

⑤
 障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
専

門
職

の
役

割
と

実
際

⑥
 障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
多

職
種

連
携

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
と

実
際

⑦
 相

談
支

援
事

業
所

の
役

割
と

実
際

⑧
 身

体
障

害
者

福
祉

法
⑨

 知
的

障
害

者
福

祉
法

⑩
 精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

⑪
 発

達
障

害
者

支
援

法
⑫

 障
害

者
基

本
法

⑬
 心

神
喪

失
等

の
状

態
で

重
大

な
他

害
行

為
を

行
っ

た
者

の
医

療
及

び
観

察
等

に
関

す
る

法
律

⑭
 高

齢
者

、
障

害
者

等
の

移
動

等
の

円
滑

化
の

促
進

に
関

す
る

法
律

⑮
 障

害
者

の
雇

用
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

障
害

者
福

祉
論

精
神

疾
患

と
そ

の
治

療

①
 代

表
的

な
精

神
疾

患
に

つ
い

て
、成

因
、症

状
、診

断
法

、治
療

法
、

経
過

、
本

人
や

家
族

へ
の

支
援

と
い

っ
た

観
点

か
ら

理
解

す
る

。
②

 精
神

科
病

院
等

に
お

け
る

専
門

治
療

の
内

容
及

び
特

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 精

神
保

健
福

祉
士

が
、

精
神

科
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

関
わ

る
際

に
担

う
べ

き
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 精

神
医

療
・

福
祉

と
の

連
携

の
重

要
性

と
精

神
保

健
福

祉
士

が
そ

の
際

に
担

う
べ

き
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 精

神
疾

患
総

論
（

代
表

的
な

精
神

疾
患

に
つ

い
て

、成
因

、症
状

、診
断

法
、治

療
法

、経
過

、
本

人
や

家
族

へ
の

支
援

を
含

む
）

②
 精

神
疾

患
の

治
療

③
 精

神
科

医
療

機
関

の
治

療
構

造
及

び
専

門
病

棟
④

 精
神

科
治

療
に

お
け

る
人

権
擁

護
⑤

 精
神

科
病

院
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

と
精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
⑥

 精
神

医
療

と
福

祉
及

び
関

連
機

関
と

の
間

に
お

け
る

連
携

の
重

要
性

精
神

医
学

精
神

保
健

の
課

題
と

支
援

①
 精

神
の

健
康

に
つ

い
て

の
基

本
的

考
え

方
と

精
神

保
健

学
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 現
代

社
会

に
お

け
る

精
神

保
健

の
諸

課
題

と
、

精
神

保
健

の
実

際
及

び
精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 精

神
保

健
を

維
持

、
増

進
す

る
た

め
に

機
能

し
て

い
る

、
専

門
機

関
や

関
係

職
種

の
役

割
と

連
携

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 国
際

連
合

の
精

神
保

健
活

動
や

他
の

国
々

に
お

け
る

精
神

保
健

の
現

状
と

対
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 精

神
の

健
康

と
、

精
神

の
健

康
に

関
連

す
る

要
因

及
び

精
神

保
健

の
概

要
②

 精
神

保
健

の
視

点
か

ら
見

た
家

族
の

課
題

と
ア

プ
ロ

ー
チ

③
 精

神
保

健
の

視
点

か
ら

見
た

学
校

教
育

の
課

題
と

ア
プ

ロ
ー

チ
④

 精
神

保
健

の
視

点
か

ら
見

た
勤

労
者

の
課

題
と

ア
プ

ロ
ー

チ
⑤

 精
神

保
健

の
視

点
か

ら
見

た
現

代
社

会
の

課
題

と
ア

プ
ロ

ー
チ

⑥
 精

神
保

健
に

関
す

る
対

策
と

精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

⑦
 地

域
精

神
保

健
に

関
す

る
諸

活
動

と
精

神
保

健
に

関
す

る
偏

見
・

差
別

等
の

課
題

⑧
 精

神
保

健
に

関
す

る
専

門
職

種
（

保
健

師
等

）
と

国
、

都
道

府
県

、
市

町
村

、
団

体
等

の
役

割
及

び
連

携
⑨

 諸
外

国
の

精
神

保
健

活
動

の
現

状
及

び
対

策

精
神

保
健

学

精
神

保
健

福
祉

相
談

援
助

の
基

盤
（

基
礎

）

①
 精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
（

総
合

的
包

括
的

な
援

助
及

び
地

域
福

祉
の

基
盤

整
備

と
開

発
を

含
む

。）
と

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 社
会

福
祉

士
の

役
割

と
意

義
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 相

談
援

助
の

概
念

と
範

囲
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 相

談
援

助
の

理
念

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

②
 社

会
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

③
 相

談
援

助
の

概
念

と
範

囲
④

 相
談

援
助

の
理

念
精

神
保

健
福

祉
援

助
技

術
総

論
Ⅰ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

精
神

保
健

福
祉

相
談

援
助

の
基

盤
（

専
門

）

①
 精

神
保

健
福

祉
士

が
行

う
相

談
援

助
の

対
象

と
相

談
援

助
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
係

る
専

門
職

の
概

念
と

範
囲

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
意

義
と

範
囲

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 精
神

保
健

福
祉

活
動

に
お

け
る

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
と

多
職

種
連

携
の

意
義

と
内

容
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

①
 精

神
保

健
福

祉
士

が
行

う
相

談
援

助
活

動
の

対
象

と
相

談
援

助
の

基
本

的
考

え
方

②
 相

談
援

助
に

係
わ

る
専

門
職

（
精

神
科

病
院

、
精

神
科

診
療

所
を

含
む

）
の

概
念

と
範

囲
③

 精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
意

義
と

範
囲

④
 精

神
保

健
福

祉
活

動
に

お
け

る
総

合
的

か
つ

包
括

的
な

援
助

と
多

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を

含
む

。）
の

意
義

と
内

容
精

神
保

健
福

祉
援

助
技

術
総

論
Ⅱ

精
神

保
健

福
祉

の
理

論
と

相
談

援
助

の
展

開

①
 精

神
医

療
の

特
性

（
精

神
医

療
の

歴
史

・
動

向
や

精
神

科
病

院
の

特
性

の
理

解
を

含
む

。）
と

、
精

神
障

害
者

に
対

す
る

支
援

の
基

本
的

考
え

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
念

と
構

成
及

び
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

の
精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

と
精

神
保

健
福

祉
士

が
行

う
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
精

神
科

専
門

療
法

を
含

む
。）

の
知

識
と

技
術

及
び

活
用

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

④
 精

神
障

害
者

を
対

象
と

し
た

相
談

援
助

技
術

（
個

別
援

助
、

集
団

援
助

の
過

程
と

、
相

談
援

助
に

係
る

関
連

援
助

や
精

神
障

害
者

と
家

族
の

調
整

及
び

家
族

支
援

を
含

む
。）

の
展

開
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑤
 精

神
障

害
者

の
地

域
移

行
支

援
及

び
医

療
機

関
と

地
域

の
連

携
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

と
支

援
体

制
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑥

 精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

の
実

態
と

こ
れ

ら
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

及
び

地
域

相
談

援
助

に
お

け
る

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⑦
 地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
構

成
と

社
会

資
源

の
活

用
及

び
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ワ
ー

ク
（

地
域

相
談

援
助

に
係

る
組

織
、

団
体

、
関

係
機

関
及

び
専

門
職

と
の

連
携

に
つ

い
て

の
理

解
を

含
む

。）
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑧

 地
域

生
活

を
支

援
す

る
保

健
・

医
療

・
福

祉
等

の
包

括
的

な
支

援（
地

域
精

神
保

健
福

祉
活

動
）

の
意

義
と

展
開

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 精

神
保

健
医

療
福

祉
の

歴
史

と
動

向
②

 精
神

障
害

者
に

対
す

る
支

援
の

基
本

的
な

考
え

方
と

必
要

な
知

識
③

 精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
と

構
成

④
 精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

⑤
 医

療
機

関
に

お
け

る
精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

精
神

科
専

門
療

法
を

含
む

。）
の

展
開

と
チ

ー
ム

医
療

に
お

け
る

精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

⑥
 精

神
障

害
者

の
支

援
モ

デ
ル

⑦
 相

談
援

助
の

過
程

及
び

対
象

者
と

の
援

助
関

係
⑧

 相
談

援
助

活
動

の
た

め
の

面
接

技
術

⑨
 相

談
援

助
活

動
の

展
開

（
医

療
施

設
、

社
会

復
帰

施
設

、
地

域
社

会
を

含
む

。）
⑩

 家
族

調
整

・
支

援
の

実
際

と
事

例
分

析
⑪

 ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

と
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

⑫
 地

域
移

行
の

対
象

及
び

支
援

体
制

⑬
 地

域
を

基
盤

に
し

た
相

談
援

助
の

主
体

と
対

象
（

精
神

障
害

者
の

生
活

実
態

と
こ

れ
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

、
医

療
、

福
祉

の
状

況
を

含
む

。）
⑭

 地
域

を
基

盤
に

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

的
考

え
方

⑮
 精

神
障

害
者

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
⑯

 地
域

を
基

盤
に

し
た

支
援

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
⑰

 地
域

生
活

を
支

援
す

る
包

括
的

な
支

援
（

地
域

精
神

保
健

福
祉

活
動

）
の

意
義

と
展

開

精
神

保
健

福
祉

援
助

技
術

各
論

Ⅰ

精
神

保
健

福
祉

援
助

技
術

各
論

Ⅱ

精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
Ⅰ

精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
Ⅱ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

制
度

と
サ

ー
ビ

ス

①
 精

神
障

害
者

の
相

談
援

助
活

動
と

法
（

精
神

保
健

福
祉

法
）

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 精

神
障

害
者

の
支

援
に

関
連

す
る

制
度

及
び

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
知

識
と

支
援

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
③

 精
神

障
害

者
の

支
援

に
お

い
て

係
わ

る
施

設
、

団
体

、
関

連
機

関
等

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 更
生

保
護

制
度

と
医

療
観

察
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
⑤

 社
会

資
源

の
調

整
・

開
発

に
係

わ
る

社
会

調
査

の
概

要
と

活
用

に
つ

い
て

基
礎

的
な

知
識

を
理

解
す

る
。

①
 精

神
保

健
福

祉
法

の
意

義
と

内
容

②
 精

神
障

害
者

の
福

祉
制

度
の

概
要

と
福

祉
サ

ー
ビ

ス
③

 精
神

障
害

者
に

関
連

す
る

社
会

保
障

制
度

の
概

要
④

 相
談

援
助

に
係

わ
る

組
織

、
団

体
、

関
係

機
関

及
び

専
門

職
や

地
域

住
民

と
の

協
働

⑤
 更

生
保

護
制

度
の

概
要

と
精

神
障

害
者

福
祉

と
の

関
係

⑥
 更

生
保

護
制

度
に

お
け

る
関

係
機

関
や

団
体

と
の

連
携

⑦
 医

療
観

察
法

の
概

要
⑧

 医
療

観
察

法
に

お
け

る
精

神
保

健
福

祉
士

の
専

門
性

と
役

割
⑨

 社
会

資
源

の
調

整
・

開
発

に
係

わ
る

社
会

調
査

の
意

義
、

目
的

、
倫

理
、

方
法

及
び

活
用

精
神

保
健

福
祉

論
Ⅰ

精
神

障
害

者
の

生
活

支
援

シ
ス

テ
ム

①
 精

神
障

害
者

の
生

活
支

援
の

意
義

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
 精

神
障

害
者

の
居

住
支

援
に

関
す

る
制

度
・

施
策

と
相

談
援

助
活

動
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 職

業
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
及

び
精

神
障

害
者

の
就

労
支

援
に

関
す

る
制

度
・

施
策

と
相

談
援

助
活

動
（

そ
の

他
の

日
中

活
動

支
援

を
含

む
。）

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
④

 行
政

機
関

に
お

け
る

精
神

保
健

福
祉

士
の

相
談

援
助

活
動

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

①
 精

神
障

害
者

の
概

念
②

 精
神

障
害

者
の

生
活

の
実

際
③

 精
神

障
害

者
の

生
活

と
人

権
④

 精
神

障
害

者
の

居
住

支
援

⑤
 精

神
障

害
者

の
就

労
支

援
⑥

 精
神

障
害

者
の

生
活

支
援

シ
ス

テ
ム

⑦
 市

町
村

に
お

け
る

相
談

援
助

⑧
 そ

の
他

の
行

政
機

関
に

お
け

る
相

談
援

助

精
神

保
健

福
祉

論
Ⅱ

精
神

保
健

福
祉

援
助

演
習

（
基

礎
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

の
知

識
と

技
術

に
係

る
他

の
科

目
と

の
関

連
性

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

相
談

援
助

に
係

る
基

礎
的

な
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

、
次

に
掲

げ
る

方
法

を
用

い
て

、
実

践
的

に
習

得
す

る
と

と
も

に
、

専
門

的
援

助
技

術
と

し
て

概
念

化
し

理
論

化
し

体
系

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

涵
養

す
る

。
①

 相
談

援
助

に
係

る
基

礎
的

な
知

識
と

技
術

に
関

す
る

具
体

的
な

実
技

を
用

い
る

こ
と

。
②

 個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
、

地
域

福
祉

の
基

盤
整

備
と

開
発

に
係

る
具

体
的

な
相

談
事

例
を

体
系

的
に

と
り

あ
げ

る
こ

と
。

以
下

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
を

行
う

前
に

学
習

を
開

始
し

、
十

分
な

学
習

を
し

て
お

く
こ

と
。

　
ア

　
自

己
覚

知
　

イ
　

基
本

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

習
得

　
ウ

　
基

本
的

な
面

接
技

術
の

習
得

　
エ

　
グ

ル
ー

プ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
活

用
技

術
の

習
得

　
オ

　
情

報
の

収
集

・
整

理
・

伝
達

の
技

術
の

習
得

　
カ

　
課

題
の

発
見

・
分

析
・

解
決

の
技

術
の

習
得

　
キ

　
記

録
の

技
術

の
習

得
　

ク
　

地
域

福
祉

の
基

盤
整

備
に

係
る

事
例

を
活

用
し

、
次

に
掲

げ
る

事
柄

に
つ

い
て

実
技

 
　

　
　

指
導

を
行

う
こ

と
。

　
　

・
地

域
住

民
に

対
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
と

ニ
ー

ズ
把

握
　

　
・

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
　

・
地

域
福

祉
の

計
画

　
　

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

　
・

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
　

　
・

サ
ー

ビ
ス

評
価

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅱ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

Ⅲ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

精
神

保
健

福
祉

援
助

演
習

（
専

門
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

の
知

識
と

技
術

に
係

る
他

の
科

目
と

の
関

連
性

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
精

神
障

害
者

の
生

活
や

生
活

上
の

困
難

に
つ

い
て

把
握

し
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
相

談
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
、

次
に

掲
げ

る
方

法
を

用
い

て
、

実
践

的
に

習
得

す
る

と
と

も
に

、
専

門
的

援
助

技
術

と
し

て
概

念
化

し
理

論
化

し
体

系
立

て
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

能
力

を
涵

養
す

る
。

①
 総

合
的

か
つ

包
括

的
な

相
談

援
助

、
医

療
と

協
働

・
連

携
す

る
相

談
援

助
に

係
る

具
体

的
な

相
談

援
助

事
例

を
体

系
的

に
と

り
あ

げ
る

こ
と

。
②

 個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
、

具
体

的
な

援
助

場
面

を
想

定
し

た
実

技
指

導
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー

イ
ン

グ
等

）
を

中
心

と
す

る
演

習
形

態
に

よ
り

行
う

こ
と

。

①
 以

下
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

を
行

う
前

に
学

習
を

開
始

し
、

十
分

な
学

習
を

し
て

お
く

こ
と

。
　

 ア
　

次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
課

題
別

の
精

神
保

健
福

祉
援

助
の

事
例

（
集

団
に

対
す

る
事

例
を

含
む

。）
を

活
用

し
、

実
現

に
向

け
た

精
神

保
健

福
祉

課
題

を
理

解
し

、
そ

の
解

決
に

向
け

た
総

合
的

か
つ

包
括

的
な

援
助

に
つ

い
て

実
践

的
に

習
得

す
る

こ
と

。
・

社
会

的
排

除
・

退
院

支
援

、
地

域
移

行
、

地
域

生
活

継
続

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
・

 地
域

に
お

け
る

精
神

保
健

（
自

殺
、

ひ
き

こ
も

り
、

児
童

虐
待

、
薬

物
・

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
等

）
・

教
育

、
就

労
（

雇
用

）
・

貧
困

、
低

所
得

、
ホ

ー
ム

レ
ス

・
精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・

そ
の

他
の

危
機

状
態

に
あ

る
精

神
保

健
福

祉
　

 イ
　

ア
に

掲
げ

る
事

例
を

題
材

と
し

て
、

次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
相

談
援

助
場

面
及

び
相

談
援

助
の

過
程

を
想

定
し

た
実

技
指

導
を

行
う

こ
と

。
・

イ
ン

テ
ー

ク
（

受
理

面
接

）
・

契
約

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

課
題

分
析

）
・

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

（
支

援
の

計
画

）
・

支
援

の
実

施
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
経

過
観

察
）

・
効

果
測

定
と

支
援

の
評

価
・

終
結

と
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
　

 ウ
　

イ
の

実
技

指
導

に
当

た
っ

て
は

、
次

に
掲

げ
る

内
容

を
含

め
る

こ
と

。
・

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

社
会

資
源

の
活

用
・

調
整

・
開

発
②

 精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

後
に

行
う

こ
と

・
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
個

別
的

な
体

験
を

一
般

化
し

、
実

践
的

な
知

識
と

技
術

と
し

て
習

得
で

き
る

よ
う

に
、

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

に
お

け
る

学
生

の
個

別
的

な
体

験
も

視
野

に
入

れ
つ

つ
、

集
団

指
導

並
び

に
個

別
指

導
に

よ
る

実
技

指
導

を
行

う
こ

と
。

精
神

保
健

福
祉

援
助

演
習

Ⅰ

精
神

保
健

福
祉

援
助

演
習

Ⅱ
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

①
 精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

 精
神

障
害

者
の

お
か

れ
て

い
る

現
状

を
理

解
し

、
そ

の
生

活
の

実
態

や
生

活
上

の
困

難
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
 精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
に

係
る

個
別

指
導

及
び

集
団

指
導

を
通

し
て

、
精

神
保

健
福

祉
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
具

体
的

か
つ

実
際

的
に

理
解

し
実

践
的

な
技

術
等

を
体

得
す

る
。

④
 精

神
保

健
福

祉
士

と
し

て
求

め
ら

れ
る

資
質

、
技

能
、

倫
理

、
自

己
に

求
め

ら
れ

る
課

題
把

握
等

、
総

合
的

に
対

応
で

き
る

能
力

を
習

得
す

る
。

⑤
 具

体
的

な
体

験
や

援
助

活
動

を
、

専
門

的
知

識
及

び
技

術
と

し
て

概
念

化
し

理
論

化
し

体
系

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

涵
養

す
る

。

次
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
個

別
指

導
及

び
集

団
指

導
ア

　
精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
と

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

に
お

け
る

個
別

指
導

及
び

集
団

指
導

の
意

義
イ

　
精

神
保

健
医

療
福

祉
の

現
状

（
利

用
者

理
解

を
含

む
。）

に
関

す
る

基
本

的
な

理
解

ウ
　

実
際

に
実

習
を

行
う

施
設

・
機

関
・

事
業

者
・

団
体

・
地

域
社

会
等

に
関

す
る

基
本

的
な

理
解

エ
　

現
場

体
験

学
習

及
び

見
学

実
習

オ
　

実
習

先
で

必
要

と
さ

れ
る

精
神

保
健

福
祉

援
助

に
係

る
専

門
的

知
識

と
技

術
に

関
す

る
理

解
カ

　
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

職
業

倫
理

と
法

的
責

務
に

関
す

る
理

解
キ

　
実

習
に

お
け

る
個

人
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

と
守

秘
義

務
の

理
解

（
個

人
情

報
保

護
法

の
理

解
を

含
む

。）
ク

　「
実

習
記

録
ノ

ー
ト

」
へ

の
記

録
内

容
及

び
記

録
方

法
に

関
す

る
理

解
ケ

　
実

習
生

、
実

習
担

当
教

員
、

実
習

先
の

実
習

指
導

者
と

の
三

者
協

議
を

踏
ま

え
た

実
習

計
画

の
作

成
コ

　
巡

回
指

導
（

訪
問

指
導

、
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
）

サ
　

実
習

記
録

や
実

習
体

験
を

踏
ま

え
た

課
題

の
整

理
と

実
習

総
括

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
シ

　
実

習
の

評
価

全
体

総
括

会

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

（
事

前
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

（
事

後
）
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厚
労

省
指

定
科

目
教

育
内

容
左

記
に

対
応

す
る

本
学

開
設

科
目

科
目

名
ね

ら
い

（
目

標
）

教
育

に
含

む
べ

き
事

項
（

内
容

）
授

業
科

目
名

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

①
 精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
を

通
し

て
、

精
神

保
健

福
祉

援
助

並
び

に
障

害
者

等
の

相
談

援
助

に
係

る
専

門
的

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
具

体
的

か
つ

実
際

的
に

理
解

し
実

践
的

な
技

術
等

を
体

得
す

る
。

②
 精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
を

通
し

て
、

精
神

障
害

者
の

お
か

れ
て

い
る

現
状

を
理

解
し

、
そ

の
生

活
実

態
や

生
活

上
の

課
題

に
つ

い
て

把
握

す
る

。
③

 精
神

保
健

福
祉

士
と

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
、

技
能

、
倫

理
、

自
己

に
求

め
ら

れ
る

課
題

把
握

等
、

総
合

的
に

対
応

で
き

る
能

力
を

習
得

す
る

。
④

 総
合

的
か

つ
包

括
的

な
地

域
生

活
支

援
と

関
連

分
野

の
専

門
職

と
の

連
携

の
あ

り
方

及
び

そ
の

具
体

的
内

容
を

実
践

的
に

理
解

す
る

。

①
 精

神
科

病
院

等
の

病
院

に
お

い
て

実
習

を
行

う
学

生
は

、
患

者
へ

の
個

別
支

援
を

経
験

す
る

と
と

も
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
経

験
し

、
実

習
先

の
実

習
指

導
者

に
よ

る
指

導
を

受
け

る
こ

と
。

ア
　

入
院

時
又

は
急

性
期

の
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
相

談
援

助
イ

　
退

院
又

は
地

域
移

行
・

地
域

支
援

に
向

け
た

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
相

談
援

助
ウ

　
多

職
種

や
病

院
外

の
関

係
機

関
と

の
連

携
を

通
じ

た
援

助
②

 精
神

科
診

療
所

に
お

い
て

実
習

を
行

う
学

生
は

、
患

者
へ

の
個

別
支

援
を

経
験

す
る

と
と

も
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
経

験
し

、
実

習
先

の
実

習
指

導
者

に
よ

る
指

導
を

受
け

る
こ

と
。

ア
　

治
療

中
の

患
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

相
談

援
助

イ
　

日
常

生
活

や
社

会
生

活
上

の
問

題
に

関
す

る
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

相
談

援
助

ウ
　

地
域

の
精

神
科

病
院

や
関

係
機

関
と

の
連

携
を

通
じ

た
援

助
③

 学
生

は
、

地
域

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
を

行
う

施
設

等
や

精
神

科
病

院
等

の
医

療
機

関
の

実
習

を
通

し
て

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
で

き
る

限
り

経
験

し
、

実
習

先
の

実
習

指
導

者
に

よ
る

指
導

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

ア
　

利
用

者
や

そ
の

関
係

者
、

施
設

・
機

関
・

事
業

者
・

団
体

住
民

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
の

基
本

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

人
と

の
付

き
合

い
方

な
ど

の
円

滑
な

人
間

関
係

の
形

成
イ

　
利

用
者

理
解

と
そ

の
需

要
の

把
握

及
び

支
援

計
画

の
作

成
ウ

　
利

用
者

や
そ

の
関

係
者

（
家

族
・

親
族

・
友

人
等

）
と

の
支

援
関

係
の

形
成

エ
　

利
用

者
や

そ
の

関
係

者
（

家
族

・
親

族
・

友
人

等
）

へ
の

権
利

擁
護

及
び

支
援

（
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
を

含
む

。）
と

そ
の

評
価

オ
　

精
神

医
療

・
保

健
・

福
祉

に
係

る
多

職
種

連
携

を
は

じ
め

と
す

る
支

援
に

お
け

る
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
の

実
際

カ
　

精
神

保
健

福
祉

士
と

し
て

の
職

業
倫

理
と

法
的

義
務

へ
の

理
解

キ
　

施
設

・
機

関
・

事
業

者
・

団
体

等
の

職
員

の
就

業
な

ど
に

関
す

る
規

定
へ

の
理

解
と

組
織

の
一

員
と

し
て

の
役

割
と

責
任

へ
の

理
解

ク
　

施
設

・
機

関
・

事
業

者
・

団
体

等
の

経
営

や
サ

ー
ビ

ス
の

管
理

運
営

の
実

際
ケ

　
当

該
実

習
先

が
地

域
社

会
の

中
の

施
設

・
機

関
・

事
業

者
・

団
体

等
で

あ
る

こ
と

へ
の

理
解

と
具

体
的

な
地

域
社

会
へ

の
働

き
か

け
と

し
て

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

、
社

会
資

源
の

活
用

・
調

整
・

開
発

に
関

す
る

理
解

④
 精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
指

導
担

当
教

員
は

、
巡

回
指

導
等

を
通

し
て

、
実

習
事

項
に

つ
い

て
学

生
及

び
実

習
指

導
者

と
の

連
絡

調
整

を
密

に
行

い
、

学
生

の
実

習
状

況
に

つ
い

て
の

把
握

と
と

も
に

実
習

中
の

個
別

指
導

を
十

分
に

行
う

も
の

と
す

る
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

実
習

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

Ⅰ

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

Ⅱ
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⒈　「認定心理士」とは

　「認定心理士」とは、正式には「公益社団法人日本心理学会認定心理士」という資格の名称である。

　この「認定心理士」の資格は、「公益社団法人日本心理学会」がその資格取得希望者に対して、“この人物は心理学に関

する標準的な基礎知識と基礎技術とを正規の課程において修得している”ということを認定するもので、「公益社団法人日

本心理学会」が心理学に関して認定している資格である。この資格は、心理学の専門家としての業務にこれから携わりた

いと考えている人にとって、有用な意味を持つ。

　「認定心理士」の認定母体である「日本心理学会」は、日本の心理学の歴史において最も早い時期に設立された学会のひ

とつである。日本心理学会は、現在活動している 30 余りの全国規模の心理学関連学会のなかでは基礎領域から応用領域ま

で幅広い専門領域にわたって会員を擁している最大規模の総合学会で、日本の心理学の発展に中心的役割を果たしてきた

伝統をもつ。

⒉　「認定心理士」になるには

　認定心理士になるには、次の要件を満たした上で、公益社団法人日本心理学会に認定の申請をする必要がある。

< 認定心理士資格認定細則（抜粋）>

1　認定心理士資格認定制度規程第 3 条に基づく資格認定は、本細則の定めるところによる。

2　資格認定の条件は次の各号を満たすものとする。

⑴　16 歳以降通算 2 年以上日本国に滞在した経験を有する者。

⑵　学校教育法により定められた大学、または大学院における心理学専攻、教育心理学専攻、または心理学関連専攻の

学科において、別表に掲げる科目を履修し、必要単位を修得し、卒業または修了した者及びそれと同等以上の学力を

有すると認められた者。

上記の条件を卒業見込みの学年度において満たしている者は、申請することができる。

　ここでの別表 1 に掲げる科目については、本学では認定心理士科目表 P. 103 ～ 104 に定めるとおりである。これらの科

目を履修し、認定心理士の認定を希望する場合は、卒業年次に公益社団法人日本心理学会に申請しなければならない。

　申請の手続きについては、改めて指示する。なお、申請にあたっては、次のとおり、別途費用が必要となる。

　　　審査料　　11,000 円

　　　認定料　　30,000 円

　　（令和 3 年 1 月現在の金額、以後、改定されることがある。）

8．認定心理士資格（心理福祉学科 ･ 子ども未来学科）
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認定心理士取得に必要な科目（心理福祉学科）　2018 年度入学者まで

公益社団法人日本心理学会
認定心理士認定資格細則別表 1
に規定する科目

本学における開講科目 履修区分 開講年次 開講期 単位 授業形態

⑴基礎科目
A 心理学 必修 1 前期 2 講義

（心理学概論） 教育心理学 選択 1 後期 2 講義

B
（心理学研究法）

心理学研究法 選択 3 前期 2 講義
教育心理学研究法 選択 3 前期 2 講義
心理統計法 選択 3 前期 2 講義

C
（心理学実験・実習）

心理学基礎実験 選択 4 通年 2 演習
心理検査法実習 選択 3 前期 2 講義
臨床心理学実習 必修 2 前期 2 講義

⑵選択科目
D 学習心理学 選択 2 後期 2 講義

（知覚心理学 ･ 学習心理学） 認知心理学 選択 3 後期 2 講義
E

（生理心理学・比較心理学）
開講せず

F
（教育心理学 ･ 発達心理学）

発達心理学 必修 1 後期 2 講義
児童心理学 選択 1 後期 2 講義

G
（臨床心理学・人格心理学）

カウンセリング 必修 2 前期 2 講義
臨床心理学 選択 2 前期 2 講義
教育相談 選択 2 後期 2 講義
児童臨床心理学 選択 2 前期 2 講義
人格心理学 選択 3 前期 2 講義
心理療法 選択 2 後期 2 講義

H
（社会心理学 ･ 産業心理学）

グループダイナミックス 選択 3 後期 2 講義

組織心理学 選択 3 後期 2 講義

※心理福祉学科では、認定心理士資格を取得する学生は、教員免許状の取得はできない。
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認定心理士取得に必要な科目（子ども未来学科）

公益社団法人日本心理学会
認定心理士認定資格細則別表 1
に規定する科目

本学における開講科目 履修区分 開講年次 開講期 単位 授業形態

⑴基礎科目
A 心理学 必修 1 前期 2 講義

（心理学概論） 教育心理学 選択 2 前期 2 講義
B

（心理学研究法）
心理学研究法 選択 4 前期 2 講義
教育心理学研究法 選択 4 前期 2 講義

C
（心理学実験・実習）

心理学基礎実験 選択 4 通年 2 演習
心理検査法実習 選択 3 前期 2 講義
臨床心理学実習 選択 2 後期 2 講義

⑵選択科目
D 学習心理学 選択 4 後期 2 講義

（知覚心理学 ･ 学習心理学） 認知心理学 選択 4 後期 2 講義
E

（生理心理学・比較心理学）
開講せず

F
（教育心理学 ･ 発達心理学）

発達心理学 必修 1 後期 2 講義
乳幼児発達心理学 選択 2 後期 2 講義
児童心理学 選択 2 後期 2 講義
保育心理学演習 必修 2 前期 1 演習

G
（臨床心理学・人格心理学）

教育相談 必修 2 後期 2 講義
カウンセリング 選択 3 前期 2 講義
臨床心理学 選択 2 前期 2 講義
人格心理学 選択 3 前期 2 講義
児童臨床心理学 選択 2 前期 2 講義

H
（社会心理学 ･ 産業心理学）

グループダイナミックス 選択 4 後期 2 講義

組織心理学 選択 4 後期 2 講義
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⒈　「ピアヘルパー」とは

　「ピアヘルパー」は、心の専門援助者をめざすためのパスポートであると考えられる。ピアヘルパーを直訳すると、仲間

を助ける人ということになる。仲間を助けるとは、年上・年下を問わず、対等な立場で、人間なら誰でも出あう問題の相

談相手になることである。

⒉　「ピアヘルパー」の認定を受けると……

＊カウンセリングや関連する心理学の理論方法について学習し、教育・福祉・保育などの実際場面で人とかかわるために

必要な基本的な力を身につけた者であることが証明される。

＊教育カウンセラーなど専門家に協力して次のような実践をすることができる。

　・同年代の学生の相談にのる。

　・年少の者の学業や進路、人間関係について一緒に考える。

　・不登校や障害をもった子どもをサポートする。

＊資格がいきる主な活動分野

　・教師、保育士、心の教室相談員など教育の分野での活動

　・家庭教師、メンタルフレンド、教育・福祉ボランティアなどの活動

＊自分自身にとってのメリット

　・自己理解や他者理解が深まる。

　・適切な自己開示・自己主張ができるようになり、自己肯定感が向上する。

　・周囲と協調し、必要に応じてリーダーシップを発揮できる能力が向上する。

＊特定非営利活動法人日本教育カウンセラー協会の一般会員になることができるので、卒業後も継続的に学習する機会が

得られる。

＊教育・福祉・保育などの分野での実践経験を積むことで、初級教育カウンセラーあるいは中級・上級教育カウンセラー

の資格を取得することが可能である。

⒊　「ピアヘルパー」の受験資格

＊対象・受験資格

　加盟短大・大学・専門学校（以下「加盟校」と表記する）の学生でピアヘルパー教育内容を含む、講義・演習または特

別研修コース（集中講義等）を 2 科目 4 単位以上取得した者、または取得見込みの者

＊筆記試験

　マークシート選択肢式＋記述式　計 90 分の筆記試験を所属する加盟校で受験する。

＊認定要件

　1　加盟校が指定する 2 科目 4 単位以上を取得する（本学では、「発達心理学」、「カウンセリング」、「臨床心理学実習」

のうちから 2 科目以上）。

　2　筆記試験に合格する。

＊合格証・資格証

　合格証は合格者（全員に発行）、資格証（ID カード・写真入）は希望者に有料で発行される。

＊資格認定試験受験料　4,800 円

＊ピアヘルパー資格取得のための筆記試験に合格しても、認定要件になっている科目の単位を取得できなかった場合は、

当該科目の単位を取得するまで合格証を大学で預かることになるので、留意すること。

9．ピアヘルパー
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⒈　「スクールソーシャルワーカー」とは

　「スクールソーシャルワーカー」とは、学校現場等において、学校及び日常の生活を営む上で課題の解決を要する児童生

徒とその家庭及びその児童を取り巻く環境・学校・社会・制度等を対象としたソーシャルワークの業務を行う者をいう。

さらに、児童・生徒の発達権・学習権を保障し、貧困の連鎖、社会的排除を是正し、一人ひとりの発達の可能性を信頼し、

多様な社会生活の場において、とりわけ学校生活を充実させ、児童生徒とその家庭の自己実現を図るために人と環境の関

わりに介入して支援を行う者である。

⒉　「スクールソーシャルワーカー」になるには

　社会福祉士指定科目の他、次に示す一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟（旧名称：一般社団法人日本社会

福祉士養成校協会）によるスクールソーシャルワーク教育課程の指定科目を履修しなければならない。本学における開講

科目は、次頁の表のとおりである。

・スクール（学校）ソーシャルワーク論

・スクール（学校）ソーシャルワーク演習

・スクール（学校）ソーシャルワーク実習指導

・スクール（学校）ソーシャルワーク実習

・教育の基礎理論に関する科目のうち、「教育に関する社会的、制度的または経営的事項」を含む科目

・教育の基礎理論に関する科目のうち「幼児、児童及び生徒（障害のある幼児、児童及び生徒を含む）の心身の発達及

び学習の過程に関する事項」を含む科目

・生徒指導、教育相談及び進路指導に関する科目

・精神保健の課題と支援

・児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

⒊　スクールソーシャルワーク教育課程修了の認定を希望する場合

　これらの科目を履修し、スクールソーシャルワーク教育課程修了の認定を希望する場合は、卒業年次に一般社団法人日

本ソーシャルワーク教育学校連盟に申請しなければならない。申請の手続きについては、改めて指示する。

　なお、申請にあたっては、社会福祉士または精神保健福祉士の国家資格を有していることが条件となる。

10．スクールソーシャルワーク教育課程修了者（社会福祉専攻、心理福祉学科）
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スクールソーシャルワーク教育課程指定科目　2018 年度入学者まで

指定科目 本学における開講科目 授業時間 開講年次

スクール（学校）ソーシャルワーク論 スクールソーシャル
ワーク論 30 時間 ４年※ 1

スクール（学校）ソーシャルワーク演習 スクールソーシャル
ワーク演習 30 時間 ４年※ 1

スクール（学校）ソーシャルワーク実習指導 スクールソーシャル
ワーク実習指導 30 時間 ４年

スクール（学校）ソーシャルワーク実習 スクールソーシャル
ワーク実習 90 時間 ４年

教育の基礎理論に関する科目のうち、「教育に関する社会的、制
度的または経営的事項」を含む科目（1 科目以上） 教育社会学 30 時間 2 年

教育の基礎理論に関する科目のうち「幼児、児童及び生徒（障害
のある幼児、児童及び生徒を含む）の心身の発達及び学習の過程
に関する事項」を含む科目及び生徒指導、教育相談及び進路指導
に関する科目（1 科目以上）

発達心理学 30 時間 1 年※ 2

学習心理学※ 3 30 時間 2 年

教育心理学 30 時間 1 年

精神保健の課題と支援 精神保健学 60 時間 3 年

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童・家庭福祉論
児童・家庭福祉論詳説

30 時間
30 時間

1 年
2 年

その他追加して設置する科目

※ 1　社会福祉専攻は、3 年次

※ 2　社会福祉専攻は、2 年次

※ 3　心理福祉学科のみ
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⒈　「アクティビティ ･ ワーカー」とは

　アクティビティ・サービス協議会より付与される協会認定資格である。「アクティビティ・ワーカー」とは、基本的な日

常生活を自立して行うことが難しい、心身機能の低下した高齢者や疾病・障害等で福祉サービスを利用している方々に対

して、その人らしくいきいきと生活することができるように、一人一人のニーズに応じた援助関係を築き、環境を整え、

日常生活の中で個と人の楽しみや喜び、生きがいを感じ、安心した生活が送れるようにサポートする資格である。

⒉　資格を取得する方法、認定および登録

　本学は、アクティビティ・サービス協議会認定のアクティビティ ･ ワーカー養成指定施設であり、協議会が定めるアクティ

ビティ ･ ワーカー養成カリキュラムを実施する施設となっている。

　アクティビティ ･ ワーカーの資格認定は、アクティビティ ･ サービス協議会が定めた所定の科目および単位（本学読み

替え科目）を修得後、申請手続を経て卒業時にアクティビティ ･ サービス協議会よりアクティビティ ･ ワーカーの「登録証」

が交付される。

　資格登録料等　15,000 円（資格登録料：10,000 円、初年度年会費：5,000 円）

11．アクティビティ ･ ワーカー（介護福祉専攻）
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アクティビティ ･ ワーカー取得に必要な科目（2018 年度入学者まで）

アクティビティ ･ サービス協議会指定科目 本学における開講科目（単位） 年次・開講期
⑴ アクティビティ ･ サービス論

生きがい活動論（1） 3 年・前期
⑵ アクティビティ ･ サービス援助論
⑶ アクティビティ ･ サービス援助技術論

① 生活環境（衣食住）の整備に関すること 生活福祉論（2）
暮らしと生活環境（2）
生活支援技術Ⅰ（2）
生活支援技術Ⅱ（2）
生活支援技術Ⅲ（1）
生活支援技術Ⅳ（1）

1 年・前期
1 年・後期
1 年・後期
2 年・前期
1 年・後期
2 年・前期

② 情報の提供に関すること 介護福祉論Ⅱ（2）
コミュニケーション技術Ⅰ（2）
コミュニケーション技術Ⅱ（1）

1 年・後期
1 年・前期
1 年・後期

③ 生活援助の中の安全管理（リスクマネジメント等）に関
すること

介護福祉論Ⅱ（2）
生活支援技術Ⅱ（2）
生活支援技術Ⅳ（1）
生活支援技術Ⅴ（2）

1 年・後期
2 年・前期
2 年・前期
2 年・通年

④ 終末ケアに関すること 介護福祉論Ⅰ（2）
介護過程Ⅳ（1）
生活支援技術Ⅱ（2）
身体構造と機能Ⅰ（2）

1 年・前期
3 年・後期
2 年・前期
1 年・後期

⑤ 日常生活援助（支援）における計画に関すること 介護過程Ⅰ（2）
介護過程Ⅱ（1）
介護過程Ⅲ（1）
介護過程Ⅳ（1）
介護過程Ⅴ（1）

1 年・後期
2 年・後期
3 年・前期
3 年・後期
4 年・前期

⑥ プログラムの評価に関すること 介護総合演習Ⅰ	（1）
介護実習Ⅰ－ 1	（1）
介護総合演習Ⅱ	（1）
介護実習Ⅰ－ 2	（2）
介護総合演習Ⅲ	（1）
介護実習Ⅱ－ 1	（3）
介護総合演習Ⅳ	（1）
介護実習Ⅱ－ 2	（4）

1 年・後期
1 年・集中
2 年・前期
2 年・集中
2 年・後期
2 年・集中
3 年・後期
3 年・集中
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⒈　「ジュニアスポーツ指導員」とは

　公益財団法人日本スポーツ協会（旧名称：公益財団法人日本体育協会）（以後「協会」）が認定する、地域スポーツクラ

ブなどにおいて、幼・少年期の子どもたちにあそびを通した身体づくり、動きづくりの指導を行う指導者のための資格で

ある。発育発達期の身体的・心理的特徴について専門的な知識と指導ノウハウを持ち、おおよそ 2 歳くらいの幼児から 15

歳までの子どもたちを対象に総合的なからだづくりと、基礎的動作の習得を目的としたプログラムを提供できる指導者で

ある。

⒉　本学で資格を取得するには

　本学では、協会よりジュニアスポーツ指導員特別コースの認定を受けており、下記の条件を満たすことで資格の取得が

可能である。資格は卒業後に発行される。

条件 1　子ども未来学科の卒業要件単位を全て取得し、卒業すること。

条件 2　協会が認めた本学開講の科目を履修、単位取得すること。

　主な科目

　・「スキー・スポーツ」又は「スノーボード・スポーツ」から一科目取得すること。

　・「子どもと運動Ⅱ」（キャンプ）又は「アドベンチャー・スポーツ」から一科目取得すること。

　それ以外にも多くの科目が認定されているが、ほとんどの科目は必修科目である。

条件 3　4 年次「ジュニアスポーツ指導員養成講座」を履修すること。3 日間の集中講習会及び半期程度の授業として

実施される。

条件 4　①協会が定めた共通科目検定試験に合格すること（3 日間の集中講習時に本学にて実施）。

②協会が定めた専門科目検定試験に合格すること（卒業予定年次に本学にて実施）。

⒊　資格の登録及び認定（前年度時点）

1　上記の条件を満たした者に「修了証明書」を発行し、その後、資格登録の手続きを完了し所定の登録料を納めた者に、　

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者として「認定証」及び「登録証」を交付する。

2　資格の登録有効期間は、原則 4 年間とし 4 年毎に更新する。

3　費用関係（ジュニアスポーツ指導員養成講座）

　　・共通科目（条件 3）：検定料 0 円、テキスト 3,900 円、審査料 3,240 円

　　・専門科目（条件 4）：検定料 3,300 円、テキスト 7,800 円、審査料 3,240 円

　　・登録料：登録料は 4 年間で 10,000 円（初回登録時のみ 13,000 円）

※費用は変更の場合もある。

※毎年 3 月に申請・7 月頃に許可されるものであり、現時点では「予定」とする。

12．ジュニアスポーツ指導員（子ども未来学科）
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⒈　「キャンプインストラクター」とは

　国内で唯一のキャンプの専門的な法人である公益社団法人日本キャンプ協会（以後「協会」）が認定する指導者養成制度の

資格の一つである。「キャンプインストラクター」は、キャンプでの活動（アクティビティ）を指導できる能力を持った指導

者で、基礎的な知識、技術、考え方を習得し、キャンプ場面でその能力を発揮する資格であり、キャンプディレクター 2 級、

1 級へステップアップするための基礎資格でもある。受講資格は満 18 才以上であることが前提となる。

⒉　本学で資格を取得するには

　本学では、協会よりキャンプインストラクターを養成する団体として毎年度更新して認定を受けている。下記の条件を満

たすことで資格の取得が可能である（2018 年度入学者までの対象科目等）。

条件 1　子ども未来学科の「子どもと運動Ⅱ」（キャンプ）の科目を履修し、単位を取得すること。通常授業の他に、夏

休み 2 泊 3 日、その他がある。

条件 2　「子どもと運動Ⅱ」（キャンプ）の授業の中で実施される協会作成の試験問題（筆記）に合格すること。

条件 3　諸経費を納めること。

⒊　資格の登録及び認定

1　上記の条件を満たした者に「認定証」を発行する。

2　資格の登録有効期間は 1 年間で、毎年度更新する。

3　費用関係（変更の場合あり）

　　・テキスト 2,000 円（税抜）

　　・初年度認定料：15,300 円

　　　内訳：受験料 1,100 円、公認料 1,100 円、登録料 1,100 円、入会金 5,000 円、

　　　　　　年会費 5,000 円（日本協会 3,000 円、支部協会 2,000 円）、手数料 2,000 円

　　・次年度更新料：6,100 円

　　　　　　年会費 3,000 円、更新料 1,100 円、支部会費 2,000 円

　　・その他：授業経費約 8,000 円

　　　　　　2 泊 3 日キャンプ費用、授業時の食費など。

13．キャンプインストラクター（子ども未来学科）
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⒈　教職課程について

　教員として職務を行うためには、教育職員免許法に基づいて、学校種や免許教科に対応した教員免許状を取得しなけれ
ばならない。本学で教員免許状を取得するためには、教職課程を履修し、それぞれの学校種や免許教科ごとに必要な科目
の単位を修得しなければならない（以下 < 教員免許状取得要件 > 参照）。

< 教員免許状取得要件 >

⑴　学士の学位を有すること。
⑵　『教職に関する科目』を中学校 31 単位、高校 23 単位以上修得すること。

（教職課程履修規程の教職に関する科目一覧を参照）
⑶　『教科に関する科目』を中学校 20 単位、高校 20 単位以上修得すること。

（教職課程履修規程の教科に関する科目一覧を参照）
⑷　『教科又は教職に関する科目』を中学校 8 単位、高校 16 単位以上修得すること。

（教職課程履修規程の教科又は教職に関する科目一覧を参照）
⑸　『特別支援教育に関する科目』を 26 単位以上修得すること。

（特別支援学校教諭一種免許状のみ）
⑹　『教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目』として、以下の科目の単位を修得すること。

・「日本国憲法」（2 単位）
・「球技スポーツ」、「スポーツ・コミュニケーション」、「アドベンチャー・スポーツ」、「スキー・スポーツ」、「スノー

ボード・スポーツ」の 5 科目（各 1 単位）の中から 2 科目（2 単位）以上修得すること。
・「英語コミュニケーション」、「実用英語」の 2 科目（各 2 単位）のうち 1 科目（2 単位）以上修得すること。
・「コンピュータ・リテラシー」（2 単位）を修得すること。

⑺　7 日間の介護等体験を行うこと（中学校免許のみ必修であり、高校免許では不要。なお、ソーシャルワーク実習や
介護実習により、受入施設の証明をもって、介護等体験の期間に算入することができる。）

⒉　心理福祉学科で取得できる教員免許状の種類

① 中学校教諭一種免許状（社会）
② 高等学校教諭一種免許状（公民）
③ 高等学校教諭一種免許状（福祉）
④ 特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）※

※特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）を取得するためには、基礎資格として、中学校または
高校の普通免許を併せて取得しなければならない。

中
一
種
免
（
社
）
①

高
一
種
免
（
公
）
②

高
一
種
免
（
福
）
③

特
支
一
種
免　

④

中一種免（社）① ○ × ○
高一種免（公）② ○ × ○
高一種免（福）③ × × ○
特支一種免④ ○ ○ ○

⒊　「教職実践演習（中・高）」及び『履修ファイル』について

　4 年次後期に開設する「教職実践演習（中・高）」（2 単位）は、教職課程を履修する学生の教科に関する科目及び教職に
関する科目の履修状況を踏まえ、教員として必要な知識技能を修得したことを確認するための科目である。
　したがって、この「教職実践演習（中・高）」の履修にあたっては、各学生においても教職課程における 4 年次までの履
修履歴について、必要な資質能力の指標に対する自己評価を『履修ファイル』（自己評価シート）にまとめ、教職担当教員
から指示があった際には提出しなければならない。

14．教職課程（心理福祉学科）　2018 年度までの入学者向け

　左表の通り、本学においては、①と②の両資格は取得できるが、①と③、

②と③の両資格は取得できない。④は①、②、③のいずれかの資格を併せて

取得しなくてはならない。
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⒋　教職課程履修継続要件（3・4 年次）

　3、4 年次において教職課程の履修を継続するためには、原則として前述「3．」の「教職実践演習（中・高）」による『履

修ファイル』の状況や 1、2 年次に開講される教職関連科目の単位修得状況のほか、心理福祉学科所定の必修科目の単位を

修得していなければならない。

⒌　「教育実習」について

　教員免許状を取得するため、4 年次において「教育実習」が必修科目として設置されている。「教育実習」は、学校現場

での教育実践を通して学生自らが教職への適性や進路を考える貴重な機会である。学校現場の現状をよく理解するととも

に、生徒と交流し、指導・援助の実際を習得することを目的とする。「教育実習」は、教職を志す学生による主体的かつ実

践的な取り組みが求められる。教育実習校への依頼手続きの開始までに、授与される免許状の教諭にふさわしい教職や教

科の知識、指導法の習得が見られない場合は、「教育実習」の実施を認めないことがある。

<「教育実習」の期間及び授業科目 >

　⑴　中学校教諭一種免許状（社会）を取得する場合

　中学校 4 週間（ 180 時間）　「教育実習Ⅰ」及び「教育実習Ⅱ」（各 2 単位）

　⑵　高等学校教諭一種免許状（公民）（福祉）を取得する場合

　高等学校 2 週間（ 90 時間）　「教育実習Ⅰ」（ 2 単位）

　⑶　特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）を取得する場合

　特別支援学校 2 週間（ 90 時間）　「特別支援教育実習」（ 2 単位）

<「教育実習」履修要件 >

　「教育実習」は、その履修年次において「教育実習指導」（ 1 単位）を履修し、「教育実習」の事前・事後指導を受けな

ければならない。また、特別支援学校における「特別支援教育実習」にあたっては、同様に「特別支援教育実習指導」（ 1

単位）を履修しなければならない。

　また、上記のほか、「教育実習」を行うためには、以下の履修要件を満たしておくことが必要となる。

⑴　原則として、2 年次までに、「日本国憲法」（2 単位）を修得していること。

⑵　原則として、3 年次までに、次の科目を修得していること。

　　　　「教育原理」（ 2 単位）

　　　　「道徳教育の指導法」（ 2 単位）＊中学校教諭一種免許状（社会）を取得する場合

　　　　「教職概論」（ 2 単位）

　　　　「特別活動の指導法」（ 2 単位）

　　　　「教育課程論」（ 2 単位）

　　　　「生徒指導論」（ 2 単位）

　　　　免許教科の各教育法（＊免許教科により異なる）

⑶　以上のほか、特別支援学校の免許状を取得する場合は、原則として 3 年次までに、次の科目を修得していること。

　　　　「障害児教育論」（ 2 単位）

　　　　「病弱教育論」（ 1 単位）

　　　　「障害児の心理・生理・病理」（ 2 単位）

　　　　「視覚障害者指導法」（ 1 単位）

　　　　「聴覚障害者指導法」（ 1 単位）

　　　　特別支援教育領域に関する科目（各 2 単位 8 科目）　



114

< 実習スケジュール >（「教育実習Ⅰ」、「教育実習Ⅱ」）

２年次 教育実習ガイダンス
（２月中旬～下旬）（２月中旬～下旬）

事
前
面
談

実
習
校
訪
問

学内面談・教育実習登録票提出
（2 月下旬～３月下旬）

３年次

教育実習校、実習時期確認
（６月上旬）

介護等体験（夏期）

・教育実習校の発表
・個人票・誓約書等の手続き

（2 ～ 3 月）

＊中学校免許取得予定者
は 7 日間の介護等体験
が必要となるが、「ソー
シャルワーク実習」の
証明をもって、この期
間に充てる。

＊「教育実習Ⅱ」は中学
校免許取得予定者のみ

4 年次
「教育実習Ⅰ」、「教育実習Ⅱ」および
「教育実習指導」、「教職実践演習（中・
高）」履修登録

（４月）

教育実習事前指導
・教育実習日誌の配付
・教育実習の手引きの配付

実習校との事前打ち合わせ

教育実習
（前期５月～６月）

（後期９月～ 11 月）

教育実習事後指導
「教職実践実習（中・高）」

教育実習日誌の提出

＊　「教育実習Ⅰ」および「教育実習Ⅱ」のシラバスも参照すること。

＊　「教育実習Ⅰ」および「教育実習Ⅱ」は集中科目であり、成績通知はいずれも学年末となる。

＊　日程はあくまでも目安であるので、必ず掲示やオリエンテーション等で確認すること。

＊　「特別支援教育実習」の実習校については、大学が一括して教育委員会と調整する。

　　「特別支援教育実習」の実習スケジュールについては、履修学生に別途通知する。
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⒍　教員免許状の申請について

　教員免許状は、教育職員免許法に則り、都道府県の教育委員会に申請することにより授与される。

　申請方法には、以下の 2 通りがある。

⑴　一括申請

　本学が窓口となり、教員免許状取得見込者を取りまとめて手続きを行う申請方法であり、本学では原則としてこの

方法により申請を行う。この場合、卒業時に教員免許状を取得できる。

⑵　個人申請

　一括申請を行わなかった者及び一括申請の対象外となった者が、卒業後、個人で行う教員免許状申請方法である。

申請先は、原則として居住地の都道府県の教育委員会であるが、2 月～ 4 月中旬は、個人申請の受付を停止している

ことが多い。申請から免許状の授与まで、通常 1 ヶ月程度の時間がかかる。

※ ⑴ ⑵ ともに申請時に、別途申請手数料がかかる。

【教職課程の履修手続き】

　教員免許状の取得に向けて教職課程を履修する学生は、教職課程履修ガイダンス（日程は年度始めに掲示をもって連絡）

に出席の上、1 年次の後期に行われる教職ガイダンスの指示に従って『教職課程履修登録カード』を提出すること。また、

教職課程の履修登録を取り消す場合には、『教職課程履修登録の取り消し申込書』を提出すること。

　なお、教職課程を履修する学生は、認定心理士資格は取得できない。

【教職課程履修者の「履修キャップ制」上限単位数】

　本学科において、複数種の教員免許状取得を目的とした履修を行う学生については、「心理福祉学科教職課程履修規程」第

6 条第 5 項を適用し、学修状況を勘案の上、教職課程の授業科目に係る登録単位数を上限単位数から除外するものとして認

める場合がある。
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（目的及び定義）

第 1 条　この規程は、田園調布学園大学学則（以下、「学則」という。）に基づき、本学の教育課程並びに学生の履修及び単位

認定における諸手続に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（教育課程）

第 2 条　本学の教育課程は、総合教育科目、専門基礎科目、専門基幹科目、専門発展科目に区分し、各学科及び専攻における

教育研究上の目的を達成するため、科目区分ごとに必要な授業科目を配置する。

2　前項に定めるもののほか、人間福祉学部心理福祉学科において、学則第 25 条別表第二によらず、教育職員免許法に定める

教科及び教職に関する科目及び特別支援教育に関する科目として必要な授業科目を配置する。

（授業科目の履修区分）

第 3 条　前条に定める授業科目は、その履修方法により、次のとおり区分する。

⑴　必修科目　卒業までに必ず履修し、その単位を修得しなければならない科目

⑵　選択必修科目　指定する複数の授業科目の中から選択して履修し、卒業までに所定の単位数を修得しなければならない科目

⑶　選択科目　各科目区分の中から自由に授業科目を選択して履修し、卒業までに所定の単位数を修得しなければならない科目

2　前項第 3 号に定める授業科目の内、授業の方法及び内容並びにその性質により履修者数の定員を設け、あらかじめ人数を調

整して履修者を決定する授業科目（以下、「人数調整選択科目」という。）を置くことがある。

（各授業科目の授業期間）

第 4 条　各授業科目は、学則第 22 条及び第 23 条に基づき、当該科目の授業の方法及び単位数に応じて授業を行う期間を定め、

次のように区分する。

⑴　通年科目　1 年間にわたって授業を行う科目

⑵　半期科目　前期又は後期の半年間で授業を行う科目

⑶　集中科目　授業の方法及び内容により、一定の期間に集中して授業を行う科目

2　前項にかかわらず、通常の授業の方法によらず、多様なメディアの利用又は科目担当者による教育指導の方法により、学年

の適切な時期に授業を行うことがある。

（履修登録）

第 5 条　学生は、その学年で履修しようとする授業科目について、原則として毎学年始めの所定の期間に本学の全学ネットワー

クシステム『でんでんばん』を用い、登録及びその確認を行うものとする。

2　前項にかかわらず、前条第 1 項第 3 号及び第 2 項による科目について、学期中の適切な時期に登録期間を設け、別途定める

方法によって履修登録を行う授業科目がある。

3　履修登録は、必修科目等、大学が履修を指定する授業科目を除き、すべて自己の責任において行うものとし、正当な理由な

く他人に代行させることはできない。

4　履修登録の手続において、本人の責に帰すべき不備や誤りがあった場合、当該授業科目の登録は無効とする。

5　所定の期間内に履修登録をしていない科目については、履修並びに定期試験の受験を認めない。

6　前 2 項に定めるもののほか、次の各号による科目及び第 11 条に規定する履修登録の上限単位数を超えて登録しようとする

科目の履修は認めない。

⑴　自己の学年が履修を希望する科目の配当学年に達していない科目

⑵　同一時限に開設される複数の授業科目

⑶　同年度に開設される同一科目

⑷　単位修得済みの科目

7　納付金の納入が滞っている学生は、その状況により履修登録を認めない場合がある。

8　第 1 項のシステムの運営、管理に関することは、「田園調布学園大学 学内ネットワークシステム管理運営規程」において定

める。

（登録科目の変更）

第 6 条　学生は、次条に定める必修科目の再履修等、やむを得ない理由により既登録科目を変更しようとするときは、各学期

始めの指定された期間内に限り、所定の手続をもって届け出ることができる。

田園調布学園大学 履修規程
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（必修科目の再履修）

第 7 条　学生は、自己の学年に配当された必修科目の単位認定を受けることができなかったときは、原則として翌年次に当該

科目を再履修しなければならない。

（人数調整選択科目の登録手続）

第 8 条　学生は、第 3 条第 2 項に定める人数調整選択科目の履修を希望するときは、当該科目の登録に際し、別途定める方法

によりあらかじめその申込みを行うものとする。

2　人数調整選択科目の履修許可は、抽選又は先着順その他の方法によって決定する。

（資格希望申請手続）

第 9 条　各学科専攻において取得可能な資格のうち、当該資格の取得に係る授業科目の登録に際し、別途定める方法によりあ

らかじめその申請を行わなければならないものがある。

（選択科目の閉講）

第 10 条　第 3 条第 1 項第 3 号に定める選択科目について、授業科目の履修登録を行った学生が 5 名未満の場合、授業運営の都

合により当該科目を閉講とすることがある。

（履修登録の上限単位数）

第 11 条　単位取得に必要な学修時間を確保するため、「履修キャップ制」と称し、学科専攻ごとに学生が一年間に履修登録で

きる総単位数に次のとおり上限を設ける。

　社会福祉学科　社会福祉専攻　　48 単位

　社会福祉学科　介護福祉専攻　　48 単位

　心理福祉学科　　　　　　　　　48 単位

　子ども未来学科　　　　　　　　46 単位

　心理学科　　　　　　　　　　　48 単位

2　前項にかかわらず、次の各号による単位は履修上限単位数に含めない。

⑴　実習科目の単位

⑵　学則第 27 条から第 29 条に定める単位

⑶　卒業要件に算入されない単位

⑷　第 5 条第 2 項に該当する科目の単位

⑸　前 4 号に定めるもののほか、学生の事情を勘案し、履修の必要を認めた科目の単位

3　第 16 条に規定する GPA が 3.2 以上の学生は、第 1 項に定める上限単位数を緩和する。

4　前 3 項にかかわらず、本規定は編入学生には適用しない。

（履修登録の異議申し立て）

第 12 条　履修登録に対する異議申し立ては、その事情を具体的に示し、書面をもって本人が行うものとする。

（試験）

第 13 条　授業科目を履修した者に対して、学修到達度を測るため、学則第 24 条第 1 項に基づき試験を行う。

2　試験に関する事は、田園調布学園大学試験規程において定める。

（成績評価）

第 14 条　学則第 24 条第 2 項による成績評価の点数区分及び単位認定に係る合否の判定は、次のとおりとする。

成績評価　　点数区分　　　　　　　合否判定

	 S	 100 〜 90 点	 　合格（単位認定）

	 A	 89 〜 80 点	 　合格（単位認定）

	 B	 79 〜 70 点	 　合格（単位認定）

	 C	 69 〜 60 点	 　合格（単位認定）

	 D	 59 点以下	 不合格（単位不認定）

2　前項に定める「D」の評価に、定期試験未受験及びレポート未提出並びに授業出席不良等を含む。

（単位認定科目）

第 15 条　前条第 1 項にかかわらず、授業の性質等により、段階評価及び点数区分によらず、合否の判定を行う科目がある。

2　前項による科目は、「単位認定科目」と称し、合格の場合の成績評価の表示は「認」として単位を認定し、不合格の場合の

表示は「否」として単位の認定は行わないものとする。
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（GPA）

第 16 条　本学は、学生の学修状況に関する総合的な評価を示すため、履修科目の成績評価を点数化する GPA（グレード・ポ
イント・アベレージ）を採用する。

2　各評価のポイント及び GPA の算出方法は次のとおりとする。
　①　各評価のポイント
　　　成績評価　　ポイント
	 S	 4 点
	 A	 3 点
	 B	 2 点
	 C	 1 点
	 D	 0 点
　②　GPA の算出方法
　　履修科目の成績評価に対するポイントに当該科目の単位数を乗じてグレード・ポイントを算出し、その数値の合計を総履

修単位数で除してグレード・ポイント・アベレージを算出する（小数点第 3 位以下四捨五入）。
3　GPA は、前期及び後期の各学期末に算出し、次条による成績通知の際に表示する。
4　GPA の算出に当たり、前条に規定する単位認定科目及び「卒業研究」並びに第 2 条第 2 項による卒業要件単位数に含まれ

ない科目の単位は除外する。
5　GPA は、「専門演習」及び「ゼミナール」の配属並びに奨学金、優秀学生等の選抜その他学長が必要と認める場合において、

その数値を参考とする。
6　当年度の GPA が 1.2 未満で、かつ、年次ごとの総修得単位数が 30 単位未満、当年度履修科目の授業出席率が平均 40％未満

の場合、当該学生に対し段階的に注意、指導を行い、なお学修状況の改善が見られない時は、退学等の勧告を行うことがある。
（成績通知の方法及び時期）

第 17 条　学生に対する成績評価の通知は、学期末ごとに第 5 条第 1 項のシステムにおいて行い、その時期は授業科目の区分に
より、次のとおりとする。

　　前期で終了する半期科目の成績　　　　　　　　8 月下旬
　　後期で終了する半期科目及び通年科目の成績　　2 月下旬
2　前項にかかわらず、授業の方法及び内容並びにその性質により、授業科目の一部について、別途学期の途中又は次の学期末

に成績評価の通知を行うことがある。
3　納付金の納入が滞っている学生は、その状況により成績通知及び各種証明書の発行を行わない場合がある。

（成績評価に関する照会）

第 18 条　学生は、通知を受けた成績評価に対する疑義があるときは、各学期末の所定の期間内にその照会を行うことができる。
ただし、照会の対象は、当該学期に通知を受けた授業科目に限るものとする。

（学外学修等による単位認定手続）

第 19 条　学生は、学則第 27 条から第 29 条に定める学外学修等による単位の認定を希望するときは、前期履修登録期間中その
他大学が指定する期間において、本人自ら学修内容を証する書類を添付し、所定の様式をもって願い出なければならない。

（委任）

第 20 条　この規程に定めるもののほか、各学科専攻における各種資格等の取得に係る科目の履修に関することは、別に定める。
2　この規程の施行に関して必要な事項は学長が定める。

　　附　則

　この規程は、平成 28 年 3 月 28 日から施行し、平成 27 年 4 月 1 日に遡及して適用する。
　　附　則

　この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則

　この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。
　ただし、改正後の第 2 条及び第 11 条は、施行日以前に在籍する学生及び平成 31 年度及び平成 32 年度に入学する編入学生に

は適用せず、なお従前の例による。
　　附　則

　この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。
　ただし、改正後の第 11 条第 1 項は、施行日以前に在籍する学生には適用せず、なお従前の例による。
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（目的）

第 1 条　この規程は、田園調布学園大学学則（以下、「学則」という。）及び田園調布学園大学履修規程（以下、「履修規程」と

いう。）に基づき、本学の授業の実施に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（授業期間）

第 2 条　学則第 21 条による授業期間は、毎年度の学年暦で定めるところによる。

2　履修規程第 4 条に定める各授業科目の授業は、前項による学年暦の授業期間において、当該授業科目の授業計画に基づいて

行うものとする。ただし、同条第 1 項第 3 号及び第 2 項による授業科目について、学則第 7 条に定める休業日において授業

を行う場合がある。

（授業時間）

第 3 条　本学の通常の授業時間は、次のとおりとする。

　時限　　　　授業時間

第 1 時限　 9：00 〜 10：30

第 2 時限　10：40 〜 12：10

第 3 時限　13：00 〜 14：30

第 4 時限　14：40 〜 16：10

第 5 時限　16：20 〜 17：50

第 6 時限　18：00 〜 19：30

2　前項によるもののほか、履修規程第 4 条第 1 項第 3 号及び第 2 項による授業科目について、変則的に授業時間を編成して行

う場合がある。

（休講及び補講）

第 4 条　科目担当者のやむを得ない理由又は第 6 条に定めるところにより、授業が休講となった場合、原則として補講を実施

する。

2　補講は、原則として学年暦に定める補講日のほか学期中の通常授業日に行う。

（振替授業）

第 5 条　授業は、科目担当者及び学科長が相当と認めた場合、当該授業科目の学外での研修又は各学科専攻が主催する特別授

業に振り替えることがある。

2　前項による授業の振替は、補講の授業に準用する。

（緊急事態発生時における授業の取り扱い）

第 6 条　災害その他緊急事態の発生にともない、交通機関の運行に支障が生じている場合の授業の取り扱いは、次の各号に定

めるとおりとする。

⑴　午前 6 時の時点で、NHK ニュースにより、小田急電鉄（新宿−本厚木）、東急電鉄（渋谷−中央林間）及び横浜市営地下鉄（横

浜−あざみ野）のうち、2 社以上の電車が、ストライキ、災害、異常気象等で全面的に運転を停止している場合、当日の

授業の取り扱いは以下のとおりとする。ただし、バス等による振替輸送が実施されている場合は運行しているものとする。

①　午前 9 時までに復旧した場合

　当日第 1、第 2 時限の授業を臨時休講とし、第 3 時限より開講する。

②　午前 9 時を過ぎても運休している場合

　当日の授業に関する情報は、大学ホームページ、全学ネットワークシステム『でんでんばん』等を通じて学生に伝達する。

⑵　学生の居住地又はその周辺地域の交通機関の運休、遅延のために、やむを得ず授業に遅刻、欠席した場合は、駅で発行

される遅延証明書をもって、すみやかにその旨を科目担当者に届け出るものとする。

2　前項第 1 号による授業の取り扱いは、交通機関の運行状況にかかわらず、学長が、気象予報その他の状況により学生の通学

が困難と認めた場合に準用し、その際の授業に関する情報は、②の方法によって学生に伝達する。

（出欠席確認）

第 7 条　各授業科目について、科目担当者の定める方法により、毎回の授業において履修学生の出欠席確認を行う。

（欠席超過による措置）

第 8 条　各授業科目について、正当な理由がなく出席回数が当該授業科目の全授業回数の 3 分の 2 に満たない場合は、田園調

田園調布学園大学 授業に関する規程
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布学園大学試験規程第 7 条第 1 項第 3 号及び学則第 24 条第 1 項に定めるところにより、期末試験の受験を認めず、原則とし

て当該授業科目の単位を与えない。

（出席率の算出方法）

第 9 条　前条による各授業科目における出席率の算出は、授業に出席した回数に第 11 条に定める公認欠席の回数を加え、その

数を当該科目の全授業回数に除して得られた数字を採用するものとする。

（授業出欠席に関する照会）

第 10 条　学生は、第 7 条による出欠席確認の状況に対する疑義があるときは、授業の実施日から 4 週間以内に限り、当該授業

科目の担当者にその照会を行うことができる。

（公認欠席）

第 11 条　学生は、次の各号のいずれかに該当する場合、所定の手続をもって公認欠席（以下、「公欠」という。）を願い出るこ

とができる。ただし、人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻及び子ども未来学科に在籍する学生には、公欠を適用しない。

⑴　忌引

⑵　実習

⑶　進路活動

⑷　課外活動

⑸　感染症（出席停止による公欠）

⑹　その他大学が特に必要と認めた場合

2　公欠が承認された場合、授業の欠席回数に算入しない。

3　公欠が認められる場合の日数及び手続は、別表のとおりとする。

（委任）

第 12 条　この規程の施行に関して必要な事項は学長が定める。

　　附　則

　この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。
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別表（第 11 条第 3 項関係 公欠の日数及び手続）
公欠の種類 公欠が認められる日数 手　　続 届出時必要書類等・[ 提出先 ]

⑴　忌　引 忌引の扱いは 3 親等以内とし、忌引
日数は下表のとおりとする。
亡くなった人 忌引日数
父　　母 7日
配　偶　者 7日
兄弟・姉妹 3日
祖　父　母 3日
おじ・おば 1日

｢忌引届」及び「欠席届」に必要事
項を記入し、死亡月日より 10 日以
内に教学支援課へ提出する。科目ご
との「欠席届」は承認印を得た後、
各自が科目担当教員に提出する。

会葬礼状等（コピーも可とする）
［教学支援課］

⑵　実　習 実習期間及び実習施設との事前（事
後）打ち合わせ日
 ・ソーシャルワーク実習（介護福祉

専攻を除く）
 ・精神保健福祉援助実習
 ・教育実習（子ども未来学科を除く）
 ・スクールソーシャルワーク実習
・医療ソーシャルワーク実習
・心理実習
・社会教育実習

実習に関しての公欠は、原則として
手続不要。ただし、事前打ち合わせ
日等の場合に必要に応じて「公欠願」
及び「欠席届」を提出する。科目ご
との「欠席届」は教学支援課の承認
印を得た後に各自が各科目担当教員
へ提出する。

必要に応じて適宜証明できる書類等
［教学支援課］

⑶　進路活動 進路活動（就職活動、就職試験及び
内定式、入学試験等）による公欠が
認められる日数は、年間を通じて原
則として 3 日間とする。

｢公欠願」及び「欠席届」に必要事
項を記入し学生生活・進路支援課に
提出する。科目ごとの「欠席届」は、
学生生活・進路支援課の承認印を得
た後、各自が科目担当教員に提出す
る。

就職の場合は来社証明書、入学試験
の場合は受験票の写し

［学生生活・進路支援課］

⑷　課外活動 公式試合の出場、公式研究会への参
加など、大学が承認したものに限り
認める。原則として科目ごとに 3 日
間とする。

あらかじめ顧問の承認印を得た「公
欠願」に必要事項を記入し、「欠席届」
とともに学生生活・進路支援課に提
出する（各部・各サークルの責任者
が取りまとめて学生生活・進路支援
課に提出すること）。科目ごとの「欠
席届」は、学生生活・進路支援課の
承認を得た後、各自が科目担当教員
に提出する。

試合、大会等の主催者が配付した開
催内容を示す印刷物等（コピーも可
とする）

［学生生活・進路支援課］

⑸　感染症 学校保健安全法施行規則第 18 条第
1 項に規定する感染症にり患した場
合のみ、公欠とする。なお、日数は
学校保健安全法施行規則第 19 条に
定める「出席停止の期間の基準」に
定める期間とする。

学校保健安全法施行規則第 18 条第
1 項に規定する感染症にり患した

（その疑いも含む）場合は、教学支
援課へ電話連絡し、指示を受けるこ
と（ただし、インフルエンザにり
患した場合は、教学支援課への連絡
は不要とし、保健委員会へメール

（hoken@dcu.ac.jp）でその旨を連絡
するとともにアドバイザーへ報告す
ること）。なお、自己判断による登
校は禁ずる。

病気にり患したことを証明する医師
による診断書等（インフルエンザの
場合は、薬局で受け取った薬袋、抗
インフルエンザ薬（タミフル、リレ
ンザ等）の説明書、薬手帳のコピー
等で可）

［教学支援課］

⑹　その他大
学が特に必要
と認めた場合

本人の申し出により、大学が特に必
要と認めたものについては当該日

（期間）を公欠として取り扱うこと
がある。

欠席事由を教学支援課に申し出、適
宜指示を受けること。

必要に応じて適宜証明できる書類等
［関連部署］

注：表中の手続は、あらかじめ予定が判明しているものについては事前に行う必要がある。又、欠席後に手続を行う場合は、忌引によ

る公欠を除き、当該日以後 1 週間以内に完了するものとする。なお、公欠が承認された後は、科目担当者へ 1 週間以内に届け出ること。

これを超えた場合、公欠は認められない。
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（趣旨）

第 1 条　この規程は、田園調布学園大学学則第 24 条第 1 項に基づき実施する試験に関し必要な事項を定める。

（種類）

第 2 条　試験の種類は、次の各号に定めるとおりとする。

⑴　期末試験　前期・後期の各期末の試験期間中に実施する試験をいう。

⑵　追 試 験　期末試験を第 9 条各号に規定する理由で受験できなかった者に、当該科目について実施する試験をいう。

⑶　再 試 験　4 年生の前期・後期の各期末成績で不合格となった科目に対して実施する試験をいう。

（再試験実施科目及び評価）

第 2 条の 2　前条第 3 号に規定する再試験は、同号で定める科目について、科目担当者が再試験の必要を認めた場合において

実施する。

2　前項の再試験を受験し合格した者の評価は「C」とする。

（試験方法）

第 3 条　試験は、筆記、口述又は実技によるものとする。ただし、レポートをもってこれに替えることができる。

（試験時間）

第 4 条　試験時間は、原則として 90 分間とする。

（試験監督）

第 5 条　試験監督は、当該科目の担当教員が行う。ただし、必要に応じて補助者を加えることがある。

2　試験監督者は、試験場において試験を厳正かつ円滑に実施する権限とこれに伴う義務を有する。

（試験の実施）

第 6 条　教務委員会は、試験の実施を統括する権限と義務を有する。

（受験資格の取得）

第 7 条　受験資格は、次の各号を満たすことにより取得する。

⑴　履修科目登録の手続完了

⑵　学費等納入の手続完了

⑶　2/3 以上の出席完了

⑷　その他所定の手続完了及び科目担当者が受験を認めた場合

2　前項各号の規定にかかわらず、試験時において休学又は停学中の者は、受験資格を有しない。

（受験資格の喪失）

第 8 条　次の各号の一に該当する者は、当該科目の受験資格を失う。

⑴　学生証を携帯していない者

⑵　試験開始後 20 分を超えて、遅刻した者

⑶　試験監督者の指示に従わない者

⑷　試験において不正行為を行った者

2　前項第 1 号に該当する者に対しては、当日のみ有効とする仮学生証による受験を認めることがある。

3　前項に定める仮学生証の交付を受けようとする者は、当該試験受験前に、総務・経理課窓口に申し出なければならない。

（追・再試験受験手続）

第 9 条　第 2 条第 2 号による追試験の受験者は、所定の期日までに追試験受験願及び次の各号に定める期末試験欠席理由を証

明する書類を提出し、受験許可を得なければならない。

⑴　忌引き（3 親等以内の親族）

⑵　実習（ソーシャルワーク実習、介護実習、精神保健福祉援助実習、教育実習、特別支援教育実習、保育所実習、施設実習、

心理実習、スクールソーシャルワーク実習、医療ソーシャルワーク実習、社会教育実習）

⑶　進路活動（就職試験及び内定式、編入学試験）

⑷　公共交通機関の事故等

⑸　本人の病気又はケガ

⑹　その他大学がやむを得ない理由と認めた事項

田園調布学園大学 試験規程
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2 　第 2 条第 3 号による再試験の受験者は、所定の期日までに受験手数料を添えて再試験・再評価申込書を提出し、受験許可

を得なければならない。

（受験者の義務）

第 10 条　受験者は、次の各号に定める事項を厳守しなければならない。

⑴　試験場においては、試験監督者の指示に従うこと

⑵　試験開始後 20 分以内の遅刻者は、試験監督者の入室許可を得ること

⑶　学生証を机上に提示すること

⑷　試験開始後 30 分以内は、退場しないこと

⑸　試験場においては、認められたもの以外机上に置かず、机の中にいれないこと

（無効答案）

第 11 条　次の各号に該当する答案は、無効とする。

⑴　第 7 条に定める受験資格を有していない者の答案

⑵　第 8 条に定める受験資格を失った者の答案

⑶　学籍番号及び氏名が記入されていない答案

⑷　科目の担当教員、曜日又は時限を間違えて受験した者の答案

⑸　定められた時間内に提出されなかった答案

⑹　解答の有無に関らず試験場外に持ち出された答案

（不正行為）

第 12 条　試験における不正行為とは、次の各号の一に該当する場合をいう。

⑴　代人が受験したとき（依頼した者・受験した者の両者）

⑵　答案を交換したとき（交換した者・交換を受けた者の両者）

⑶　カンニングのために所持品（電子機器を含む）その他の物品へ事前に書き込みをして、それを使用したとき（未遂を含む）

⑷　他人の答案を写したとき（見せた者・見た者の両者）

⑸　言語・動作・電子機器等で連絡したとき（連絡した者・連絡を受けた者の両者）

⑹　使用が許可されていない参考書・電子機器その他の物品を使用したとき

⑺　他人の学生証で受験したとき（貸した者・借りた者の両者）

⑻　偽名答案を提出したとき

⑼　使用が許可された参考書等の試験場における貸借をしたとき（貸した者・借りた者の両者）

⑽　その他試験監督者が不正と認めたとき

（不正行為の確認）

第 13 条　試験監督者は、不正行為を発見した場合、その受験者の受験を直ちに中止させ、学生証・答案・証拠品等を取り上げ、

当該受験者に同行して教学支援課に通報するものとする。

2　教務委員会は、試験監督者立ち会いのもとに、直ちに当該受験者の不正行為の事実確認を行う。

3　不正行為が確認された場合、教務委員会は、その受験者に不正行為事実の確認書を提出させたうえで、速やかに学部長に報

告するものとする。

（不正行為者の処分）

第 14 条　不正行為を行った者（以下「不正行為者」という）は、学則第 47 条第 2 項による訓告処分とし、併せて当該不正行

為の内容及び本人の態度を勘案し次の各号のいずれかによる処分を行う。

⑴　不正行為を行った科目を不合格（「D」評価）とする。

⑵　当該試験期間におけるすべての試験について無効（0 点）とする。

2　前項に定めるもののほか、学長が必要と認めたときは、不正行為者に対し次の各号又はいずれかによる付加処分を行う。

⑴　大学が指定する奨学金受給資格の喪失

⑵　前項による処分内容の学内掲示

⑶　保証人への当該処分に関する文書通知

（試験終了後における処分）

第 14 条の 2　不正行為が試験の受験後に発覚した場合においても、前条に定める処分を行うものとする。

2　前項及び前条に定めるもののほか、不正行為者の処分に関する事は、田園調布学園大学 学生の懲戒に関する規程の定める
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ところによる。

（委任）

第 15 条　この規程の施行に関して必要な事項は、学長が定める。

（規程の改廃）

第 16 条　この規程の改廃は、教授会における審議を経て学長が決定する。

　　附　則

　この規程は、平成 15 年 12 月 18 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、平成 22 年 5 月 27 日から施行する。

　　附　則

　この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　1　この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。

　2　本規程の施行に伴い、田園調布学園大学 試験における不正行為者処分規程を廃止する。

　　附　則

　この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。
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（目的）

第 1 条　この規程は、社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号及び田園調布学園大学（以下「本学」という。）履修規程第

20 条第 1 項の規定に基づき、社会福祉士国家試験受験資格（以下「受験資格」という。）取得に必要な授業科目の履修方法

等に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（受験資格の取得に係る授業科目の開設学科等）

第 2 条　田園調布学園大学学則（以下「学則」という。）第 3 条に規定する学部、学科及び専攻のうち、文部科学省令・厚生労

働省令で定める社会福祉に関する科目（以下「指定科目」という。）に対応する授業科目を開設する学科、専攻は次のとおり

とする。

　　人間福祉学部 社会福祉学科 社会福祉専攻

　　人間福祉学部 社会福祉学科 介護福祉専攻

　　人間福祉学部 心理福祉学科

（社会福祉士国家試験受験資格取得要件）

第 3 条　受験資格を取得しようとする者は、学則第 25 条に規定する卒業認定の要件を満たし、かつ前条の学科、専攻ごとに別

表に定める授業科目を履修し、所定の単位を取得しなければならない。

　　⑴　社会福祉学科社会福祉専攻における受験資格取得に必要な授業科目及びその履修方法・時間数は別表 1 のとおりとする。

　　⑵　社会福祉学科介護福祉専攻における受験資格取得に必要な授業科目及びその履修方法・時間数は別表 2 のとおりとする。

　　⑶　心理福祉学科における受験資格取得に必要な授業科目及びその履修方法・時間数は別表 3 のとおりとする。

2　前項によるもののほか、各学科、専攻における授業科目の履修に関することは別に定める。

（編入学生の履修）

第 4 条　前条にかかわらず、学則第 13 条第 1 項により 3 年次に編入学した者については、当該学科、専攻の別表に掲げる授業

科目のうち、学則第 29 条に基づき認定された授業科目の単位の修得を要しないものとする。

2　受験資格取得に係る編入学生の入学前の既修得単位の認定に関することは、別に定める。

（委任）

第 5 条　この規程の施行に関し、必要な事項は学長が定める。

　　附　則

1　この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行し、平成 26 年度入学生から適用する。

2　この規程の適用前に在学する学生については、なお従前の例による。

田園調布学園大学 社会福祉士国家試験受験資格取得履修規程
2018 年度入学者まで適用
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別表 1

社会福祉士国家試験受験資格取得に係る授業科目
人間福祉学部　社会福祉学科　社会福祉専攻（2014 〜 2018 年度入学者適用）

指定科目 左記に対応する開設授業科目

科目名 時間数 科目名
授業
形態

履修方法
単位数 時間数

配当
学年

必修 選択

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 講義 2 30 2

心理学理論と心理的支援 30 心理学 講義 2 30 1

社会理論と社会システム 30 社会学 講義 2 30 1

現代社会と福祉 60
社会福祉学総論Ⅰ 講義 2 30 2

社会福祉学総論Ⅱ 講義 2 30 3

社会調査の基礎 30 社会調査法 講義 2 30 2

相談援助の基盤と専門職 60
ソーシャルワーク総論Ⅰ 講義 2 30 3

ソーシャルワーク総論Ⅱ 講義 2 30 3

相談援助の理論と方法 120

ソーシャルワークⅠ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅡ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅢ 講義 2 30 2

ソーシャルワークⅣ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法 60
地域福祉の理論と方法Ⅰ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法Ⅱ 講義 2 30 3

福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 講義 2 30 3

福祉サービスの組織と経営 30 福祉サービスの組織と経営 講義 2 30 3

社会保障 60
社会保障論Ⅰ 講義 2 30 2

社会保障論Ⅱ 講義 2 30 2

高齢者に対する支援と介護保険制度 60
高齢者福祉論Ⅰ 講義 2 30 1

高齢者福祉論Ⅱ 講義 2 30 2

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 障害者福祉論 講義 2 30 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30 児童・家庭福祉論 講義 2 30 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 講義 2 30 1

保健医療サービス 30 保健医療サービス論 講義 2 30 2

就労支援サービス 15 就労支援 講義 1 15 3

権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 講義 2 30 3

更生保護制度 15 司法福祉論 講義 2 30 3

相談援助演習 150

ソーシャルワーク演習Ⅰ 演習 2 60 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 演習 2 60 3

ソーシャルワーク演習Ⅲ 演習 1 30 4

相談援助実習指導 90
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 演習 1 30 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 演習 2 60 3

相談援助実習 180 ソーシャルワーク実習 実習 4 180 3

「指定科目」：社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号に規定する社会福祉に関する科目
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別表 2

社会福祉士国家試験受験資格取得に係る授業科目
人間福祉学部　社会福祉学科　介護福祉専攻（2014 〜 2018 年度入学者適用）

指定科目 左記に対応する開設授業科目

科目名 時間数 科目名
授業
形態

履修方法
単位数 時間数

配当
学年

必修 選択

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 講義 2 30 2

心理学理論と心理的支援 30 心理学 講義 2 30 1

社会理論と社会システム 30 社会学 講義 2 30 1

現代社会と福祉 60
社会福祉学総論Ⅰ 講義 2 30 2

社会福祉学総論Ⅱ 講義 2 30 3

社会調査の基礎 30 社会調査法 講義 2 30 2

相談援助の基盤と専門職 60
ソーシャルワーク総論Ⅰ 講義 2 30 3

ソーシャルワーク総論Ⅱ 講義 2 30 3

相談援助の理論と方法 120

ソーシャルワークⅠ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅡ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅢ 講義 2 30 2

ソーシャルワークⅣ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法 60
地域福祉の理論と方法Ⅰ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法Ⅱ 講義 2 30 3

福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 講義 2 30 3

福祉サービスの組織と経営 30 福祉サービスの組織と経営 講義 2 30 3

社会保障 60
社会保障論Ⅰ 講義 2 30 2

社会保障論Ⅱ 講義 2 30 2

高齢者に対する支援と介護保険制度 60
高齢者福祉論Ⅰ 講義 2 30 1

高齢者福祉論Ⅱ 講義 2 30 2

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30
障害者福祉論Ⅰ 講義 2 30 1

障害者福祉論Ⅱ 講義 2 30 2

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30 児童・家庭福祉論 講義 2 30 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 講義 2 30 1

保健医療サービス 30 保健医療サービス論 講義 2 30 2

就労支援サービス 15 就労支援 講義 1 15 3

権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 講義 2 30 3

更生保護制度 15 司法福祉論 講義 2 30 3

相談援助演習 150

ソーシャルワーク演習Ⅰ 演習 2 60 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 演習 2 60 3

ソーシャルワーク演習Ⅲ 演習 1 30 4

相談援助実習指導 90
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 演習 1 30 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 演習 2 60 3

相談援助実習 180 ソーシャルワーク実習 実習 4 180 3

「指定科目」：社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号に規定する社会福祉に関する科目
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別表 3

社会福祉士国家試験受験資格取得に係る授業科目
人間福祉学部　心理福祉学科（2014 〜 2018 年度入学者適用）

指定科目 左記に対応する開設授業科目

科目名 時間数 科目名
授業
形態

履修方法
単位数 時間数

配当
学年

必修 選択

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 講義 2 30 2

心理学理論と心理的支援 30 心理学 講義 2 30 1

社会理論と社会システム 30 社会学 講義 2 30 1

現代社会と福祉 60
社会福祉学総論Ⅰ 講義 2 30 2

社会福祉学総論Ⅱ 講義 2 30 3

社会調査の基礎 30 社会調査法 講義 2 30 2

相談援助の基盤と専門職 60
ソーシャルワーク総論Ⅰ 講義 2 30 3

ソーシャルワーク総論Ⅱ 講義 2 30 3

相談援助の理論と方法 120

ソーシャルワークⅠ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅡ 講義 2 30 1

ソーシャルワークⅢ 講義 2 30 2

ソーシャルワークⅣ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法 60
地域福祉の理論と方法Ⅰ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法Ⅱ 講義 2 30 3

福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 講義 2 30 3

福祉サービスの組織と経営 30 福祉サービスの組織と経営 講義 2 30 3

社会保障 60
社会保障論Ⅰ 講義 2 30 2

社会保障論Ⅱ 講義 2 30 2

高齢者に対する支援と介護保険制度 60
高齢者福祉論Ⅰ 講義 2 30 1

高齢者福祉論Ⅱ 講義 2 30 2

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 障害者福祉論 講義 2 30 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30 児童・家庭福祉論 講義 2 30 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 講義 2 30 1

保健医療サービス 30 保健医療サービス論 講義 2 30 2

就労支援サービス 15 就労支援 講義 1 15 3

権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 講義 2 30 3

更生保護制度 15 司法福祉論 講義 2 30 3

相談援助演習 150

ソーシャルワーク演習Ⅰ 演習 2 60 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 演習 2 60 3

ソーシャルワーク演習Ⅲ 演習 1 30 4

相談援助実習指導 90
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 演習 1 30 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 演習 2 60 3

相談援助実習 180 ソーシャルワーク実習 実習 4 180 3

「指定科目」：社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号に規定する社会福祉に関する科目
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（目的）

第 1 条　この規程は、精神保健福祉士法第 7 条第 1 号及び田園調布学園大学（以下「本学」という。）履修規程第 20 条第 1 項

の規定に基づき、精神保健福祉士国家試験受験資格（以下「受験資格」という。）取得に必要な授業科目の履修方法等に関し、

必要な事項を定めることを目的とする。

（受験資格の取得に係る授業科目の開設学科等）

第 2 条　田園調布学園大学学則（以下「学則」という。）第 3 条に規定する学部、学科及び専攻のうち、文部科学省令・厚生労

働省令で定める精神障害者の保健及び福祉に関する科目（以下「指定科目」という。）に対応する授業科目を開設する学科、

専攻は次のとおりとする。

　　人間福祉学部 社会福祉学科 社会福祉専攻

（精神保健福祉士国家試験受験資格取得要件）

第 3 条　受験資格を取得しようとする者は、学則第 25 条に規定する卒業認定の要件を満たし、かつ前条の学科、専攻において

別表に定める授業科目を必修・選択の別にかかわらずすべて履修し、単位を取得しなければならない。

（履修者の選抜及び許可）

第 4 条　受験資格取得希望者が厚生労働省届出の収容定員を超えた場合は、別に定める方法により指定科目の履修者を選抜し、

学科会における審議結果に基づき学部長が履修を許可するものとする。

（編入学生の履修）

第 5 条　前条にかかわらず、学則第 13 条第 1 項により 3 年次に編入学した者については、当該学科、専攻の別表に掲げる授業

科目のうち、学則第 29 条に基づき認定された授業科目の単位の修得を要しないものとする。

　2　受験資格取得に係る編入学生の入学前の既修得単位の認定に関することは、別に定める。

（委任）

第 6 条　この規程の施行に関し、必要な事項は学長が定める。

　　附　則

1　この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行し、平成 26 年度入学生から適用する。

2　この規程の適用前に在学する学生については、なお従前の例による。

田園調布学園大学 精神保健福祉士国家試験受験資格取得履修規程
2014 〜 2020 年度 入学者適用
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別表

精神保健福祉士国家試験受験資格取得に係る授業科目
人間福祉学部　社会福祉学科　社会福祉専攻（2014 〜 2020 年度入学者適用）

指定科目 左記に対応する開設授業科目

科目名 時間数 科目名
授業
形態

履修方法
単位数 時間数

配当
学年

必修 選択

人体の構造と機能及び疾病 30 医学概論 講義 2 30 2

心理学理論と心理的支援 30 心理学 講義 2 30 1

社会理論と社会システム 30 社会学 講義 2 30 1

現代社会と福祉 60
社会福祉学総論Ⅰ 講義 2 30 2

社会福祉学総論Ⅱ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法 60
地域福祉の理論と方法Ⅰ 講義 2 30 3

地域福祉の理論と方法Ⅱ 講義 2 30 3

社会保障 60
社会保障論Ⅰ 講義 2 30 2

社会保障論Ⅱ 講義 2 30 2

低所得者に対する支援と生活保護制度 30 公的扶助論 講義 2 30 1

福祉行財政と福祉計画 30 福祉行財政と福祉計画 講義 2 30 3

保健医療サービス 30 保健医療サービス論 講義 2 30 2

権利擁護と成年後見制度 30 権利擁護と成年後見制度 講義 2 30 3

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 障害者福祉論 講義 2 30 1

精神疾患とその治療 60 精神医学 講義 4 60 2

精神保健の課題と支援 60 精神保健学 講義 4 60 3

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 30 精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 講義 2 30 1

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 30 精神保健福祉援助技術総論Ⅱ 講義 2 30 2

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 120

精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 講義 2 30 3

精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 講義 2 30 4

精神科リハビリテーション学Ⅰ 講義 2 30 3

精神科リハビリテーション学Ⅱ 講義 2 30 4

精神保健福祉に関する制度とサービス 60 精神保健福祉論Ⅰ 講義 4 60 2

精神障害者の生活支援システム 30 精神保健福祉論Ⅱ 講義 2 30 3

精神保健福祉援助演習（基礎） 30

60 ※ 1

60 ※ 1

30 ※ 1

精神保健福祉援助演習（専門） 60
精神保健福祉援助演習Ⅰ 演習 1 30 3

精神保健福祉援助演習Ⅱ 演習 1 30 3

精神保健福祉援助実習指導 90
精神保健福祉援助実習指導（事前） 演習 2 60 3

精神保健福祉援助実習指導（事後） 演習 1 30 4

精神保健福祉援助実習 210
精神保健福祉援助実習Ⅰ 実習 2 120 ※ 2 3

精神保健福祉援助実習Ⅱ 実習 2 90 3

「指定科目」：精神保健福祉法第 7 条第 1 号に規定する精神障害者の保健及び福祉に関する科目
※ 1．社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号に規定する社会福祉に関する科目の「相談援助演習」（本学の開講科目は「ソーシャルワー

ク演習Ⅰ」・「ソーシャルワーク演習Ⅱ」・「ソーシャルワーク演習Ⅲ」）を履修した者については、「精神保健福祉援助演習（基礎）」
の履修が免除される。

※ 2．「精神保健福祉援助実習Ⅰ」（120 時間）のうち 30 時間が、社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 1 号に規定する社会福祉に関する科
目の「相談援助実習」（本学の開講科目は「ソーシャルワーク実習」）の履修により免除される。
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（目的）

第 1 条　本規程は、田園調布学園大学履修規程第 20 条第 1 項の規定に基づき、介護福祉士養成に係る事項について定める。
（名称）

第 2 条　養成する課程の名称を「田園調布学園大学人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻（以下「介護福祉専攻」という。）」
と称する。

（定員）

第 3 条　　介護福祉専攻の定員は、次のとおりとする。
　　　　　　入学定員　　35 人
　　　　　　収容定員　　140 人
　　　　　　学 級 数　　1 学年 1 学級

（所属）

第 4 条　介護福祉士国家試験受験資格取得を希望する者は、人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻に所属しなければならない。
　2　　別表に掲げる科目は、すべて必修とする。

（所在地）

第 5 条　介護福祉専攻の所在地は、神奈川県川崎市麻生区東百合丘三丁目 4 番 1 号に置く。
（資格取得要件）

第 6 条　介護福祉専攻を修了し、介護福祉士国家試験受験資格を取得するには、学則第 25 条に規定する卒業の要件を満たし、
かつ、別表に掲げる科目を修得しなければならない。

（実習の実施時期）

第 7 条　介護福祉専攻における学外で実施する介護実習は、学則第 7 条に規定する休業日であっても、実施することがある。
（編入学）

第 8 条　学則第 13 条の規定にかかわらず、介護福祉専攻には編入学を許可しない。
（転学）

第 9 条　学則第 14 条の規定にかかわらず、介護福祉専攻には転学を許可しない。
（科目修得の認定）

第 10 条　学則第 24 条第 1 項の規定にかかわらず、介護実習Ⅰ－ 1、介護実習Ⅰ－ 2、介護実習Ⅱ－ 1、介護実習Ⅱ－ 2 の各科
目については、出席すべき時間数の 5 分の 1 以上欠席した場合、科目修得の認定を受けることができない。

（単位認定）

第 11 条　学則第 27 条、第 28 条及び第 29 条の規定にかかわらず、介護福祉専攻に所属する学生については、領域「介護」の
科目に関して、他大学等での修得単位、入学前の既修得単位及び大学以外の修得単位を本学における授業科目として認定し
ない。

（聴講）

第 12 条　学則第 40 条、第 42 条及び第 43 条の規定にかかわらず、別表に定める科目は、科目等履修生、単位互換履修生及び
社会人聴講生の聴講を許可しない。

　　附　則

1　この規程は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則

1　この規程は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則

1　この規程は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則

1　この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則

1　 この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。
2　 改正後の第 4 条に規定する別表は、施行日の前日に在籍する学生には適用せずなお従前の例による。

田園調布学園大学 人間福祉学部社会福祉学科
介護福祉士国家試験受験資格取得履修規程

2018 年度入学者まで適用
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別表　〈2010 〜 2018 年度入学者対象〉
領域 科目名称 学年 単位数 時間数 領域 科目名称 学年 単位数 時間数

人
間
と
社
会

倫理学 1 2 30
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

老年心理学 3 2 30
カウンセリング 2 2 30 医学概論 2 2 30
生活福祉論 1 2 30 精神保健 2 2 30
社会保障論Ⅰ 2 2 30 認知症ケア論 2 2 30
社会保障論Ⅱ 2 2 30 障害者福祉論Ⅰ 1 2 30
高齢者福祉論Ⅰ 1 2 30 障害者福祉論Ⅱ 2 2 30
社会福祉学総論Ⅰ 2 2 30 心理学 1 2 30
権利擁護と成年後見制度 3 2 30 身体構造と機能Ⅰ 1 2 30

時間数計 240 身体構造と機能Ⅱ 2 2 30

介　
　

護

介護福祉論Ⅰ 1 2 30 身体構造と機能Ⅲ 3 2 30
介護福祉論Ⅱ 1 2 30 時間数計 300
暮らしと生活環境 1 2 30 医※

療
的

ケ
ア

医療的ケアⅠ 2 4 60
生きがい活動論 3 1 30 医療的ケアⅡ 3 2 30
リハビリテーション論 3 2 30 時間数計 90
ケアマネジメント論 4 2 30 ※ 2012 年度入学者から適用
コミュニケーション技術Ⅰ 1 2 30
コミュニケーション技術Ⅱ 1 1 30
生活支援技術Ⅰ 1 2 60
生活支援技術Ⅱ 2 2 60
生活支援技術Ⅲ 1 1 30
生活支援技術Ⅳ 2 1 30
生活支援技術Ⅴ 2 2 60
生活支援技術Ⅵ 3 2 60
介護過程Ⅰ 1 2 30
介護過程Ⅱ 2 1 30
介護過程Ⅲ 3 1 30
介護過程Ⅳ 3 1 30
介護過程Ⅴ 4 1 30
介護総合演習Ⅰ 1 1 30
介護総合演習Ⅱ 2 1 30
介護総合演習Ⅲ 2 1 30
介護総合演習Ⅳ 3 1 30
介護実習Ⅰ－ 1 1 1 48
介護実習Ⅰ－ 2 2 2 96
介護実習Ⅱ－ 1 2 3 144
介護実習Ⅱ－ 2 3 4 184

時間数計 1282
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平成 22 年４月１日

平成 23 年４月１日一部改正

（目的）

第 1 条　本規程は、「田園調布学園大学人間福祉学部心理福祉学科」（以下「心理福祉学科」という）の教育職員免許状の授与

を受けるために必要となる課程（以下「教職課程」）における履修に関する事項について定める。

（本学科で取得できる教育職員免許状の種類及び教科）

第 2 条　本学科で取得できる教育職員免許状の種類及び教科は、次の通りとする。

免許状の種類 教科（特別支援学校の免許状は領域）
中学校教諭一種免許状 社会
高等学校教諭一種免許状 公民
高等学校教諭一種免許状 福祉
特別支援学校教諭一種免許状 知的障害者・肢体不自由者

（所要資格と法定最低修得単位数）

第 3 条　心理福祉学科に所属する学生で教育職員免許状を希望する者は、学則第 25 条に規定する卒業の要件を満たし、かつ「教

育職員免許法」に定められた所定の単位（最低取得単位数）を修得しなければならない。

所要資格と法定最低修得単位数

免許状の種類 免許教科 基礎資格 Ａ教科に
関する科目

B教職に
関する科目

C教科又は
教職に
関する科目

D特別支援
教育に
関する科目

中学校教諭
一種免許状 ※ 1 社会 学士の学位を

有すること 20 31 8
高等学校教諭
一種免許状 公民 学士の学位を

有すること 20 23 16
高等学校教諭
一種免許状 福祉 学士の学位を

有すること 20 23 16
特別支援学校教諭
一種免許状

知的障害者
肢体不自由者 ※ 2 26

※ 1　中学校教諭一種免許状を希望する場合は、法定最低修得単位数のほか、「介護等体験」が必要となる。

※ 2　学士の学位を有すること及び小学校、中学校、高等学校又は幼稚園教諭の普通免許状を有すること。

田園調布学園大学 人間福祉学部心理福祉学科教職課程履修規程
2018 年度入学者まで適用
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（本学における開講授業科目等）

第 4 条　教育職員免許状の授与に必要な授業科目について、教育職員免許法および教育職員免許法施行規則等の関係法令に基

づいて、次の通り定める。

教科に関する科目

①中学校教諭一種免許状（社会）

表Ａ− 1

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

日本史及び外国史 日本史 2

世界史 2

地理学（地誌を含む。） 地理学 2 地誌を含む

「法律学、政治学」 法学 2

政治学 2

国際関係論 2

「社会学、経済学」 社会学 2

家族社会学 2

経済学 2

社会調査法 2

社会保障論Ⅰ 2

社会保障論Ⅱ 2

国際福祉論 2

「哲学、倫理学、宗教学」 宗教学 2

倫理学 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数 20 単位

教員の免許状取得のための必修科目 26 単位
　　　　　〃　　　　　選択科目 4 単位

最低修得単位数を超えて修得した単位は、
「教科又は教職に関する科目」の単位数と
して使用することができる。
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②高等学校教諭一種免許状（公民）

表Ａ− 2

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

「法律学（国際法を含む。）、
政治学（国際政治を含む。）」

法学 2 国際法を含む

政治学 2 国際政治を含む

民族と国家 2

国際関係論 2

「社会学、　経済学
（国際経済を含む。）」

社会学 2

家族社会学 2

経済学 2 国際経済を含む

社会調査法 2

社会保障論Ⅰ 2

社会保障論Ⅱ 2

国際福祉論 2

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 宗教学 2

倫理学 2

心理学 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数 20 単位

教員の免許状取得のための必修科目 24 単位
　　　　　〃　　　　　選択科目 4 単位

最低修得単位数を超えて修得した単位は、
「教科又は教職に関する科目」の単位数と
して使用することができる。
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③高等学校教諭一種免許状（福祉）

表Ａ− 3

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

社会福祉学（職業指導を含む。） 社会福祉学総論Ⅰ 2

社会福祉学総論Ⅱ 2

就労支援 1 職業指導を含む

高齢者福祉、児童福祉及び
障害者福祉

高齢者福祉論Ⅰ 2

高齢者福祉論Ⅱ 2

児童・家庭福祉論 2

児童・家庭福祉論詳説 2

障害者福祉論 2

障害者福祉論詳説 2

社会福祉援助技術 ソーシャルワークⅠ 2

ソーシャルワークⅡ 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 2

ソーシャルワーク演習Ⅲ 1

介護理論及び介護技術 介護技術 1

介護福祉論 1

社会福祉総合実習（社会福祉
援助実習及び社会福祉施設等
における介護実習を含む。）

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 2

ソーシャルワーク実習 4

人体構造及び日常生活行動に
関する理解 人体の機能と日常生活 2

加齢及び障害に関する理解 加齢・障害の理解 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数 20 単位

教員の免許状取得のための必修科目 35 単位
　　　　　〃　　　　　選択科目 4 単位

最低修得単位数を超えて修得した単位は、
「教科又は教職に関する科目」の単位数と
して使用することができる。
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教職に関する科目

中学校教諭一種免許状（社会）

高等学校教諭一種免許状（公民）

高等学校教諭一種免許状（福祉）

表Ｂ

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含める必要事項

中学
一種
免許

高校
一種
免許

授業科目
単位数

必修 選択

教職の意義等
に関する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及

び身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種の機会の

提供等

2 2 教職概論 2

教育の基礎理
論に関する科
目

・教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

6 6

教育原理 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む。）

学習心理学 2

発達心理学 2

教育心理学 2

・教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 教育社会学 2

教育課程及び
指導法に関す
る科目

・教育課程の意義及び編成の方法

12 6

教育課程論 2

・各教科の指導法

社会科教育法Ⅰ 2 ｝中免（社会）は必修社会科教育法Ⅱ 2
公民科教育法Ⅰ 2 ｝高免（公民）は必修公民科教育法Ⅱ 2
福祉科教育法Ⅰ 2 ｝高免（福祉）は必修福祉科教育法Ⅱ 2

・道徳の指導法 道徳教育の指導法 2 中免のみ

・特別活動の指導法 特別活動の指導法 2

・教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。） 教育方法と技術 2

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4 4

生徒指導論 2

・教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

教育相談 2

教育実習 5 3
教育実習指導 1
教育実習Ⅰ 2
教育実習Ⅱ 2 中免（社会）は必修

教職実践演習 2 2 教職実践演習（中 ･ 高） 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数

中免（社会）31 単位
高免（公民）23 単位
高免（福祉）23 単位

教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

中免（社会）35 単位
高免（公民）31 単位
高免（福祉）31 単位

最低修得単位数を超えて修
得した単位は、「教科又は
教職に関する科目」の単位
数として使用することがで
きる。
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教科又は教職に関する科目

表 C

中学校教諭一種免許状（社会）

免許法施行規則に定める
科目区分 授業科目

単位数
履修方法

必修 選択

教科又は教職に関する科目 福祉マインド実践講座 2

「教科又は教職に関する科目」の選択科目　
又は最低修得単位を超えて履修した「教科
に関する科目」若しくは「教職に関する科
目」について、併せて 6 単位以上修得

高等学校教諭一種免許状（公民）

免許法施行規則に定める
科目区分 授業科目

単位数
履修方法

必修 選択

教科又は教職に関する科目 福祉マインド実践講座 2

「教科又は教職に関する科目」の選択科目　
又は最低修得単位を超えて履修した「教科
に関する科目」若しくは「教職に関する科
目」について、併せて 14 単位以上修得

高等学校教諭一種免許状（福祉）

免許法施行規則に定める
科目区分 授業科目

単位数
履修方法

必修 選択

教科又は教職に関する科目 福祉マインド実践講座 2

「教科又は教職に関する科目」の選択科目　
又は最低修得単位を超えて履修した「教科
に関する科目」若しくは「教職に関する科
目」について、併せて 14 単位以上修得
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特別支援教育に関する科目

特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者）

表Ｄ

免許法施行規則に定める科目区分 単位数

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

特別支援教育の基礎理論に関する科目 2 障害児教育論 2

特別支援教育
領域に関する
科目

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の心理、生理及び病理に
関する科目

16

知的障害者の心理 2

知的障害者の生理・病理 2

肢体不自由者の心理 2

肢体不自由者の生理・病理 2

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の教育課程及び指導法に
関する科目

知的障害児教育Ⅰ 2

知的障害児教育Ⅱ 2

肢体不自由児教育Ⅰ 2

肢体不自由児教育Ⅱ 2

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病理
に関する科目

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導法
に関する科目

免許状に定め
られることと
なる特別支援
教育領域以外
の領域に関す
る科目

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の心理、生理及び病理に
関する科目

5

障害児の心理・生理・病理 2

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の教育課程及び指導法に
関する科目

病弱教育論 1

視覚障害者指導法 1

聴覚障害者指導法 1

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病理
に関する科目

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導法
に関する科目

LD・ADHD 等教育総論 1
言語・情緒・LD・
ADHD

重複障害者教育指導法 1 重複・言語

心身に障害のある幼児、児童又は生徒について
の教育実習

3
特別支援教育実習指導 1 事前事後指導含む

特別支援教育実習 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数 26 単位

教員の免許状取得のための
必修科目 28 単位
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その他文部科学省令に定める科目（教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目）

中学校教諭一種免許状（社会）

高等学校教諭一種免許状（公民）

高等学校教諭一種免許状（福祉）

表 E

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

日本国憲法 日本国憲法 2

体育

球技スポーツ 1

５科目より２科目選択必修

スポーツ・コミュニケーション 1

アドベンチャー・スポーツ 1

スキー・スポーツ 1

スノーボード・スポーツ 1

外国語コミュニケーション
英語コミュニケーション 2

２科目より１科目選択必修
実用英語 2

情報機器の操作 コンピュータ・リテラシー 2

教員の免許状取得のための
最低修得単位数 8 単位

必修 4 単位
選択必修 4 単位

合計 8 単位
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（目的）

第 1 条　本規程は、田園調布学園大学履修規程第 20 条第 1 項の規定に基づき、保育士養成施設に係る事項について定める。

（名称）

第 2 条　養成する課程の名称を「田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科（以下「子ども未来学科」という。）」と称する。

（定員）

第 3 条　子ども未来学科の定員は、次のとおりとする。

　　　　　入学定員　　100 人

　　　　　収容定員　　400 人

　　　　　学 級 数　　1 学年 2 学級（1 学級は 50 人以内とする。）

（所在地）

第 4 条　子ども未来学科は、神奈川県川崎市麻生区東百合丘三丁目 4 番 1 号に置く。

（所属）

第 5 条　保育士資格取得を希望する者は、子ども未来学科に所属しなければならない。

2　本規程別表第一に掲げる科目は、すべて必修とし、また、別表第二及び別表第三に掲げる科目は、所定の単位数を修得しな

ければならない。

（単位）

第 6 条　子ども未来学科で開設する各授業科目の単位数の計算は、田園調布学園大学学則（以下「学則」という。）第 23 条第

1 号から第 4 号で掲げる基準にかかわらず、次のとおりとする。

（1）講義については、15 時間の授業をもって 1 単位とする。

（2）演習については、30 時間の授業をもって 1 単位とする。

（3）実験、実習及び実技については、30 時間又は 45 時間の授業をもって 1 単位とする。

（単位認定要件）

第 7 条　子ども未来学科において、出席すべき時間数の 3 分の 2 以上出席しなければ、当該授業科目の単位を与えない。

（実習の実施時期）

第 8 条　子ども未来学科における学外で実施する保育実習は、学則第 7 条に規定する休業日であっても、実施することがある。

（資格取得要件）

第 9 条　子ども未来学科を修了し、保育士の資格を取得するには、学則第 21 条第 2 項に規定する授業科目を修得し、同第 25 

条に規定する卒業要件を満たし、かつ、本規程第 5 条第 2 項に掲げる科目の所定の単位数を修得しなければならない。

（編入学）

第 10 条　学則第 13 条の規定にかかわらず、子ども未来学科には編入学を許可しない。

（転学）

第 11 条　学則第 14 条の規定にかかわらず、子ども未来学科には転学を許可しない。

（転科）

第 12 条　学則第 15 条第 1 項の規定にかかわらず、子ども未来学科には転科を許可しない。

　　附　則

1　この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

2　この規程は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。（ただし、施行日以前に在籍する学生は、なお従前の例による）

田園調布学園大学 子ども未来学部子ども未来学科保育士資格取得履修規程
2018 年度入学者まで適用
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別表第一

厚労省告示別表第 1 による教科目 本学における教科の開設状況等

備考
系列 教科目 授業

形態 単位数 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

単位数

必修 選択

保
育
の
本
質
・
目
的
に

関
す
る
科
目

保育原理 講義 2 保育原理 講義 2 53 単位
全て必修教育原理 講義 2 教育の原理 講義 2

児童家庭福祉 講義 2 児童家庭福祉論 講義 2
社会福祉 講義 2 社会福祉概論 講義 2
相談援助 演習 1 相談援助 演習 1
社会的養護 講義 2 社会的養護 講義 2
保育者論 講義 2 教職概論 講義 2

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保育の心理学Ⅰ 講義 2 発達心理学 講義 2
保育の心理学Ⅱ 演習 1 保育心理学演習 演習 1
子どもの保健Ⅰ 講義 4 子どもの保健Ⅰ 講義 4
子どもの保健Ⅱ 演習 1 子どもの保健Ⅱ 演習 1
子どもの食と栄養 演習 2 子どもの食と栄養 演習 2
家庭支援論 講義 2 家庭支援論 講義 2

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育課程論 講義 2 教育課程論 講義 2
保育内容総論 演習 1 保育内容総論 演習 1

保育内容演習 演習 5

保育内容（健康Ⅰ） 演習 1
保育内容（人間関係Ⅰ） 演習 1
保育内容（環境Ⅰ） 演習 1
保育内容（言葉Ⅰ） 演習 1
保育内容（表現Ⅰ） 演習 1

乳児保育 演習 2 乳児保育 演習 2

障害児保育 演習 2
障害児保育Ⅰ 演習 1
障害児保育Ⅱ 演習 1

社会的養護内容 演習 1 社会的養護内容 演習 1
保育相談支援 演習 1 保育相談支援 演習 1

保
育
の

表
現
技
術

保育の表現技術 演習 4

音楽Ⅰ 演習 2
子どもと造形表現Ⅰ 演習 2
子どもと運動Ⅰ 演習 1
子どもと身体表現Ⅰ 演習 1

保
育
実
習

保育実習Ⅰ 実習 4
保育所実習Ⅰ 実習 2
施設実習Ⅰ 実習 2

保育実習指導Ⅰ 演習 2
保育所実習指導Ⅰ 演習 1
施設実習指導Ⅰ 演習 1

総
合

演
習 保育実践演習 演習 2 保育・教職実践演習（幼稚園） 演習 2

合計 51 単位以上 合計 53 単位
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別表第二　

厚労省告示別表第 2 による教科目 本学における教科の開設状況等

備考
系列 教科目 授業

形態 単位数 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

単位数

必修 選択

保
育
の
本
質
・
目

的
に
関
す
る
科
目

各指定保育士養成施設
において設定

15
単
位
以
上

保育マインド実践講座 演習 2

保育実習の系列
からは、「保育
所実習指導Ⅱ」・

「保育所実習Ⅱ」
又は「施設実習
指導Ⅱ」・「施設
実習Ⅱ」のうち
どちらかを選択
すること。

保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

児童文化Ⅰ 講義 2

保
育
の
内
容
・
方

法
に
関
す
る
科
目

保育内容（健康Ⅱ） 演習 1
保育内容（人間関係Ⅱ） 演習 1
保育内容（環境Ⅱ） 演習 1
保育内容（言葉Ⅱ） 演習 1
保育内容（表現Ⅱ） 演習 1

保
育
の

表
現
技
術

音楽Ⅱ 演習 2
子どもと造形表現Ⅱ 演習 2
子どもと運動Ⅱ 演習 2
子どもと身体表現Ⅱ 演習 2

保
育
実
習

保育実習指導Ⅱ 演習 1 保育所実習指導Ⅱ 演習 1
保育実習Ⅱ 実習 2 保育所実習Ⅱ 実習 2
保育実習指導Ⅲ 演習 1 施設実習指導Ⅱ 演習 1
保育実習Ⅲ 実習 2 施設実習Ⅱ 実習 2

合計 18 単位以上※

※指定保育士養成施設において開設することが必要な単位数。このうち 9 単位以上の履修が必要とされるが、本学では必修科
目のみでその条件を満たすこととなる。
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別表第三

厚労省告示による教科目 本学における教科の開設状況等

備考
系列 教科目 授業

形態 単位数 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

単位数

必修 選択

教　
　

養　
　

科　
　

目

外国語、
体育以外
の科目

不問 6 以上

心理学 講義 2 必修科目は 12 単位、
選択科目は 10 単位以上、
合計 22 単位以上選択する
こと

生命科学 講義 2
人間と環境 講義 2
日本国憲法 講義 2
経済学 講義 2
倫理学 講義 2
政治学 講義 2
日本文化体験 演習 2
日本語表現法Ⅰ 演習 2
日本語表現法Ⅱ 演習 1
日本語表現法Ⅲ 演習 1
コンピュータ・リテラシー 演習 2
美術概論 講義 2
世界史 講義 2
数学入門 講義 2

外国語 演習 2 以上

英語 演習 2
英語コミュニケーション 演習 2
韓国語 演習 2
中国語 演習 2
実用英語 演習 2

体育

講義 1 スポーツⅠ 講義 1

実技 1

スポーツⅠ 実技 1
スポーツⅡ 実技 2
アドベンチャー ･ スポーツ 実技 1
スキー・スポーツ 実技 1
スノーボード・スポーツ 実技 1

合計 10 単位以上
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（規程の目的）

第 1 条　本規程は、「田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科（以下「子ども未来学科」という。）」の履修に関する事

項について定める。

（学科の目的）

第 2 条　子ども未来学科は、子どもの健全な育成を推進するために、良好な保育環境と保育内容のあり方に関する教育・研究

を行う。

2　前項の目的達成のため、子ども未来学科では幼稚園等において、良質な保育を提供できる人材を養成する。

（教育課程）

第 3 条　学則第 25 条の規定にかかわらず、子ども未来学科に所属する者が卒業するためには、学則第 25 条に規定する卒業の

要件を満たすとともに、本規程別表第一に定める教員免許状（幼稚園教諭一種）の所要資格を取得するための課程を修了し

なければならない。

（定員）

第 4 条　子ども未来学科の定員は、次のとおりとする。

　　　　　入学定員　　100 人

　　　　　収容定員　　400 人

（所在地）

第 5 条　子ども未来学科の所在地は、神奈川県川崎市麻生区東百合丘三丁目 4 番 1 号に置く。

（編入学）

第 6 条　学則第 13 条の規定にかかわらず、子ども未来学科には編入学を許可しない。

（転学）

第 7 条　学則第 14 条の規定にかかわらず、子ども未来学科には転学を許可しない。

　　附　則

1　この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

1　この規程は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。（ただし、施行日以前に在籍する学生は、なお従前の例による）

田園調布学園大学 子ども未来学部子ども未来学科教職課程履修規程
2018 年度入学者まで適用
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田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科教職課程履修規程　別表第一（第 3 条関係）

授業科目
単位数

備考
必修 選択

日本国憲法 2
スポーツⅠ 2
英語 2
コンピュータ・リテラシー 2
音楽Ⅰ 2
音楽Ⅱ 2
子どもと造形表現Ⅰ 2
子どもと造形表現Ⅱ 2
子どもと運動Ⅰ 1
子どもと身体表現Ⅰ 1
子どもと運動Ⅱ 2
子どもと運動Ⅲ 2
子どもと身体表現Ⅱ 2
国語Ⅰ（日本語と子ども） 2
国語Ⅱ（文学と子ども） 2
生活 2
教職概論 2
教育の原理 2
幼児教育史 2
発達心理学 2
教育心理学 2
乳幼児発達心理学 2
教育行政学 2
教育課程論 2
保育内容総論 1
保育内容（健康Ⅰ） 1
保育内容（健康Ⅱ） 1
保育内容（人間関係Ⅰ） 1
保育内容（人間関係Ⅱ） 1
保育内容（環境Ⅰ） 1
保育内容（環境Ⅱ） 1
保育内容（言葉Ⅰ） 1
保育内容（言葉Ⅱ） 1
保育内容（表現Ⅰ） 1
保育内容（表現Ⅱ） 1
保育方法の研究 2
児童文化Ⅰ 2
子どもの遊び 1

保育実践入門 1

教育相談 2

幼稚園教育実習Ⅰ 1

幼稚園教育実習指導Ⅰ 1

幼稚園教育実習Ⅱ 3

幼稚園教育実習指導Ⅱ 1

保育・教職実践演習（幼稚園） 2

注　この表に掲げる選択科目の中から 10 単位以上修得しなければならない。
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本学の教員免許状（幼稚園教諭一種）取得にかかる教職課程開設科目

教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目

免許法施行規則に定める
科目及び単位数 左記に対応する開設授業科目

備考
科　　目 単位数 授業科目

単位数

必修 選択

日本国憲法 2 日本国憲法 2

体育 2 スポーツⅠ 2

外国語コミュニケーション 2 英語 2

情報機器の操作 2 コンピュータ ･ リテラシー 2

教科に関する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

音楽
音楽Ⅰ 2

音楽Ⅱ 2

図画工作
子どもと造形表現Ⅰ 2

子どもと造形表現Ⅱ 2

体育

子どもと運動Ⅰ 1

子どもと身体表現Ⅰ 1

子どもと運動Ⅱ 2

子どもと運動Ⅲ 2

子どもと身体表現Ⅱ 2

国語
国語Ⅰ（日本語と子ども） 2

国語Ⅱ（文学と子ども） 2

生活 生活 2
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教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含める必要事項 単位数 授業科目

単位数

必修 選択

教職の意義等に
関する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及び身

分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種の機会の提供等

2 教職概論 2

教育の基礎理論に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

6

教育の原理 2
幼児教育史 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程（障害のある幼児、児
童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

発達心理学 2

教育心理学 2

乳幼児発達心理学 2

・教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項 教育行政学 2

教育課程及び
指導法に関する科目

・教育課程の意義及び編成の方法

18

教育課程論 2

・保育内容の指導法

保育内容総論 1
保育内容（健康Ⅰ） 1
保育内容（健康Ⅱ） 1
保育内容（人間関係Ⅰ） 1
保育内容（人間関係Ⅱ） 1
保育内容（環境Ⅰ） 1
保育内容（環境Ⅱ） 1
保育内容（言葉Ⅰ） 1
保育内容（言葉Ⅱ） 1
保育内容（表現Ⅰ） 1
保育内容（表現Ⅱ） 1
児童文化Ⅰ 2
子どもの遊び 1

・教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。） 保育方法の研究 2

生徒指導、教育相談
及び進路指導等に
関する科目

・幼児理解の理論及び方法

2

保育実践入門 1
・教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。）の理論及び
方法

教育相談 2

教育実習 5

幼稚園教育実習Ⅰ 1
幼稚園教育実習指導Ⅰ 1
幼稚園教育実習Ⅱ 3
幼稚園教育実習指導Ⅱ 1

教職実践演習 2 保育・教職実践演習
（幼稚園） 2
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1. 指針の目的

　卒業研究（卒業論文）における知的誠実さを涵養し、卒業研究（卒業論文）の倫理的なあり方を示すために、本指針をおく。

2. 指針の内容

⑴　引用について

　　論文作成にあたっては自説と他説とを峻別することが重要である。これを怠ると、最も重大な倫理違反の一つである盗

作もしくは剽
ひょうせつ

窃となることを強く自覚しなければならない。そこで、先行研究の引用は厳格に行い、原著者名・文献・出

版社・出版年・引用箇所を明示すること。

⑵　事例研究について

　　事例および諸実践等の既存データを論文に利用する場合は、対象者（当事者）を特定できないように匿名化して使用し

なければならない。その際、事例を加工した場合は、その旨を記述しなければならない。また、論文作成者自身が事例調

査を実施した場合は、原則として、前もって事例調査結果の使用について、対象者に承諾を得なければならない。

⑶　調査研究について

　　必要がある場合には、調査対象者・地域・団体等の匿名性が守られなければならない。また、調査票（質問紙）の文言は、

対象者の名誉やプライバシー等の人権を侵害するものであってはならない。

　　調査研究の過程は、詳細に示されなければならない。もし他者が作成・使用した調査票（質問紙）の全部または一部を

利用する場合には、その旨を論文中に明示しなければならない。また、調査結果を改
か い ざ ん

竄してはならない。

⑷　差別的表現とされる用語や社会的に不適切とされる用語について

　　論文作成また口頭等で発表する場合には、社会的に不適切と考えられる用語を使用してはならない。ただし、引用文中

の語についてはこの限りではない。

田園調布学園大学「卒業研究（卒業論文）」倫理指針
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2021 年度 授業担当教員一覧

職名 氏名 研　究　分　野

学 長 生
いく

　田
た

　久
く

美
み

子
こ

教育哲学、認知教育学

副 学 長 伊
い

　東
とう

　秀
ひで

　幸
ゆき

精神保健福祉

副 学 長 安
やす

　村
むら

　清
きよ

　美
み

舞踊教育学、保育学

人間福祉学部長 村
むら

　井
い

　祐
ゆう

　一
いち

福祉情報、地域福祉

子ども未来学部長 外
そと

　川
かわ

　重
しげ

　信
のぶ

スポーツコーチ学（野外運動学）

人間科学部長兼学科長（心理） 渡
わた

　邉
なべ

　由
ゆう

　己
き

コミュニティへの心理学的アプローチ

学科長（社会福祉） 川
かわ

　名
な

　正
まさ

　昭
あき

福祉工学

学科長（心理福祉） 相
あい

　澤
ざわ

　　　哲
さとし

社会学

学科長（子ども未来） 内
ない

　藤
とう

　知
とも

　美
み

保育学、児童文化

教 授 山
やま

　本
もと

　博
ひろ

　之
ゆき

医療保健領域におけるソーシャルワーク

教 授 中
なか

　川
がわ

　正
まさ

　俊
とし

精神医学

教 授 隅
すみ

河
こう

内
ち

　　　司
つかさ

障害者福祉、ソーシャルワーク、地域福祉

教 授 長
なが

　友
とも

　祐
ゆう

　三
ぞう

社会学

教 授 小
お

　田
だ

　敏
とし

　雄
お

精神保健福祉

教 授 浦
うら

　尾
お

　和
かず

　江
え

介護福祉学、介護技術

教 授 山
やま

　崎
ざき

　さゆり 生活環境学、住生活学、家政学

教 授 藤
ふじ

　原
わら

　亮
りょう

　一
いち

社会学、社会学方法論

教 授 引
ひく

　馬
ま

　知
とも

　子
こ

社会福祉政策、国際社会福祉、就労支援

教 授 藤
ふじ

　森
もり

　智
とも

　子
こ

東アジア地域研究、政治学

教 授 新
あら

　井
い

　雅
まさ

　明
あき

障害児教育、特別支援教育、授業のユニバーサルデザイン

教 授 小
こ

　泉
いずみ

　和
かず

　博
ひろ

教育課程

教 授 小
お

　山
やま

　　　望
のぞみ

教育・福祉

教 授 染
そめ

　谷
や

　裕
ひろ

　子
こ

日本語学、日本語史

教 授 犬
いぬ

　塚
づか

　典
のり

　子
こ

教育学、公共政策

教 授 茗
め

　井
い

　香
か

保
お

里
り

健康・スポーツ科学、こども学、教育学

教 授 番
ばん

　匠
しょう

　一
かず

　雅
まさ

福祉現場の情報化

教 授 伊
い

　東
とう

　正
まさ

　裕
ひろ

臨床心理学、精神保健学、社会福祉学

教 授 米
よね

　山
やま

　光
みつ

　儀
のり

近代日本教育史、社会教育史

教 授 寺
てら

　沢
さわ

　英
え

理
り

子
こ

臨床心理学

准 教 授 松
まつ

　本
もと

　葉
よう

　子
こ

医療ソーシャルワーク

准 教 授 和
かのう

　　　秀
ひで

　俊
とし

地域福祉、社会福祉学

准 教 授 髙
たか

　栁
やなぎ

　瑞
みず

　穂
ほ

障害福祉、児童福祉、社会福祉史

准 教 授 小
お

　野
の

　孝
たか

　嘉
よし

社会福祉学、政治学

准 教 授 鈴
すず

　木
き

　　　剛
たけし

精神保健福祉、自殺予防

准 教 授 増
ます

　田
だ

　いづみ 老年学、介護福祉学

准 教 授 竹
たけ

　田
だ

　幸
こう

　司
じ

生活支援技術（移動）、実習教育

准 教 授 島
しま

　田
だ

　今
きょ

日
う

子
こ

高齢者心身の健康、予防活動

准 教 授 國
くに

　見
み

　真
ま

理
り

子
こ

法学、経済学、会計学を巡る学際的研究

准 教 授 温
おん

　泉
せん

　美
み

　雪
ゆき

行動療法、臨床発達心理学

准 教 授 小
お

　平
だいら

　隆
たか

　雄
お

社会福祉原論
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職名 氏名 研　究　分　野

准 教 授 新
しん

　名
めい

　正
まさ

　弥
や

社会保障、社会政策（社会サービス分野）

准 教 授 斉
さい

　木
き

　美
み

紀
き

子
こ

ピアノ、音楽教育

准 教 授 長
は

谷
せ

川
がわ

　洋
ひろ

　昭
あき

児童福祉、司法福祉

准 教 授 清
し

　水
みず

　道
みち

　代
よ

保育学

准 教 授 吉
よし

　國
くに

　陽
よう

　一
いち

教育学、発達心理学

准 教 授 岩
いわ

　本
もと

　圭
けい

　子
こ

保健学、保育学

准 教 授 横
よこ

　尾
お

　暁
あき

　子
こ

発達心理学、健康心理学

准 教 授 仙
せん

　田
だ

　　　考
こう

子ども環境学

准 教 授 長
なが

　岡
おか

　智
ち

寿
ず

子
こ

社会学、教育学、ジェンダー

准 教 授 筒
つつ

　井
い

　順
じゅん

　子
こ

臨床心理学、コンサルテーション・リエゾン

准 教 授 五
ご

　島
とう

　史
ふみ

　子
こ

心理学、認知心理学、実験心理学

講 師 岩
いわ

　本
もと

　親
ちか

　憲
のり

教育哲学、スクールカウンセリング

講 師 江
え

　島
じま

　尚
なお

　俊
とし

宗教学、大学史研究

講 師 望
もち

　月
づき

　隆
たか

　之
ゆき

障害者福祉、ソーシャルワーク

講 師 三
み

　政
まさ

　洋
よう

　一
いち

人体塑像、近代日本彫刻史

講 師 櫻
さくら

　井
い

　優
ゆう

　太
た

実験心理学、生理心理学、感情心理学

助 教 舟
ふ

　生
にゅう

　直
なお

　美
み

表現

助 教 恒
つね

　川
かわ

　　　丹
あきら

保育学、保育方法

助 教 新
あら

　井
い

　貴
たか

　子
こ

保育学、幼児教育学

助 教 新
あら

　井
い

　彩
さや

　加
か

臨床心理学

兼 任 講 師 青
あお

　木
き

　千
ち

帆
ほ

子
こ

社会福祉

兼 任 講 師 青
あお

　木
き

　宏
ひろ

　心
むね

障害児福祉、介護福祉、国家試験対策

兼 任 講 師 青
あお

　山
やま

　　　誠
まこと

保育実践研究（言葉）

兼 任 講 師 阿
あ

　部
べ

　廣
こう

　二
じ

心理学、教育学、認知科学

兼 任 講 師 有
あり

　井
い

　優
ゆう

　太
た

授業研究、教師教育

兼 任 講 師 安
あん

　齊
ざい

　順
じゅん

　子
こ

心理学

兼 任 講 師 安
あん

　藤
どう

　公
まさ

　美
み

日本近代文学

兼 任 講 師 飯
いい

　田
だ

　千
ち

　夏
なつ

声楽

兼 任 講 師 石
いし

　川
かわ

　　　円
まどか

家族社会学、家族支援

兼 任 講 師 石
いし

　川
かわ

　由
ゆ

　美
み

介護福祉学、高齢者福祉

兼 任 講 師 伊
い

　藤
とう

　綾
あや

　香
か

人間情報学、社会学、文化人類学

兼 任 講 師 稲
いな

　葉
ば

　　　隆
たかし

社会教育、生涯学習、教育行政

兼 任 講 師 入
いり

　江
え

　薫
かおる

　子
こ

声楽

兼 任 講 師 印
いん

　藤
どう

　京
きょう

　子
こ

英文学

兼 任 講 師 江
え

　澤
ざわ

　富
ふ

士
じ

子
こ

英語、コミュニケーション

兼 任 講 師 撰
えらみ

　　　麻
あさ

　子
こ

児童・青少年の心の問題に対する支援、精神保健福祉に関する実務、医療福祉に関する実務

兼 任 講 師 遠
えん

　藤
どう

　建
けん

　人
と

ソーシャルワーク、子ども家庭福祉、スクールソーシャルワーク

兼 任 講 師 大
おお

　沢
さわ

　　　裕
ひろし

教育学

兼 任 講 師 太
おお

　田
た

　和
かず

　希
き

コーチング論、トレーニング学

兼 任 講 師 大
おお

　田
た

　美
み

　郁
か

音楽教育（日本音楽）
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職名 氏名 研　究　分　野

兼 任 講 師 岡
おか

　田
だ

　啓
けい

　子
こ

発達心理学、教育心理学

兼 任 講 師 奥
おく

　田
た

　訓
のり

　子
こ

健康心理学

兼 任 講 師 小
お

　倉
ぐら

　常
つね

　明
あき

社会福祉学

兼 任 講 師 長
おさ

　田
だ

　洋
ひろ

　和
かず

発達精神病理学、臨床疫学

兼 任 講 師 小
お

　澤
ざわ

　昌
まさ

　之
ゆき

教育社会学、キャリア教育、高等教育

兼 任 講 師 小
お

　野
の

　響
きょう

　也
や

コーチング論、トレーニング学

兼 任 講 師 小
お

　畑
ばた

　晶
しょう

　子
こ

昆虫生態学

兼 任 講 師 柿
かき

　澤
ざわ

　文
ふみ

　子
こ

書道実技（漢字・仮名・漢字仮名交じりの書）、ペン字

兼 任 講 師 勝
かつ

　田
た

　俊
しゅん

　一
いち

成年後見制度

兼 任 講 師 金
かな

　井
い

　直
なお

　子
こ

権利擁護、福祉経営、高齢者福祉

兼 任 講 師 川
かわ

　上
かみ

　克
かつ

　樹
き

認知行動療法、高次脳機能障害、発達障害

兼 任 講 師 河
か

　原
わら

　眞
ま

　利
り

造形表現

兼 任 講 師 神
かん

　田
だ

　久
ひさ

　義
よし

日本古典文学

兼 任 講 師 木
き

甲
か

斐
い

　智
とも

　紀
き

臨床心理学

兼 任 講 師 岸
きし

　本
もと

　太
た

　一
いち

障害者スポーツ、水泳科学

兼 任 講 師 窪
くぼ

　田
た

　　　尚
ひさし

メディア表現（絵本）学

兼 任 講 師 酒
さか

　井
い

　亜
あ

　弥
や

音楽（ピアノ）

兼 任 講 師 嵯
さ

峨
が

野
の

　美
み

　香
か

早期英語教育

兼 任 講 師 佐
さ

　藤
とう

　　　亨
とおる

社会科教育課程、国際教育、教師教育（現職教育）

兼 任 講 師 嶌
しま

　田
だ

　明
あき

　子
こ

日本近代文学

兼 任 講 師 下
しも

　山
やま

　晃
こう

　司
じ

心理臨床

兼 任 講 師 神
じん

　　　朝
とも

　弘
ひろ

社会福祉

兼 任 講 師 末
すえ

　﨑
ざき

　潤
じゅん

　一
いち

空間・環境と知覚について

兼 任 講 師 杉
すぎ

　下
した

　文
あや

　子
こ

教育学、西洋思想史

兼 任 講 師 瀬
せ

　川
がわ

　千
ち

津
ず

子
こ

保育・幼児教育実践学

兼 任 講 師 染
そめ

　野
の

　享
じゅん

　子
こ

高齢者、ソーシャルワーク

兼 任 講 師 髙
たか

　橋
はし

　淳
じゅん

一
いち

郎
ろう

学校心理学

兼 任 講 師 高
たか

　橋
はし

　弘
ひろ

　之
ゆき

霊長類学

兼 任 講 師 瀧
たき

　澤
ざわ

　　　学
がく

高次脳機能障害支援、地域リハビリテーション

兼 任 講 師 滝
たき

　沢
ざわ

　真
ま

　弓
ゆみ

音楽（ピアノ）

兼 任 講 師 滝
たき

　島
しま

　真
ま

　優
ゆ

障害者福祉

兼 任 講 師 武
たけ

　　　千
ち

　晴
はる

児童福祉、司法福祉、教育社会学

兼 任 講 師 多
た

　田
だ

　慶
けい

　子
こ

からだ表現、演劇教育

兼 任 講 師 田
た

　中
なか

　明
あき

　子
こ

音楽（ピアノ）

兼 任 講 師 爲
ため

　近
ちか

　　　薫
かおる

臨床心理、被災ストレス

兼 任 講 師 崔
ちぇ

　　　汀
ちょん

　我
あ

比較経営論、国際関係論、韓国文化論

兼 任 講 師 辻
つじ

　本
もと

　すみ子
こ

子ども家庭福祉、発達障害児・者、健康心理学

兼 任 講 師 土
つち

　田
だ

　弥
や

生
よい

臨床認知発達学、学校臨床心理学、学校カウンセリング

兼 任 講 師 中
なか

　島
じま

　尚
なお

　樹
き

言語学

兼 任 講 師 永
なが

　田
た

　隆
りゅう

　二
じ

社会保障、高齢者福祉
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兼 任 講 師 西
にし

　村
むら

　かおる 栄養教育

兼 任 講 師 西
にし

　村
むら

　敏
とし

　也
や

史学（史学一般・日本史）、文化人類学（民俗学）、哲学（宗教学）、地域研究

兼 任 講 師 波
は

　戸
と

　謙
けん

　太
た

コーチング学、トレーニング科学、バイオメカニクス

兼 任 講 師 馬
ば

　場
ば

　康
やす

　徳
のり

高齢者福祉、居住福祉、地域創生

兼 任 講 師 原
はら

　田
だ

　ゆかり 器楽、ピアノ

兼 任 講 師 深
ふか

　民
たみ

　麻
ま

衣
い

佳
か

児童文化、子どもと絵本

兼 任 講 師 福
ふく

　島
しま

　達
たつ

　也
や

非営利法人研究、社会起業家育成

兼 任 講 師 別
べっ

　府
ぷ

　政
まさ

　行
ゆき

ソーシャルワーク、社会福祉施設経営管理、権利擁護と成年後見制度

兼 任 講 師 細
ほそ

　井
い

　純
じゅん

　子
こ

社会福祉学

兼 任 講 師 松
まつ

　井
い

　伸
のぶ

　子
こ

障がい者スポーツにおける外傷発生について

兼 任 講 師 丸
まる

　山
やま

　　　雄
たけし

中国史

兼 任 講 師 皆
みな

　吉
よし

　淳
あつ

　延
のぶ

国語教育学

兼 任 講 師 宮
みや

　崎
ざき

　麻
あさ

　子
こ

児童文化・文学

兼 任 講 師 宮
みや

　﨑
ざき

　敦
あつ

　子
こ

脳科学、リハビリテーション学

兼 任 講 師 茂
もて

　木
ぎ

　高
たか

　利
とし

福祉文化

兼 任 講 師 山
やま

　内
うち

　啓
ひろ

　之
ゆき

地理学

兼 任 講 師 山
やま

　部
べ

　啓
けい

　子
こ

聴覚障害者福祉

兼 任 講 師 横
よこ

　山
やま

　孝
たか

　行
ゆき

臨床心理学、青年心理学、集団心理学

兼 任 講 師 吉
よし

　川
かわ

　あゆみ 聴覚障害学生支援

兼 任 講 師 和
わ

　田
だ

　靖
やす

　子
こ

乳幼児期における音楽遊び
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